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ȡ 調査研究の澜要 

１ 調査研究のܑڟ 

共生社会のԋ成に向け、インクルーシブ教育システムの構築を図るたᶱ、沖縄県立高等学校にお

ける障害のある生徒と障害のない生徒が共に学ぶ仕組ᶯと、一人一人の教育的ᷮーᷝに応ᶈた学び

を保障するたᶱの調査研究をךうたᶱ、沖縄県立特別支援学校高等部分教室（ゆい教室という。）

を設ঈし、調査研究を実施する。 

 

２ 調査研究の目的  

沖縄県特別支援教育ࠞ進᷺ラン及び県立特別支援学校編成整計画（令和 ⇠ 年度～令和 ⇝⇟ 年度）

では、共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システムの構築という൛にРᶕき、障害のあ

る生徒と障害のない生徒ができるだけ同ᶈ߈で共に学ぶ瀉ҙを整することは重要なことと考ᵸ

ており、交流及び共同学習の指ࠅ及び特別支援学校をЎᶱたओഫな学びの߈の一࣎の充実を図るこ

とが必要とᶅᶼている。 

౾調査研究事Ҵでは、共生社会のԋ成及びインクルーシブ教育システムの構築に向け、障害のあ

る生徒と障害のない生徒がとᶲに学ぶ仕組ᶯと、一人一人の教育的ᷮーᷝに応ᶈた学びを保障する

たᶱの調査研究をךうたᶱ、知的障害のਈ度がঘ度・重度である生徒をतに県立高等学校に「ゆ

い教室」を設ঈする。ʂ潅の事צについて潦ा等をೀᶹかにし、より֢潕的な「ゆい教室」の在り

方について調査研究することを目的としている。 

Ὀ 共生潆の澯ऻ（インクルーシブ教育システムの構築） 

ゆい教室に在籍する生徒と高等学校に在籍する生徒が共に学ぶ߈所が共ഋᶅᶼることで、

同年ඬの生徒とのつながりをより߶ᶱることができるようになる。 

Ὁ ൛潻Ԇଷのࠞ進 

共に学ぶ߈所が共ഋᶅᶼることで、生徒のʍۑが߶まることにより、高等学校での൛潻ᶴ

支援がܕけᶴすく、障害にतする൛潻が進ᶰようになる。 

    Ὂ 障害のある生徒と障害のない生徒の学びを保障 

       特別支援学校学習指要ඊにРᶕき、高等学校の教育潦ਈと関連ᶅᶋながᶹ、઼ܾな教育

潦ਈの編成をךうことにより、おևいの学びを保障する指体制の在り方を研究する。 

Ὃ 特別支援学校のᷞンᷢー的Я૧の充実 

ゆい教室を設ঈすることにより、設ঈ高等学校及びᶍのܞఙঁ域にとって、特別支援教育

に関する相談・支援がࠂӍなᶲのとなり、ঁ域の特別支援教育のᷞンᷢー的ೲ濋を潕すこと

ができる。 

Ὄ ओഫな学びの߈の澯充 

支援の必要な生徒の学びの߈の連続ࡅのਃҍになる。 

現在、高等学校在籍の支援の必要な生徒は、通常学ѷでの指ᶴ特別支援教育支援員の支
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援をܕけている。特別支援学校の分教室を設ঈすることで、ঘ度・重度の知的障害のある生

徒に同瀉ҙ内で障害の状पに応ᶈたओഫな指方ృᶴ支援を澵保できる。 

 

３ 調査研究の実施Ь間 

    令和３年 ⇠ 月 ⇝ 日かᶹ令和６年３月 ⇟⇝ 日 

 

４ 調査研究のत校 

  高等学校：県立真和志高等学校 

    特別支援学校：県立島尻特別支援学校高等部 

 

５ ӝ体的な調査研究内ത 

⇔⇝⇕ 学びの߈のओഫࡅについて、関Ԃ者の継続的ʍۑ調査 

⇔⇞⇕ 瀎൛者のʓなる学校間のߎԹ整の在り方 

⇔⇟⇕ ゆい教室における教育潦ਈの編成とਚࡍな施設設及び施設のഋ֢な活യ方ృ 

⇔⇠⇕ 特別支援学校（౾校・ゆい教室）と高等学校との連Ԓを通した交流及び共同学習のࠞ進にԂる

研究 

  ⇔⇡⇕ ゆい教室におけるᷞンᷢー的Я૧（高等学校への支援等）の充実 

  ⇔⇢⇕ 実践の潦ा整൛ᶴ分ࡧ、त応Չੰ 

  ⇔⇣⇕ 調査研究モᷪル校において研究が必要とࣾᵸている事צの研究 

 

６ 調査研究にԂる協議 

⇔⇝⇕ ３者連絡会議 

ȍ 目 的  

     ・交流及び共同学習の実践を図りՉすること、ᶋて、ゆい教室と県立島尻特別支援学校౾

校との交流及び共同学習についてᶲ実践を図り、Չをךう。 

     ・ゆい教室の設ঈにԂる܊ݲ続の在り方ᶴ施設設等のߎԹ整の在り方についてՉをך

う。 
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     ・ゆい教室における教育潦ਈの編成と施設設をഋ֢に活യする方ృをՉする。 

     ・分教室の設ঈが、今後のインクルーシブ教育システムの構築に向けたओഫな学びの一つで

あることをՉし、今後の在り方をਃըする。 

    Ȏ 構成委員 

      教育県立学校教育潦、県立真和志高等学校校、県立島尻特別支援学校校、 

      澭校教（校） 

 

⇔⇞⇕ ２校連絡会議 

ȍ 目 的  

      ゆい教室に関する２校の連ԒҴಳのؽ事צのՉੰᶴ˕˚について協議する。 

    Ȏ 構成委員 

      県立学校教育潦指܇事、高等学校教及び教、特別支援学校教及び教 

 

 ⇔⇟⇕ ᶍのऒ関連会議 

ȍ 高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ委員会 

     目的：特別支援学校分教室に関して、濹事会で澵・調整した事צについて協議する。 

     構成委員：教育教育指੫濎瀋、関Ԃ潦潦 

    Ȏ 高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ委員会濹事  

会 

     目的：特別支援学校高等部分教室に関して、作Ҵ部会で澵・調整した事צについて協議する。 

     構成委員：教育県立学校教育潦特別支援教育室、関Ԃ潦及び指܇事 

    ȏ 高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ委員会作Ҵ

部会 

     目的：特別支援学校高等部分教室に関して、モᷪル事Ҵत校へのࡺೀ、交流及び共同学習の

実施、教育潦ਈ編成、入試Ҵಳ、設ঈர等˕˚に関わるݞをךう。 

     構成委員：教育県立学校教育潦、܇及び指܇事、モᷪル事Ҵत校教 

Ȑ ２校˕˚会議 

目的：特別支援学校高等部分教室に関して２校の連Ԓの澵、調整等について協議する。 

構成委員：２校の校、教、事ಳ、必要に応ᶈて ⇼∀⇭ ೲ員ᶴ教育関Ԃ潦 

ȑ ２校連絡調整会議 

目的：特別支援学校高等部分教室に関して２校の連ԒҴಳのؽ事צのՉੰᶴ˕˚について

協議する。 

構成委員：２校の教、教ಳ܇、関Ԃ職員 

Ȓ 特別支援学校高等部分教室ފ委員会会議 

目的：分教室に関してҴಳのؽ事צᶴ˕˚についてՉੰする。 

構成委員：島尻特別支援学校教、教ಳ܇、高等部܇事、分教室担当教 
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７ 調査研究のԚʖ 

  令和 ⇞ 年 ⇟ 月、高等学校における障害のある生徒ᶲない生徒ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ

委員会設ঈかᶹ「島尻特別支援学校真和志高等学校分教室（ʂ潅、「ゆい教室」という。）」設ঈまでの

事ҴのԚʖについて次ணにまとᶱた。 

 

時 Ь Ԛ 潪 

令和２⇛⇟⇛⇟⇝ 高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ委

員会設ঈ 

令和 ⇞⇛⇠⇛⇟ モᷪル事Ҵのत校、校、教へࡺೀ 第 ⇝ 回作Ҵ部会（ḄンᷳーЙ合わᶋ）

令和 ⇞⇛⇠⇛⇝⇜ 第 ⇞ 回作Ҵ部会（ऒ県の分教室設ঈ状況澵等） 

令和 ⇞⇛⇠⇛⇝⇣ 第 ⇟ 回作Ҵ部会（学校ޮ潹᷺ḏᷟンテーション澵、県澗の取組等） 

令和 ⇞⇛⇠⇛⇞⇠ 第 ⇠ 回作Ҵ部会（学校ޮ潹᷺ḏᷟンテーション澵、県澗の取組等） 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇝ 第 ⇡ 回作Ҵ部会（モᷪル事Ҵत高等学校へのࡺೀ会等） 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇣ ȍモᷪル事Ҵत高等学校へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇝⇠ モᷪル事Ҵत特別支援学校へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇝⇡ 第 ⇢ 回作Ҵ部会（ࡺೀ会実施後のۡэ、交流及び共同学習᷏イᷬ澵等） 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇞⇞ 第 ⇣ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習त生徒の実प、県内高等学校の教育潦ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇡⇛⇞⇥ 第 ⇤ 回作Ҵ部会（分教室の名ު、県内高等学校の教育潦ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇡ 第 ⇥ 回作Ҵ部会（モᷪル事Ҵत高等学校のܘҴ参観、生徒へのࡺೀ等） 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇤ ȍ高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ

委員会 濹事会 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇤～

⇝⇞ 

交流及び共同学習の実施計画にୄうܘҴ参観 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇝⇣ モᷪル事Ҵत特別支援学校の生徒へ高等学校についての事前学習 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇝⇥ 第 ⇝⇜ 回作Ҵ部会（ܘҴ参観をܨᵸて教潓等のՉੰ、⇢⇚⇞⇠ 学校見学実施要צ等）

令和 ⇞⇛⇢⇛⇞⇠ モᷪル事Ҵत特別支援学校の生徒、高等学校見学 

令和 ⇞⇛⇢⇛⇞⇢ 第 ⇝⇝ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習の進্状況等） 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇟ 第 ⇝⇞ 回作Ҵ部会（⇢⇚⇞⇠ 学校見学後の᷅ンᷔート、交流及び共同学習実施要צ等）

令和 ⇞⇛⇣⇛⇝⇜ 第 ⇝⇟ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習の進্状況等） 

Ȏモᷪル事Ҵत高等学校へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇝⇢ Ȏ高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方Չੰ

委員会 濹事会【Ḅールߌ報共ഋ】 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇝⇣ 第 ⇝⇠ 回作Ҵ部会（⇣⇚⇝⇜  （ೀ等ࡺೀ会後ʍ見集、高等学校生徒へ事前ࡺ

令和 ⇞⇛⇣⇛⇞⇝ 交流及び共同学習について高等学校生徒へ事前ࡺೀ 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇞⇣ 特別支援学校校会へࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇞⇤ ȍ交流及び共同学習（П濁、ࡔ濁、ԧ、瀉ҙࣸԋ） 
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教育委員会ఝқ会（高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕

組ᶯの在り方Չੰ委員会）にて「学びの教室（潇ު）」を次年度設ঈすることを報

告 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇞⇥ モᷪル事Ҵत高等学校 ⇼∀⇭ ೲ員へࡺೀ 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇟⇜ 教育委員会会議にて「学びの教室（潇ު）」を次年度設ঈすることを報告 

令和 ⇞⇛⇣⇛⇟⇝ 第 ⇝⇡ 回作Ҵ部会（⇣⇚⇞⇤ 交流及び共同学習の成潕と潦ा等） 

令和 ⇞⇛⇤⇛⇝⇠ 第 ⇝⇢ 回作Ҵ部会（⇤⇚⇝⇤ 交流及び共同学習澵、志願前相談等） 

令和 ⇞⇛⇤⇛⇝⇤ 交流及び共同学習 ӇѬ事पࢃըঘのたᶱঘڡ 

令和 ⇞⇛⇤⇛⇝⇥ モᷪル事Ҵत特別支援学校へࡺೀ 

令和 ⇞⇛⇤⇛⇞⇝ 第 ⇝⇣ 回作Ҵ部会（次回の交流及び共同学習について、教育潦ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇤⇛⇞⇤ 第 ⇝⇤ 回作Ҵ部会（志願前相談、学校ࡺೀ会資料、教育潦ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇝ 交流及び共同学習 ऺ ⇥ 号ܯെのたᶱঘڡ 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇠ 第 ⇝⇥ 回作Ҵ部会（ঁӔئלにおけるۡ問、志願前相談ܞ知スᷔᷛḈール等） 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇤ Ȏ交流及び共同学習（П濁、ࡔ濁、ԧ、瀉ҙࣸԋ） 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇝⇜ 教育委員会ఝқ会（高等学校における障害のある人ᶲない人ᶲ共に学ぶ߱たな仕

組ᶯの在り方Չੰ委員会）にて状況ࡺೀ 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇝⇝ 第 ⇞⇜ 回作Ҵ部会（⇥⇚⇤ 交流及び共同学習の成潕と潦ा、生徒・保֖者へのࡺೀ会

について等） 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇝⇤ 第 ⇞⇝ 回作Ҵ部会（職員、生徒、保֖者、オー᷺ンスクールにおけるࡺೀ会等）

ȏモᷪル事Ҵत高等学校へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇞⇠ モᷪル事Ҵत高等学校の生徒へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇞⇡ 第 ⇞⇞ 回作Ҵ部会（志願前相談、学校ࡺೀ会資料、教育潦ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇞⇤ モᷪル事Ҵत高等学校の保֖者へのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇥⇛⇞⇥ モᷪル事Ҵत高等学校オー᷺ンスクールへのࡺೀ会 

令和 ⇞⇛⇝⇜⇛⇞ 第 ⇞⇟ 回作Ҵ部会（志願前相談、学校ࡺೀ会資料等） 

令和 ⇞⇛⇝⇜⇛⇥ 第 ⇞⇠ 回作Ҵ部会（志願前相談、入学者଼ࢠ試՛日ਈ等） 

令和 ⇞⇛⇝⇜⇛⇝⇢ 第 ⇞⇡ 回作Ҵ部会（志願前相談資料、交流及び共同学習⇔後Ь⇕について） 

令和 ⇞⇛⇝⇜⇛⇞⇟ 第 ⇞⇢ 回作Ҵ部会（入学者଼ࢠ試՛関Ԃ資料について） 

令和 ⇞⇛⇝⇜⇛⇟⇜ 第 ⇞⇣ 回作Ҵ部会（入学者଼ࢠ試՛関Ԃ資料について） 

令和 ⇞⇛⇝⇝⇛⇢ 第 ⇞⇤ 回作Ҵ部会（志願前相談、令和 ⇟ 年度の年間指計画、交流及び共同学習

について） 

令和 ⇞⇛⇝⇝⇛⇝⇟ 第 ⇞⇥ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習、ゆい教室のଅঈ及び設について） 

令和 ⇞⇛⇝⇝⇛⇞⇜ 第 ⇟⇜ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習のܨث澵、ゆい教室のଅঈ及び設につ

いて） 

令和 ⇞⇛⇝⇝⇛⇞⇣ 第 ⇟⇝ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習のഫڔと᷅ンᷔートについて） 

令和 ⇞⇛⇝⇞⇛⇠ 第 ⇟⇞ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習のഫڔと᷅ンᷔート、教育潦ਈについて）

令和 ⇞⇛⇝⇞⇛⇝⇝ 第 ⇟⇟ 回作Ҵ部会（交流及び共同学習のഫڔと᷅ンᷔート、教育潦ਈについて）
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令和 ⇞⇛⇝⇞⇛⇝⇤ 第 ⇟⇠ 回作Ҵ部会（令和 ⇟ 年度の教育潦ਈ、交流及び共同学習について） 

令和 ⇞⇛⇝⇞⇛⇞⇡ 第 ⇟⇡ 回作Ҵ部会（教育潦ਈ、年間ך事計画、入試Ҵಳについて） 

令和 ⇟⇛⇝⇛⇤ 第 ⇟⇢ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、ゆい教室施設設について） 

令和 ⇟⇛⇝⇛⇝⇡ 第 ⇟⇣ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、ゆい教室施設設について） 

令和 ⇟⇛⇝⇛⇞⇞ 第 ⇟⇤ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、ゆい教室施設設について） 

令和 ⇟⇛⇝⇛⇞⇥ 第 ⇟⇥ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、ゆい教室施設設について） 

令和 ⇟⇛⇞⇛⇡ 第 ⇠⇜ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、ゆい教室施時間濋について） 

令和 ⇟⇛⇞⇛⇝⇥ 第 ⇠⇝ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、⇼∀⇭ ߱について） 

令和 ⇟⇛⇞⇛⇞⇡ 第 ⇠⇞ 回作Ҵ部会（入試Ҵಳ、入学ېについて） 

令和 ⇟⇛⇟⇛⇝⇞ 第 ⇠⇟ 回作Ҵ部会（合澱者オリ᷋ンテーション、交流及び共同学習の報告書、⇠ 月

のܳɾ・月ɾ、２校連絡調整会議について） 

令和 ⇟⇛⇟⇛⇝⇥ 第 ⇠４回作Ҵ部会（教育潦ਈ、ゆい教室時間濋、２校連絡調整会議について） 

令和 ⇟⇛⇟⇛⇞⇢ 第 ⇠⇡ 回作Ҵ部会（オリ᷋ンテーション、入学ېについて） 

令和 ⇟⇛⇡⇛⇝⇝ 第１回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信１号） 

令和 ⇟⇛⇢⇛⇤ 第２回２校連絡調整会議（現状報告、オー᷺ンスクール、教材、支援者会議に

ついて、ゆい教室通信２号） 

令和 ⇟⇛⇣⇛⇝⇟ ⇟ 者連絡会議（支援者会議、調査研究の進্状況について） 

令和 ⇟⇛⇣⇛⇝⇟ 第３回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信３号） 

令和 ⇟⇛⇣⇛⇞⇥ 第１回支援者会議（オンライン） 

令和 ⇟⇛⇤⇛⇝⇣ 第４回２校連絡調整会議（現状報告：リモート） 

令和 ⇟⇛⇥⇛⇝⇠ 第５回２校連絡調整会議（現状報告、学校ࡺೀ会、入試Ҵಳについて：リモート）

令和 ⇟⇛⇝⇜⇛⇝⇞ 第６回２校連絡調整会議（現状報告、志願前相談、ܢ学൵ך、取材について） 

令和 ⇟⇛⇝⇝⇛⇥ 第７回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信４号） 

令和 ⇟⇛⇝⇞⇛⇝⇠ 第８回２校連絡調整会議（現状報告、Ḑ᷎ᷦー・᷎ーテン、ਬൌ౫ᷦᷰڡト、交流

及び共同学習、学校த潊᷅ンᷔート、ゆい教室通信５号） 

令和 ⇠⇛⇝⇛⇝⇤ 第９回２校連絡調整会議（現状報告、入試について：リモート） 

令和 ⇠⇛⇞⇛⇞⇞ 第 ⇝⇜ 回２校連絡調整会議（現状報告、次年度の会議について、ゆい教室通信６

号） 

令和 ⇠⇛⇟⇛⇝⇣ 第 ⇝⇝ 回２校連絡調整会議（現状報告：リモート） 

令和 ⇠⇛⇠⇛⇝⇥ 第１回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信 ⇠ 月号：リモート） 

令和 ⇠⇛⇡⇛⇝⇜ 第２回２校連絡調整会議（現状報告、支援者会議について、ゆい教室通信 ⇡ 月号：

リモート） 

令和 ⇠⇛⇡⇛⇝⇤ 教育訪問 

令和 ⇠⇛⇢⇛⇝⇠ 第３回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信 ⇢ 月号） 

令和 ⇠⇛⇣⇛⇡ 第４回２校連絡調整会議（現状報告、支援者会議について） 

令和 ⇠⇛⇣⇛⇞⇤ 第１回支援者会議（オンライン） 

令和 ⇠⇛⇤⇛⇝⇡ 第５回２校連絡調整会議（現状報告：リモート） 
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(4) ゆい教室の在籍状況（生徒数） 

年度 分教室名 1 年 2 年 3 年 合計 

R3 
島尻特別支援学校 

真和志高等学校分教室 

１ 0 0 １ 

R4 ２ １ 0 ３ 

R5 １ ２ １ ４ 

令和 4/7/28 第１回支援者会議（オンライン） 

令和 4/8/15 第５回２校連絡調整会議（現状報告：リモート） 

令和 4/9/13 第６回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室訪問について：ゆい教室通信９月

号） 

令和 4/10/11 第７回２校連絡調整会議（現状報告） 

令和 4/11/8 第８回２校連絡調整会議（現状報告、志願前相談について：リモート） 

令和 4/12/13 第９回２校連絡調整会議（現状報告、進路面談、支援者会議について、ゆい教室

通信 11 月号） 

令和 5/1/10 第２回支援者会議（オンライン） 

令和 5/2/14 第 10 回２校連絡調整会議（現状報告、入試、学校見学について、ゆい教室通信２

月号、ゆい教室だより） 

令和 5/3/14 第 11 回２校連絡調整会議（現状報告、年度の会議について） 

令和 5/5/9 第１回支援者会議 

令和 5/6/13 第１回２校連絡調整会議（現状報告、ゆい教室通信５月号） 

令和 5/10/10 第２回２校連絡調整会議（現状報告、学校訪問、取材について、ゆい教室通信６、

７、９月号）第１回３者連絡会議 

令和 6/1/23 第３回２校連絡調整会議（現状報告、学校見学、取材、次年度の会議について、ゆ

い教室通信 11、12 月号） 

令和 6/３/14 第２回３者連絡会議 
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Ȣ 調査研究取組の実ف（成潕と潦ा） 

 

１ インクルーシブ教育システムの構築をᶱᶆした教育実践の取組 

 
   １Ქゆい教室（県立島尻特別支援学校真和志高等学校分教室）をओഫな学びの߈ 

として、県立真和志高等学校内に設ঈ。 

 

２⇚ ゆい教室の生徒と真和志高等学校の生徒が、共に学ぶ߈所を共ഋし、障害の 

ഋವに関わᶹず、同年ඬᶴʓ学年の生徒とのつながりを߶ᶱるたᶱに交流及び 

共同学習の実践をՉ。 

   

３Ქ 特別支援学校における教育潦ਈとॣʄ制高校で ⇝⇜⇜ 潓目ʂ߁のॆࢠ潓目が澒 

設ᶅᶼている真和志高等学校との教育潦ਈを関連ᶅᶋながᶹ、ӝ体的な交流及び

共同学習をਦ澒。インクルーシブ教育システムの構築に向けたՉ。 

  

４⇚  調査研究の目的について、ᶍᶼᶎᶼの成潕と潦ाをまとᶱ、今後のゆい教室の

在り方についてՉ。 

 

 

ゆい教室の設ঈにԂる調査研究事Ҵの目的をॕ成するたᶱにഫᲹな取組が進ᶱᶹᶼた。

ᶍの取組を島尻特別支援学校、ゆい教室をঘ߮に整൛し、交流及び共同学習の実施状況ᶴ

生徒のకത等を整൛した。 

ᶋて、調査研究事Ҵにおける教育ࣺࡇךの取組として県教育委員会の成潕と潦ाにつ

いてᶲ整൛した。 

 

 
⇔⇝⇕ 島尻特別支援学校と真和志高等学校との「交流及び共同学習」の取組 

    研究の目的をॕ成するたᶱに、島尻特別支援学校と真和志高等学校の同年हの生徒と
相ևのߢᶼ合いができ、共同学習できる活動内തをࢠࡒし、交流及び共同学習を実施し
た。 

  
【令和２年度ゆい教室設ঈに向けたݞ段澓】 

特別支援学校高等部のঘ度・重度の知的障害の生徒と高等学校生徒との交流及
び共同学習を通して 

 
᳓ 澜要 ᳔ 

県立島尻特別支援学校高等部 ⇞ 年生活ॣ՝学習 ⇯ ᷓルー᷺と ⇞ 年 ⇢ 組 ⇝⇣ 名は、
߱ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻౫ڡतٚをしながᶹ、県立真和志高等学校との交流及び共同
学習をךった。 

     高等学校の同年हの生徒との交流及び共同学習を通して、障害のഋವに関わᶹず共
に学ぶԚ՛を重ᶝることで、おևいを尊重し合うऻࡲᶅを学ぶЯ会とすることをᶝᶹ
いとして５ࢪ回実施した。 
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ȍ त生徒について 

    今回交流及び共同学習へ参潌した生徒は、県立島尻特別支援学校高等部Ȣ潦ਈ᳜３学

習ᷓルー᷺ᴿ⇝⇟ 名とȢ潦ਈ᳜４学習ᷓルー᷺ᵀの４名、計 ⇝⇣ 名である。 

Ȣ潦ਈ᳜３、４は特別支援学校（知的障害）の学習指要ඊにРᶕき編成ᶅᶼた澭教

潓等を合わᶋた指及びۋ立活動に୮重をঈき編成した学習ԋपのᷓルー᷺で編成ᶅᶼ

ている。  

   

Ȏ 活動のᶝᶹい 

    県立島尻特別支援学校高等部では、こᶼまで年に１回交流及び共同学習をӍඕ校と実

施している。⇞⇜⇝⇥ 年に澇৺ᶅᶼた学習指要ඊでは「障害のないഢڻڻ生徒との交

流及び共同学習のЯ会を設け、共に尊重し合いながᶹ、協して生活していくप度を育

ᶰようにすること」とۈᶅᶼている。౾校でᶲ学習指要ඊにРᶕき、次のように活動

のᶝᶹいを৺ᶱ交流及び共同学習をךった。 

⇔∍⇕ 高等学校との交流及び共同学習を通して、障害のഋವに関わᶹず共に学ぶԚ՛を

重ᶝ、おևいを尊重し合うऻࡲᶅを学ぶ。 

⇔∎⇕ 同年हの生徒との相ևのߢᶼ合いを通ᶈて社会ࡅをഺうЯ会とする。 

 

ȏ 事前の取組とଅ൴  

    実施計画のݧثの段澓では、年間９～⇝⇜ 回ךうことをՉੰしていたが、ࢪ的に߱

ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻が澯ऻし、教育現߈においてᶲѧ校をജхなくᶅᶼ、ઽしい状況

になった。ᶍのようなঘでᶲൺ校で߱ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻ޥतٚをしながᶹךᵸるܘ

Ҵ内തをՉੰし、年間の学習ᶴך事等を見通して計画ݞを進ᶱていった。 

った。高等ךᶱに交流及び共同学習実施にあたって、ൺ校の職員向けに学校ޮ潹をڑ

学校の職員に特別支援学校について知ってᶲᶹい、障害のある生徒ॕへのࡴし方等につ

いて共通൛潻を図ᶼるようにスライᷬを活യした学校ޮ潹を５月にךった。 

次にൺ校の生徒向けに生活ॣ՝学習の事前学習のঘで学校ޮ潹をךった。取組計画は

参考資料としてлـしている。 

 

Ȑ 事後の取組  

    交流及び共同学習ܨ൷後には、۬真ᶴ動画で事後学習をךった。すると、生徒ॕᶲܘ

Ҵのことを࣑нしᶴすくなり、߰り返りのଷணᶲࡩҷ的にךうようになった。また、ಊ

回事前学習で立てた目ஞがॕ成できたか一人一人߰り返りをл入し、ଷணし合い、おև

いのᷓルー᷺のഫڔをਯᵸ合った。ᶍうすることでऒのᷓルー᷺のഫڔを知ることがで

き、充実した߰り返りの時間となった。 

県立真和志高等学校では、ܘҴ後に᷅ンᷔートをಊ回実施した。᷅ンᷔートは参考資

料としてлـしている。 

 

 

 

9



⇔∍⇕ ᷅ンᷔートԵ潕より 

おևいにとってʍяのある交流及び共同学習となったことがકᶯ取ᶼる。県立真

和志高等学校の生徒ॕは、特別支援学校の生徒ॕと同ᶈ活動に取組、ࡴすることに

より、障害について൛潻し、相܊を思いᶴりᶱ合うप度が育まᶼたことがわかる。

また、特別支援学校の生徒ॕは、濼ᶼない߈所で活動したり、協උし合ったりする

ことでԚ՛をࡩᶯ重ᶝ、社会ࡅをֳᶂたことがわかる。 

 

 動のకതについてך ⇕∎⇔   

交流及び共同学習をܨᵸた後の学校生活においてᶲ島尻特別支援学校の生徒ॕに

ᶲך動のకതが見ᶹᶼた。今まで作Ҵ学習のୖの学習で「いᶹっしᶳいまᶋ」「あ

りがとうᶄᶆいました」のࡔがފᶅかった生徒が、はきはきとࡴѠをしたり、一ݭに

交流及び共同学習にךったѷഅへۋ分かᶹࡔをかけ会話を濁し᷃だりしていた。 

    県立真和志高等学校の生徒ॕへ向けたおඥの܊紙では、᷽᷅だった生徒のЙを思い

ைかᶩながᶹ書きたいことが次かᶹ次にきݎてくるようで、Ḅᷦᷞー᷎ᷛーᷬかᶹ

あᶥᶼるᶫᶙ書いていた。同年हの人と関わるঘで、ۋ分のв持ᶑをਯᵸることが前

よりできるようになった生徒ᶲいた。 

分、ᶴるۋ５回の交流及び共同学習をとおして、濁しᶯがあることでИったࢪ

вがいてくることを実濻できた生徒、学校ᶴ潑৽にೡってかᶹ潈度ᶲ話し、֔Ⴂが

ࣳᵸ、ۋ信がついてଷணのࡔがऻきくなった生徒、「ڦは」というըളがٖ年よりᶲ

ࣳᵸ、ۋ分のв持ᶑを話ᶋるようになっている生徒、高等学校の生徒との関わりをと

おして、同年हのᶅまᶆまな生徒を目にしたりすることで「ۋ分」というۑが潳生

ᵸる一ݳとなった生徒ᶲいた。また、回を重ᶝるᶄとにルールを܉ったり、в持ᶑを

ᷖントḐールしたりすることができるようになった生徒、ࢩۋとおևいをᶱ合い、

活動を共にすることでۋ分のв持ᶑをண現し合い、おևいをܕけ入ᶼᶹᶼるようにな

った生徒ᶲいた。島尻特別支援学校の生徒ॕのך動のకതは、職員かᶹᶲ్ᶱᶹᶼ、

த潊ᶅᶼることで、ֿにۋ信へと繋がりॕ成濻ᶲಣわうことができたように濻ᶈる。 

 

   ⇔∏⇕ 保֖者の連絡লより 

    活動実施時は、保֖者かᶹᶲ連絡লに生徒のഫڔがлᶅᶼていた。「ೀ日の交流会

をとてᶲ濁しᶯにしています。ݞᶲ౾人がしています。」「ᶲࣗнき。今日の交

流会を濁しᶯにしているようです。」「交流学習で真和志高校の生徒とঙඅくできて

අかったです。潑ᶲӍ所なので、ᶠったり会ᵸたりしたᶹいいですᶝ。」「交流会が

濁しかったようです。܊話でۋ分の名前ができていました。」「᳗ᷓランᷬᷗル᷸を

しました᳘と᷸᷄イルを見ᶋながᶹ教ᵸてくᶼました。೫ঘにнきてᷱートにڼを書

いていました。」等、生徒ॕのʍഽにಠᶑʦᶼたഫڔが連絡লかᶹਯわってきた。 

 

Ȓ 今後の潦ा 

    特別支援学校高等部のঘ度・重度の知的障害の生徒と高等学校の生徒との交流及び

共同学習をܨᵸて今後の潦ाとしては、િਮҁᶂᶹᶼる。 

一つ目は、ൺ校の生徒のߌ報ਃҍの仕方である。ܘҴの前には学校ޮ潹ᶴ生徒の
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報共ഋを図った。生徒一人一人の実पについて特に必要なこと、ઌʍなこと、֫きߌ

なᶲの、Ә܊なこと、ࡴし方ᶴ、ᶙのようなըളかけをしてᶫしいか等をまとᶱ事前

にߌ報共ഋをךった。関わりを持つことがओくなᶼᶠなるᶫᶙ、ᶅᶹに状況に応ᶈた

てきて、生徒ᶴ職員がյうとこᶽがあった。ൺ校の職員ݎ面が߈報共ഋᶲ必要なߌ

が߈面でतݦしていけるように職員同ڐの関わりをᶙのようにして߶ᶱていくかが潦

ाである。ᶍのたᶱには、交流及び共同学習を実施するفにಊ回同ᶈ職員ଅঈができ

るような体制が必要となってくる。 

    િつ目は、ܘҴ計画についてである。交流としてのᶝᶹいは、ॕ成できていると職

員、生徒ॕᶲ濻ᶈていることが᷅ンᷔート等かᶹわかるが、共同学習のᶝᶹいと考ᵸ

た時に特別支援学校の職員かᶹは生徒同ڐが関わりを持つことで充実していると濻ᶈ

ているが、高等学校の職員は、関わりを持つ時間が߶まるにつᶼ、共同学習はઽしい

と濻ᶈることがओくなったことがわかる。今後は、ൺ校が普段のܘҴのঘかᶹ、ᶙの

ॣ՝なᶹ共に活動できるのかࢠࡒをךっていくことがऻࡲである。 

ൺ校の職員同ڐが事前ݞ、ܘҴ計画をとおして、生徒にᶙのようなඋをࠂにつ

けたいのかछᶑ合わᶋのঘで澵をして、おևいの生徒にあった学習活動の߈を保障

していくことが必要である。֢的に話し合いの時間の澵保をしながᶹ次年度ᶲ継続

していきたい。 

こᶼかᶹᶲ交流及び共同学習を継続していくことが、高等部をईҴ後、職߈ᶴঁ

域で生活をする生徒ॕのԚ՛に繋がり、同ᶈӡ間、同ᶈ時間を共ഋすることがインク

ルーシブ教育の構築に繋がり生徒ॕがࢩۋに関わり合ᵸる共生社会へとなっていくの

ではないかと考ᵸる。 
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⇔２⇕ ゆい教室と真和志高等学校との「交流及び共同学習」の取組 

 

  ゆい教室では、知的障害のਈ度がঘ度・重度である生徒で、高等学校での学びをХౠする

生徒をतとし、障害のある生徒ᶲない生徒ᶲ共に学ぶ仕組ᶯをᷖン᷺ᷞトとし、おևいを

尊重し、共に支ᵸ合うࡂړを育ᶯ、共生社会の実現を目指し、令和３年４月かᶹ現在までӝ

体的に交流及び共同学習に取り組᷃できた。 

特別支援学校における教育潦ਈとॣʄ制高等学校で ⇝⇜⇜ 潓目ʂ߁のॆࢠ潓目が澒設ᶅᶼて

いる県立真和志高等学校との教育潦ਈを関連ᶅᶋながᶹ、島尻特別支援学校の教育潦ਈ編成の

方ࠅにРᶕき生徒の実पにࣼした教育内തをࢠࡒし、潍૧なժり交流及び共同学習をךった。

᳑資料１᳒ 

ゆい教室の生徒の ⇝ 日の流ᶼでۈすように、ਾ校・Լֵ観٣後のᵏᵄᵎ、ঝߣ後のᵏᵄᵎ

等連Ԓクラスにて活動を共にする時間をओく設けている。ֿにᵈᵄᵎᶴ総合的な探究の時間

等ᶲ連Ԓクラスにて活動をךっている。 

 

 

 

ゆい教室の生徒の１日の流ᶼ 

        ⇤⇦⇠⇜ ～ ⇤：⇡⇜    ਾ校・Լֵ観٣ 

⇤⇦⇡⇜ ～ ９⇦⇜⇜    ⇿⇴⇾ （連Ԓクラスにて） 

⇥⇦⇝⇜ ～  ⇝⇟⇦⇜⇜    共同学習・ۋ立活動・澭教潓学習 

⇝⇟⇦⇜⇜ ～ ⇝⇟⇦⇠⇡   ঝߣ 

⇝⇟⇦⇠⇡ ～  ⇝⇠⇦⇝⇡   ঝ学・⇿⇴⇾・࣓ࡎ（連Ԓクラスにて） 

⇝⇠⇦⇞⇜ ～  ⇝⇢⇦⇝⇜   共同学習・ۋ立活動・澭教潓学習 

（ᴅ⇸⇴⇾・総合的な探究の時間ᶲ連Ԓクラスにて活動） 

⇝⇢⇦⇝⇜ ～          潅校 
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᳑ 資料 ⇝ ᳒令和 ⇡ 年度時間濋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᴅߡきの部分は、ゆい教室の生徒が、真和志高等学校の生徒と一ݭにܕけるܘҴ 

     ȍ潄濁・ஆݏ・体育（真和志高等学校澭年次のॣʄ数） 

 Ȏ֔・社会・数学・൛潓・潑৽・澗֔は１時間ずつ。

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

教科 自立 職業 自立 自立 自立 教科 美術 職業 自立 自立 自立 教科 体育 職業 自立 自立 自立

授業名 授業名 美術Ⅱ 授業名 体育3A

場所 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 場所 美術第1 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 場所 体育施設 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室

教科 数学 職業 数学 理科 家庭 教科 美術 職業 数学 英語 家庭 教科 体育 職業 数学 英語 家庭

授業名 数学活用 科学と人間生活 授業名 美術Ⅱ 数学活用 英語会話 授業名 体育3A 数学活用 英語会話

場所 ゆい教室 ゆい教室 A203 物理室 ゆい教室 場所 美術第1 ゆい教室 A203 LL教室 ゆい教室 場所 体育施設 ゆい教室 A203 LL教室 ゆい教室

教科 音楽 社会 体育 美術 英語 教科 自立 社会 数学 体育 国語 教科 自立 社会 数学 音楽 理科

授業名 器楽 沖縄の歴史 体育１B クラフトデザイン コミュ英Ⅰ 授業名 沖縄の歴史 体育２B 授業名 沖縄の歴史 器楽 環境の科学

場所 器楽室 社会教室 体育施設 クラフト室 A305 場所 ゆい教室 社会教室 ゆい教室 体育施設 ゆい教室 場所 ゆい教室 社会教室 ゆい教室 器楽室 地学室

教科 音楽 社会 体育 美術 国語 教科 理科 社会 情報 体育 国語 教科 国語 社会 情報 音楽 国語

授業名 器楽 体育１B クラフトデザイン 国語表現 授業名 郷土の自然 体育２B 国語表現 授業名 器楽 国語表現

場所 器楽室 ゆい教室 体育施設 クラフト室 A412 場所 生物2 ゆい教室 ゆい教室 体育施設 A412 場所 ゆい教室 ゆい教室 ゆい教室 器楽室 A412

教科 自立 国語 LHR 職業 体育1B 教科 自立 音楽 LHR 職業 理科 教科 自立 美術 LHR 職業 職業

授業名 保育基礎 体育１B 授業名 保育基礎 沖縄の音楽 授業名 保育基礎 陶芸一般

場所 被服室A ゆい教室 4組 ゆい教室 体育施設 場所 被服室A 音楽室 13組 ゆい教室 ゆい教室 場所 被服室A 陶芸室 19組 ゆい教室 ゆい教室

教科 道徳 理科 総探 職業 体育 教科 道徳 音楽 総探 職業 職業 教科 道徳 理科 総探 職業 職業

授業名 体育１B 授業名 沖縄の音楽 授業名

場所 ゆい教室 ゆい教室 4組 ゆい教室 体育施設 場所 ゆい教室 音楽室 13組 ゆい教室 ゆい教室 場所 ゆい教室 ゆい教室 19組 ゆい教室 ゆい教室

５
時
限

５
時
限

　自立：自立活動

３
時
限

３
時
限

３
時
限

６
時
限

６
時
限

６
時
限

４
時
限

４
時
限

４
時
限

５
時
限

時限

１
時
限

１
時
限

１
時
限

２
時
限

２
時
限

２
時
限

※ 色付き部分は真和志高校との交流及び共同学習　　 ①体育・音楽・美術は真和志高校1年次と２年次のそれぞれの単位数　　　②　国語・社会・数学・理科・英語・家庭は、1時間ずつ

1年次 ２年次 ３年次
時限 時限

1
3



ȍ 共生潆の澯ऻ（インクルーシブ教育システムの構築） 

⌎連Ԓ学ѷ⌱設ঈ高等学校の学ѷ⌲において、日⌡の⑦ームルーム活動や総合的な探究の時間、࣓ࡎ

活動、学校ך事等、共に活動するЯ会を潍૧なժりओく設৺し、障害൛潻を␇じめևいに尊重し合う等

の教育の߈を設৺している。 

⌎特別支援教育のスルがある教がଅঈ⏭れ、障害の状पに応じたլ別の教育支援計画及び指

計画を作成し、共同学習において一人一人のニーズに応じた教育の充実を図⏻ている。⌹ 資料２ ⌺ 

 

 

⌹ 資料２ ⌺⌱共同学習のഫڔ⌲ 

１⌍１年生のみ参潌のܘҴ 

ȍ ൛ 潓⌎⌎⌎⍁潓学と人間生活⍂௮൛教室␐の入室にӘ܊ʍۑがあ⏻たため、教潓担当教と調

整し、１ࢀに入室するଅ൴をך⏻た。すると、ൌ⏹গいて入室及びগࡢすることが⏿きた。ゆい教

室担当教がڭ澷的教材をݞし、⑴スを見たり、ॣ՝の動画をڭীしたりすることが⏿きた。

ୌ書事צやス⑵ーンを見ること␇ઽしいが、真和志高校生徒と同ഫに ≿≺ 分間গࡢし、Щに向か

うことが⏿きた。③⑵ンଅு等⏿真和志高校生徒とコ⑪⑰ニーションを図るഫڔが見られた。 

 

Ȏ 潄 濁⌎⌎⌎⍁П濁⍂ゆい教室担当教の܊ਨえ支援により⑿⑵ンやー⑧ー等に取り組␘

ことが⏿きた。４名１組にな⏻て⌽きらきらࡉ」を合奏するルー③ଷண会⏿␇、真和志高校生徒との

演奏に参潌することが⏿きた。 

  

ȏ ஆ ݏ⌎⌎⌎⍁⑴①⑁ン⍂ゆい教室１年生徒にと⏻て制作௮のઽʏ度が高く、教材教ӝの取り

ɯいにおけるɺࡅࢪの潦ाもあり同じ潦ाに␇取り組めなか⏻たが、߈を共ഋして制作をך⏻た。

教潓担当教のଅ൴⏿、真和志高校生徒が作⏻た作ர⌱濂⌲にゆい教室生徒がいた作ரをߚ

ることが⏿きた。集ঘඋが続か⏲、立⏹దきや߬⏵␑りなどのךʑがあ⏻た߈合␇、౾人にʔ動す

るかをいてゆい教室⏿制作に取り組⏸。 

 

Ȑ 体 育⌎⌎⌎⍁体育１⎦⍂教潓担当教やܞりの生徒ॕから潂かいࡔかけをもらいながら、ゆい教室

生徒の⑊⑪ン⏿ܘҴに参潌することが⏿きた。ࠟˡのܘҴ⏿␇、ゆい教室生徒が入ࠟ⏿きない

状況を見て、真和志高校生徒が⌽ऻ߂⏸よ。」とࡔをかけてくれた。ンスଷண会⏿␇、ゆい教室

担当教と܊を繋⏦ながら⌽⑪ー⑩ス⑩ー」のҶに合わせてンスを୬හすることが⏿きた。 

 

ȑ 澗֔⌎⌎⌎⍁コ⑪⑰ニーション˧֔ȡ⍂⊖⊖ 教室Ӎ␖⏿ʔ動するが、入室がઽしい。ゆい教室

生徒の⑊⑪ンを見て潈度かࡔかけするとѧみ時間内に数回入室することが⏿きた。ҩಣ関߮の

ある動画や教潓書を見ながら७時間⏸が参潌⏿きることがあ⏻た。 

 

Ȓ 連Ԓ学ѷ⌎⌎入学して一ܳ間␇、連Ԓ学ѷ␐のʔ動がઽしか⏻たり、ʔ動しても教室␐の入室␇

ઽしく潅からഫڔを見ていたりする日が続いていたが、݇ଛ学習後␇、の ⊝⊒⊜ ␐の参潌がス

ムーズにな⏻てきた。࣓ࡎ⏿⑪ۮて担当をすること⏿࣓ࡎ時間に␇連Ԓ学ѷ担␐⌽⑪⏹␟う⏸

い」と༮֔⏿ଷࡔし、ެЙ⏿⑪ۮてך⏿␖߈くことが⏿きた。⌎ঝの 事等の⑦ーך、࣓ࡎ⌎⊜⊑⊝

ムルーム活動を連Ԓ学ѷ≲４組≳と一ݭに活動すること⏿所ऄʍۑが潳生え⌽４組４組４組⏭」と༮

֔⏿ଷࡔしながら４組にךきたいことをਯえる߈面があ⏻た。連Ԓ学ѷのڔݵから⌽お␇よう」や

⌽一ݭにךく⌑」とࡔをかけてくれることがओくな⏻てきた。 
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２⌍２年生のみ参潌のܘҴ 

ȍ ൛ 潓⌎⌎⌎⍁ҫੈのࢩۋ⍂ئ学⏿␇、教潓担当教のࡺೀをいたり、ゆい教室担当教の支援

をܕけたりして⑺ーシーのл入をすることが⏿きた。ࢩۋ体՛活動⏿␇ルー③の⑬ンーと一

Ҵ⏿ഫ⌡なܘの観٣及び実՛に参潌することが⏿きた。教潓担当教がಊ߉に活動し、ৃやੈݭ

ଅ൴をしてくれܘҴに参潌しやすいʇвがあ⏻た。⊴⊚⊬⊯ を活യして真和志高校生徒と同ഫに

⊞⊰⊬⊸⊾ 内⏿潦ाਃݎをךうことが⏿きた。 

 

Ȏ 潄 濁⌎⌎⌎⍁沖縄の潄濁⍂ٲのܘҴ⏿␇、教潓担当教が構え方やॸき方をしたり、ゆ

い教室生徒が教潓担当教␐目ஞॕ成ணを見せにい⏻たりする関わりが見られた。ゆい教室生徒

␇支援ール⌱⊴⊚⊬⊯ ⏿の動く濁⌲や瀏ʏ֯֯ڏをڊയすること⏿、みなと同ഫにٲඹ習に

取り組␘ことが⏿きた。 

  

ȏ ஆ ݏ⌎⌎⌎⍁ஆݏȢ⍂ڼコ⑴ー⑃⑰のܘҴ⏿␇、内ത的にわかりやすい潦ाのため進⏿取り組

␘ഫڔが見られた。ゆい教室生徒から教潓担当教や真和志高校生徒␐ۡ問するなどして関わり

をも⏼ことが⏿きた。別⌡の潦ाに取り組␘こともあり、真和志高校生徒␇ーン⌱島⏶うり⌲、ゆ

い教室生徒␇ࠟذ画に取組、おևいの作ரのЅをך⏻た。 

 

Ȑ 体 育⌎⌎⌎⍁体育２⎦⍂ݞ体ࣖ⏿␇、ゆい教室ڔݵ生徒がۋ分から前にݎて体ࣖԂを年間通し

てಳめた。߱体උテス⏿␇ࢪ目にহࢇすることが⏿きた。೮ѳのの時␇、⌽次⏸よー」とଅ

൴するࡔかけや試合のルー③Բめ⏿真和志高校生徒が⌽一ݭにや␥う」とࡔをかけてくれるഫڔ

が見られた。実щテス⏿␇、教潓担当教がࡔかけをし、をしてくれた。ンス⏿␇、真和

志高校生徒と一ݭにルー③になり、ඹ習を重␅てンスଷண会⏿୬හすることが⏿きた。 

 

ȑ 連Ԓ学ѷ⌎⌎の ⊝⊒⊜、ঝ学⌎ঝの 事等の⑦ームルך、総合的な探究の時間⌎⊜⊑⊖、࣓ࡎ⌎⊜⊑⊝

ーム活動を連Ԓ学ѷ≲≻≽ 組≳ と一ݭに活動することが⏿きた。≾ 月当ݧから生徒間の関わりがओ

く見られ、⏵のඔが学ѷ␐ֳが⏻ていくഫڔが見られた。ゆい教室の生徒のことを൛潻しようと教ڗ

␐ۡ問する生徒ॕがいた。࣓ࡎ時に␇、真和志高校生徒が⌽次␇潈⌡しよう」とӝ体的にਯえてくれ

ること⏿、ゆい教室生徒もスムーズにך動⏿きるようにな⏻た。  

 

 

３⌍３年生のみ参潌のܘҴ 

ȍ ൛ 潓⌎⌎⌎⍁瀉ҙの潓学⍂೮澗⏿の作Ҵ時␇真和志高校生徒及び教潓担当教が常に澎と同じ

ようにࡔをかけてくれ、ゆい教室生徒␇ۋ分の⏿きる活動に取り組␘ことが⏿きた。学習活動を通し

てೲ濋分担がࢩۋと⏿き、真和志高校生徒が଼いたࣦを⌽お願い␅ー」とゆい教室生徒␐ࡔをかけ

ると、か⏬に入れ、ࣦۮて߈␖⏿ʔ動し、所৺の߈所␐ೡることが⏿きた。 

 

Ȏ 潄 濁⌎⌎⌎⍁П濁⍂ー⑧ーが֫き⏿、集ঘしてۋ分のೄらしたい潄をೄらしたり、ۋҶ⌽

⑪൬ѳ」の⑤ース潄をゆい教室担当教の܊ਨえ⏿一ݭに演奏したりすることが⏿きた。真

和志高校生徒がゆい教室生徒にࡔをかけたり、ゆい教室生徒が真和志高校生徒のࣺにئ⏻て演

奏している潄をいたりする交流があ⏻た。 

  

ȏ ஆ ݏ⌎⌎⌎⍁ԧ一⍂澎⏵れ⏶れが制作に集ঘしている。ۋ制作⏿␇、ゆい教室担当教が

や⏻てみせること⏿、ੁঘから制作の一部を引き継⏨ԋ⏿取り組␘ことが⏿きた。３年ॽڔ生徒が、

ゆい教室生徒の名前をծ⏸り、話しかけたりすることがあ⏻た。 

 

 

15



Ȑ 体 育⌎⌎⌎⍁体育３⎥⍂真和志 ⊐⊴⊿≸⏿␇、潍૧なժりの˕動⌱෭立てせ、ーー⑃⑮ン③等⌲を

⏿分なりにИ⏻て取り組␘ことが⏿きた。߱体උテスに参潌し、一人ۋ ≿≺⏋࣬を濵࣬すること

が⏿きた。真和志 ⊐⊴⊿≸時に⌽が␈れ」とࡔをかけてくれる生徒がいたり、⌽こ⏻⏹␇Нないよ」など

必要に応じてࡔをかけてくれたりする生徒がいた。ઇӝのݞやఖけを真和志高校生徒が一ݭ

にや⏻てくれた。 

 

ȑ  連Ԓ学ѷ⌎⌎の ⊝⊒⊜、ঝ学⌎ঝの 事等の⑦ームך、総合的な探求の時間⌎⊜⊑⊖、࣓ࡎ⌎⊜⊑⊝

ルーム活動を連Ԓ学ѷ≲≻⊃ 組≳ と一ݭに活動することが⏿きた。連Ԓ学ѷに␇１年の؆から関わ

りがある生徒もओく、⌽お␇よう」⌽՝вかー⌑」と普通に日常会話をしてくれた。⏵れにतして⌽お␇

よう」等の返事が⏿きるようにな⏻てきた。真和志高校生徒が⌽漿の一ଷ⑮を見てくれ⌑」のࡔ

かけをして見せてくれたり、࣓ࡎ時間に␇⌽漿のЩもУせてー」とըい、ゆい生徒が⏵れに応じたり

と日常会話や冗談などのやりとりが見られ、交അ関Ԃがֳが⏻ているように濻じる߈面があ⏻た。 

 

 

４⌍２⌎３年生参潌のܘҴ 

ȍ 澗֔⌎⌎⌎⍁˧֔会話⍂⊖⊖ 教室⏿ ⊕⊬⊳⊺⊺⊿⌒の⑈①を活യして、ゆい教室担当教と一ݭにۋ

ղޮ潹ズ作りをしたり、ۋ分のךきたいに⏼いてン⑊ー⏿Չٛをしたりと⑈コンを活

യしたܘҴに取り組␘ことが⏿きた。教潓担当教や ⊋⊖⊞ からゆい生徒␐ۡ問をしたり、ଷணを

ࣹしたりとコ⑪⑰ニーションをとることがあ⏻た。 

 

 

５⌍１〈３年生ࢪ員参潌のܘҴ 

ȍ  ֔⌎⌎⌎⍁֔ண現⍂教潓担当教とゆい教室担当教がテームテーン⏿ܘҴをך⏻

た。真和志高校生徒とゆい教室生徒が⑥になり߱л事からвにな⏻たл事をࢠ⏸り、潏ѧ

みの思いݎをଷணし合⏻たりと同じ潦ाに取り組⏸。ઽક֔やわからないとこ␥␇⑥の真和志

高校生徒からスをもら⏻たり、ゆい教室担当教を潹しۡ問し合⏻たりしながらコ⑪⑰ニー

ションをとることが⏿きた。ਲ਼話の応तの仕方⏿␇、実فに ⊞⊰⊬⊸⊾ の通話Я૧を活യし、真和志

高校生徒が画面˱しに名前をծぶこと⏿ゆい教室生徒が⏵れに応੨していた。 

 

Ȏ 社 会⌎⌎⌎⍁沖縄のථڍ⍂≼ 年生␇、問ाとス⑵ーンの˝ࣲを澵しながら、ॆࢠ問ा␐੨える

ことが⏿きた。ール⑊⏿␇、おևいに教え合いながら濁し⏵うに取り組␘ړが見られた。

校澗学習⏿␇、県立ଘ௮Ћ⌎ஆݏЋやܓൠ߇見学にךき、真和志高校生徒と一ݭにך動すること

が⏿きた。 

 

ȏ 数 学⌎⌎⌎⍁数学活യ⍂教潓担当教や真和志高校生徒がࡔをかけてくれ、一ݭに⏿きる瀏ॣな

内ത⏿␇、ゆい教室担当教と一ݭにコンスを活യしたり、ౢをڊい、教潓書と同じ図ԋ作りに

হࢇしたりすることが⏿きた。シ⑵П⏿澸度をऀる学習⏿␇、みな⏿協උしながら、ーテン␖

⏿の澸度をऀることが⏿きた。⑸ーンやӎൖの計ٽのॣ՝⏿␇、ゆい教室担当教⏿⏵れ⏶れの

実पに応じた潦ाをݞした。数ڼの⑩ン⌎⑊ン⑴ム⌎時計⌎計ٽ、⊴⊚⊬⊯ を活യした

のੑなどの潦ाに取り組⏸。 

 

Ȑ 潑৽⌎⌎⌎⍁保育Рࢹ⍂真和志高校生徒とগࡢした。１年生␇入室にދし時間␇かかるが参潌する

ことが⏿きた。⊞⊠ ⏿˝ࣲを観ることにҩಣをۈしていた。保育Չ৺ࣸԋண現щݏの潦ा⏿あるࡶり

紙⌱҉⌎ো⌎ߜ௮⌲⏿␇、２年生␇ ⊴⊚⊬⊯ ⏿動画を見ながらࡶることが⏿きた。時ࡶ、ゆい教室生徒か

ら真和志高校生徒␐話しかけることがあ⏻た。３年生␇ゆい教室担当と一ݭに取り組⏸。жךࡹ事

の⑵ス⑩ス⑵ース、ࡍ月ߚり作り⏿␇、教潓担当教にスをもらいながら制作活動をך⏻た。 
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Ȏ ൛潻Ԇଷのࠞ進 

・ゆい教室通信をଷךして、ゆい教室生徒の保֖者ᶴ真和志高等学校の生徒、職員へ交流及

び共同学習のഫڔを知ᶹᶋ、൛潻Ԇଷのࠞ進を図った。ൺ校の᷾ーム᷽ーᷛにᶲԑـし、ঁ

域へ向けてଷ信していった。 

・真和志高等学校で９月にךわᶼるオー᷺ンスクールに合わᶋて県内のঘ学校へࡺೀ会のɾ

内をし、ゆい教室ࡺೀ会をঘ学校教向けにךった。 

・真和志高等学校と島尻特別支援学校の学校த議員会において、日Ჹのゆい教室での交流及

び共同学習のഫڔᶴ取組についてࡺೀをךい、ゆい教室についての൛潻を図った。 

・年度ݧᶱの交流及び共同学習では、ゆい教室の生徒がۋղޮ潹をし、֫きなこと、Ә܊な

こと、ゆい教室教かᶹ関わり方についてਯᵸた。 

 

ȏ 特別支援学校のᷞンᷢー的Я૧の充実 

・ゆい教室の特別支援教育ᷖーᷪ᷆ᷰーᷢーが、真和志高等学校ݧ者研ܢにおいて特別支

援教育についてࡺೀをし、特別支援教育のࠞ進を図った。 

・ゆい教室と真和志高等学校の職員が交流及び共同学習をとおして、普段かᶹߌ報交濾する

ことで、ओഫな生徒ॕへのଅ൴ᶴ支援方ృについてすᶀにݳըができ、事前にഛ౫的なत応

へ繋がり、ᷞンᷢー的Я૧の充実を図ることができた。 

  

Ȑ ओഫな学びの߈の澯充 

・交流及び共同学習、ࢪ体集会ᶴ学校ך事、学年ḏクに参潌することで、同年ඬᶴʓ学年の

生徒と相ևにߢᶼあうЯ会ができ、ओഫな学びの߈の澯充に繋がった。 

 

 

 

【取組の成潕と潦ा】 

 

成 潕 

 

ȍ ֔（֔ண現）、社会（沖縄のථڍ）、数学（数学活യ）、൛潓（潓学と人間生活、ҫੈのۋ

、（Ȣ、クラ᷸トᷪᷙインݏԧ一、ஆ）ݏ瀉ҙの潓学）、潄濁（П濁、沖縄の潄濁）、ஆ、ࢩ

保Լ体育（体育 ⇝⇮、体育 ⇞⇮、体育３ᴽ）、潑৽（保育Рࢹ）、澗֔（ᷖḂḈᷮᷔーション˧

֔ȡ、˧֔会話）、総合的な探究の時間（連Ԓ学ѷ）、特別活動（連Ԓ学ѷ）、ך事等、ᶫᶬすᶩ

ての学校教育活動において、真和志高等学校と交流及び共同学習に取り組ᶰことができた。 

 

Ȏ のᵏᵄᵎ、ঝ学、ঝのᵏᵄᵎ、࣓ࡎ活動、特別活動、総合的な探究の時間、学年集会、学

校ך事と交流及び共同学習をךうことで、交流及び共同学習が特別なᶲのではなく、日常的に

継続した活動となり、おևいの関わり方の൛潻が進ᶯ、おևいの社会ࡅをߧᶠすԚ՛の߈とな

り、ۋずと一人一人の社会生活Ԛ՛のֳがりに繋がっているഫڔが見ᶹᶼた。 

 

ȏ 共同学習で、同年ඬの生徒に支ᵸてᶲᶹったり、活動のഫڔを見たり、一ݭに取り組᷃だり

することで、ゆい教室生徒のঘには、ڋԭをܕけてඋをଷШする߈面ᶲ見ᶹᶼた。

 

Ȑ 真和志高等学校の生徒と職員が進᷃でࡔをかけてくᶼることで、ゆい教室の生徒がのびの

びと濁しくܘҴに参潌したり、ѧᶯ時間にᷖḂḈᷮᷔーションを取ったりすることができた。 
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ȑ 真和志高等学校の生徒とゆい教室の生徒が交流及び共同学習をとおして、日Ჹ一ݭに潪ᶄ

すことで、ओഫな在り方を൛潻するようになり、ࢩۋにըളをかけたり、進᷃で関わりをᶲ

ったりするך動が見ᶹᶼるようになっている生徒ᶲいた。 

 

 

 

潦 ा 

 

ȍ 高等学校の教育潦ਈと特別支援学校の教育潦ਈのʛい、ܘҴにおける目ஞと内തがʓなり、共

通の目ஞ・内തをЎᶰ活動を設৺することについてઽしいとこᶽがあった。 

 

Ȏ 共同学習の教潓のঘでᶲ特に֔、社会、数学、൛潓、˧֔のئ学において、ঘ度・重度の

知的障害の生徒が、学習活動に参潌している実濻、ॕ成濻を持ᶑながᶹ充実した時間を潪ᶄ

すという観ਮでは、ֿなる参潌の֯が必要である。 

 

ȏ ئ学においては、լ別潦ाをゆい教室担当教が֯してਃҍするが、ۋに体を動かした

り潄をݎしたりなᶙの体՛的な活動内തは設৺しにくく、生徒のଷॕ段澓ᶴ特ࡅ、実पにあ

った学習内തのਃҍに潦ाがᶯᶹᶼた。 

 

Ȑ Ѭな日ਈకֿがあるたᶱ、生徒及び保֖者へのܞ知ᶴゆい教室の生徒へ見通しを持たᶋる

ことの֯が必要である。 

 

ȑ 障害の特߁ࡅ、ᷖ ḂḈᷮᷔーションの取り方について潦ाがあるたᶱ、澭Ჹが澇ࢧするඋ

をするととᶲに、ゆい教室生徒の実पを真和志高等学校の生徒及び職員に、ᶍのੂ度ܞ知し

ていく必要がある。 

 

Ȓ 交流及び共同学習にスムーᷝに参潌するたᶱに、真和志高等学校の澭教潓担当教とのܘ

Ҵの事前澵の時間澵保が必要である。 

 

ȓ 交流及び共同学習をךうことで、おևいߢᶼ合うЯ会がࣳᵸ、かな人間ࡅを育ᶰことに繋

がっているが、共同学習においては、ൺ校の生徒にとって、ᶍの時間が学びの߈としてЯ૧

したか教潓等のᶝᶹいのॕ成についての澵が必要である。目ஞॕ成に向け、支援方ృᶴ関

わり方、生徒のᷮーᷝに合った活動の澇ࢧਮᶴ潦ा等をೀ澵にする必要がある。 

    こᶼまでの実かᶹᶲ、ئ学の教潓より潄濁、ஆݏ、体育、潑৽の実щ教潓の方が、ゆい

教室の生徒ᶲ真和志高等学校の生徒と同ᶈ潦ाに取り組ᶱるړがओく見ܕけᶹᶼた。 

 

Ȕ 共同学習における教育潦ਈの編成については、真和志高等学校とのೊな事前調整が必要

であり、ܘҴの目ஞと内തにおいて、ॣ՝の共通צ目をゆい教室ࣺのլ別の指計画におけ

る教潓の目ஞ、内തを組ߟ的、計画的に調整、実施、த潊していく᷎リ᷐ḈラムḁᷰᷛḄン

トの観ਮが必要である。 
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 ⇞ ゆい教室にԂる教育瀉ҙ整の実ف（教室等の施設面及びர等の整） 

 

 

    令和２年度 （ゆい教室設ঈݞ段澓） 

      県立真和志高等学校内にゆい教室を設ঈするにあたり、教室の澵保及び職員室の整をך

った。ᶍのف、校内 ⇸⇭⇺ 瀉ҙの整をךった。 

また、教室及び学習ス᷽ースに整ᶅᶼていなかったシḆḒー室及びࢎ面ऺ、ࢎॉス᷽ー

スの澵保なᶙ、学習ス᷽ースのᶯでなく、学習にࠩする作Ҵス᷽ースᶴ設の整をךっ

た。 

 

      ・校内 ⇸⇭⇺  続設৺にୄうᷔーブル資材ࡴ

      ・≆∶≦∺≟≐∹≎ʔ設、ࢎ面യ流しऺ・ࢎॉЯᷴン取 

      ・ਲ਼話Яの設ঈ 

      ・ԣയᷞンᷘー設ঈ 

      ・校内 ⇸⇭⇺  続設৺委ोࡴ

 

 

    令和３年度（ゆい教室設ঈ１年目） 

      生徒のɺࢪ面へのଅ൴として、ゆい教室の前面᷼ランᷣ及び潅にਬൌ౫ᷦᷰڡトの設ঈ。 

 

      ・᷼ランᷣ及び潅ਬൌ౫ᷦᷰڡト設ঈ 

      ・᷏スଅ瀎֯事 

 

 

    令和４年度（ゆい教室設ঈ２年目） 

      生徒のɺࢪ面へのଅ൴として、連Ԓ学ѷ前まで潅のਬൌ౫ᷦᷰڡトを˺。 

 

      ・ਬൌ౫ᷦᷰڡト設ঈ 

 

 

     ᶍのऒ、᷺ール学習でのɺࢪ面を考൴し、᷺ールをৼ߁ᶂし、ࠟ߶をࢍくするたᶱのੳᶯऺ

（᷺ール᷐ᷪᷦ）の整等ᶲךっている。 
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ȣ ൛潻Ԇଷに向けた取組 

 

 

   ౾県においては、ః成 ⇞⇢ 年４月かᶹ「沖縄県障害のある人ᶲない人ᶲ共にయᶹ

しᶴすい社会ᶕくりߎඟ」が施ךᶅᶼ、共生社会の実現に向けたഫᲹな施ٚがਦ澒

ᶅᶼるなᶙ障害者を取りϜく瀉ҙは、ऻきなక潆の時Ьにあるといᵸる。沖縄県教

育委員会では、インクルーシブ教育システム構築のたᶱの特別支援教育のࠞ進の在

り方ᶴ今後の方向ࡅについて、֢潕的かつ֢的な施ٚਦ澒を図ることを目的に、

ഫᲹなՉੰを重ᶝてきた。 

県立高等学校における障害のある生徒と障害のない生徒が共に学ぶ仕組ᶯと、一

人一人の教育的ᷮーᷝに応ᶈた学びを保障するたᶱの調査研究事Ҵの実施のたᶱ、

県立真和志高等学校及び県立島尻特別支援学校においては、事前ࡺೀ会の実施ᶴ、

作Ҵ部会の澒ةなᶙを通して、ൺ校の職員ᶴ関Ԃ者とのবな調整をךってきた。 

   また、᳗ 沖縄県特別支援教育ࠞ進計画᳘では、高等学校における学びの߈の充実

として、ঘ度・重度知的障害のある生徒のたᶱの学びの教室（ゆい教室）における

学びの߈の充実についてۈしてきたとこᶽである。ֿに、᳗ 県立特別支援学校編成整

計画᳘においてᶲ共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システム構築の൛

をੳまᵸつつ、障害のഋವに関わᶹず、共に学ぶ瀉ҙᶕくりのたᶱの整を進ᶱ

ることをۈしている。

高等学校における学びの߈の充実をࣹ進する取組の一瀉として、ゆい教室におい

ては、共同学習のഫᲹな取組がਦ澒ᶅᶼている。取組の成潕として、共に学ぶ߈所

が共ഋᶅᶼ、職員ᶴ生徒のʍۑの߶まりᶴ障害にतする൛潻が進ᶰようになったと

考ᵸる。 

   県内、ࢪঘ学校にतしては、入学者ঁ଼ࢠӔئלにおいて、県立真和志高等学校

ゆい教室についての、त者ᶴ通学Ӕ域、ݎ願のݥ܊なᶙのࡺೀ及びܞ知をךって

いる。 

   今後は、౾報告書の内തᶴ成潕、潦ा等を参考に沖縄ԉのインクルーシブ教育シ

ステムの充実に向けた実践として൛潻Ԇଷに向けた取組をࠞ進していきたい。 
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Ⅳ 総合考察 

１ 共生化の拡大（インクルーシブ教育システムの構築） 

౾県における共生社会づくり⌱共生潆の澯ऻ⌲の一Ѓとして、ンルーシ②教育システムの構築

に向けた⌽県立高等学校における障害のある生徒と障害のない生徒が共に学ぶ仕組みと、一人一

人の教育的ニーズに応じた学びを保障するための調査研究」事Ҵをਦ澒してきた。この調査研究

を通して、交流及び共同学習の充実を図り、障害のഋವに関わら⏲同じ߈所⏿共に学ぶ瀉ҙの整

をך⏻てきた。⏵のԵ潕、障害のある生徒もない生徒も、おևいの学びを保障しながら学習を続

けることにより、ևいにլࡅを尊重し、ևいの学びを߶め合い、ևいをめあうв持⏹などがߖ成⏭

れてきたと考える。 

 

⌽֔ண現」のܘҴにおいて␇、真和志高等学校の生徒とゆい教室の生徒が⑥となり、共通

の潦ाに取り組␘学習瀉ҙづくりにより、ࣆ方の生徒のコ⑪⑰ニーションや関わり方␐の൛潻の

、方⏿の取組がࣆ、が図られたこと⏿、共に学ぶシステムとしての③⑸⑭ルになると考えており߈

高等学校⏿のンルーシ②教育システムの߱たな事ඟとして成潕があ⏻たと考える。 

しかし、ンーのԵ潕から␇、共同学習の潦ाとして、ଷॕ段澓や障害特ࡅにより、時に␇共

同学習に取組にくい߈面もあるとのʍ見もあり、共に学ぶ瀉ҙ整を進め⏼⏼も、ࢪての関Ԃ者が

 。৺的なʍ見⏿␇ない事も澵⏿きるה

今後も、ࣆ方における学びの߈の澇ࢧとして、生徒のଷॕ段澓や特ࡅ、実पに応じた֢潕的な

学習内തのਃҍに向けた教育潦ਈの編成の必要ࡅが考えられる。 

 

障害のある生徒もない生徒も、おևいに学びを保障しながら学習を続けることにより、ևいにլ

成⏭れてきたと考える。今後ߖを尊重し、ևいの学びを߶め合い、ևいをめ合うв持⏹などがࡅ

の潦ाとして、ȍ分教室の生徒数、②⌽交流及び共同学習」の֢潕的な時間設৺や学習方ృ、内

തなど、ଷॕ段澓に応じた交流及び共同学習の③⑸⑴ムの作成、③特別支援学校と高等学校に

おける教育潦ਈの相ʛやևいの学びを保障するためのࠞ進の在り方などに⏼いて整൛する必要

があり、引き続き⏵の潦ाの澇ࢧに向けて継続してՉを図る必要がある。 
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２   ൛潻Ԇଷのࠞ進 

౾調査研究事Ҵにおいて␇、共生社会の実現に向けたンルーシ②教育システム構築の൛

をੳ␖え、共に学ぶ߈の瀉ҙづくりを進めてきたこと⏿、共同学習⏿のഫ⌡な取組がਦ澒⏭れ、共に

学ぶ߈所が共ഋ⏭れ、職員や生徒のʍۑの߶␖りや障害にतする൛潻が進␘ようにな⏻たと考え

る。␖た、ンーなどの考٣から学校関Ԃ者や保֖者等␐の൛潻Ԇଷ⏸け⏿なく、活動を共に

したൺ校の生徒同ڐが൛潻を߶めることが⏿きたこと␇ऻきな成潕と考える。 

今後も継続して、ֿなる൛潻Ԇଷのための取組を図る必要があると考える。 

 

 

 

 

３   障害のある生徒と障害のない生徒の学びの保障  

ンルーシ②と␇⋋వ濎⋌⋋వみ␘⋌などをʍಣし、ンルーシ②教育と␇障害のあるڔとな

いڔが、潍૧なժりともに学ぶ教育のこと⏿ある。⏵のف、⏵れ⏶れの生徒がܘҴ内തを൛潻し、学

習活動に参潌している実濻⌎ॕ成濻をも⏹ながら充実した時間を潪⏬し⏼⏼、生きるඋをࠂに⏼け

ていけるかどうかというثも౾ۡ的なڭਮに立⏼ことが重要となる。 

⏵のようなঘ⏿、特別支援学校の教育潦ਈと高等学校の教育潦ਈとを関連⏭せながら、教育潦

ਈの編成をどのਈ度␖⏿઼ܾに⏿きるのか等、特別支援学校の在籍生徒と高等学校の在籍生徒

が、おևいの学びを保障し⏼⏼、共同学習が潍૧となる指体制の在り方に⏼いて研究してきた。 

 

実فの教育潦ਈの編成に⏼いて␇、設ঈ校⏿ある真和志高等学校及びゆい教室における関Ԃ

職員の協උ体制により、おևいの܇を܊߁く取り入れながらൺ校の教育潦ਈをॸඋ的に˕˚し、

߱たな教育潦ਈをت編成⏿きたことが、ࣆ方の学びの保障に⏼なが⏻たと考える。 

真和志高等学校の⑵⑰⑴ムに合わせ、ゆい教室の઼ܾな時間濋編成が⏿きたこと⏿、共に

学ぶ時間の充実も図られ、ゆい教室生徒のࡩҷ的な学習␐の取組等から社会ࡅの高␖りがみら

れた。一方、真和志高等学校の生徒においても障害൛潻やۋղה৺感の高␖りが見られ、共生社

会␐のጯഺ、人Պ尊重のʍۑ向߁に繋がるなどࣆ方にと⏻て、ഋʍな学びの߈とな⏻ている。 
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４   特別支援学校の⑆ン⑊ー的Я૧の充実 

現在、ۋఈݭߌ⌎ޥ障害やԤ度の知的障害のある生徒が高等学校にも入学しているԃ向にあ

り、高等学校においても特別な支援を必要とする生徒が在籍していることから、澭学校において␇

校内支援体制整の必要ࡅが求められている。特別支援学校高等部分教室設ঈ校⏿ある真和志

高等学校においても同ഫに、支援を必要とする生徒も在籍している。 

 

ゆい教室において␇、特別支援学校の職員がଅঈ⏭れている事から、ࢄ೧ࡅのある職員による

特別支援学校の⑆ン⑊ー的Я૧を活യしやすい瀉ҙにあると考えられる。␖た、真和志高等学校の

職員にと⏻てもࢄ೧的知見からのݳըをうけやすく、より֢潕的な生徒支援に繋がることもЬन⏿

きる。ゆい教室が設ঈ⏭れたことにより、真和志高等学校において␇、特別支援教育に関する相談⌎

支援がࠂӍなものとなり、特別支援学校の⑆ン⑊ー的Я૧を潕たすことに繋が⏻ている。 

 

 今後␇、高等学校ࣺ⏿支援が必要と思われる生徒の実प૮ɦやース会議等において、ゆい教

室の職員がコン⑀ルテン等を図る等、日常的に特別支援学校の⑆ン⑊ー的Я૧が潕たせるよ

う、引き続き県教育委員会と潦ा共ഋし、相談体制などもЎめて３者協議会等⏿澵していく必要

がある。
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５   ओഫな学びの߈の澯充 

 ओഫࡅが重ڭ⏭れる現ह社会⏿␇、学びや学校のあり方にも␖た、ओഫࡅが求められている。ओ

ഫな学びの߈と␇、障害のഋವにかかわら⏲、ഫ⌡な人と関わりながら学ぶことが⏿きる߈のこと

⏿ある。学校⏿␇、通常の学ѷ、通ѷ指教室、特別支援学ѷ、特別支援学校など、連続ࡅのある

学びの߈をയʍしておく必要があると⏭れている。Р౾的な方向ࡅとして␇、⏿きる⏸け同じ߈⏿共

に学ぶことを目指す␑き⏿あると⏭れている。 

 

 高等学校にঘ度⌎重度の知的障害のある生徒をतとした特別支援学校高等部の分教室を設

ঈするという取組␇これ␖⏿にඟがなく、ओഫな学びの߈の考え方を澯し、߱たな学びの߈の設

ঈをਃɾする画Ь的な取組の一⏼⏿あるとըえる。 

 

 真和志高等学校に特別支援学校のЯ૧を持⏻たゆい教室を設ঈすること⏿、լに応じた学びの

保障と、障害のある生徒とない生徒が同じӡ間、同じ時間を共ഋする⌽交流及び共同学習」の充実

を図⏻てきた。 

 今後のओഫな学びの߈に⏼いて␇、施設をЎ␘教育瀉ҙの体制整、設ঈ校と教育委員会、学

校間の連Ԓがқく求められた。今後も、֢潕的な教育潦ਈの編成作Ҵや交流及び共同学習の充

実に向けた体制づくりなど継続的な研究が必要⏿ある。 

 

 

 

 

６   今後の取組 

≲≻≳  特別支援学校⌱౾校⌎ゆい教室⌲と高等学校との連Ԓを通した交流及び共同学習のࠞ

進にԂる研究 

≲≼≳ 特別支援学校の⑆ン⑊ー的Я૧⌱高等学校␐の支援等⌲として分教室を活യした相談

Ҵಳのਦ澒 

≲≽≳ ゆい教室における教育潦ਈの編成とਚࡍな施設設及び施設のഋ֢な活യ方ృ 

≲≾≳ ゆい教室の൛潻Ԇଷのための取組⌱ܘҴ֠澒等⌲ 
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ȥ おわりに 

県教育委員会は、令和３年４月かᶹ令和６年３月までの３年間、「県立高等学校におけ

る障害のある生徒ᶲない生徒ᶲ共に学ぶ߱たな仕組ᶯの在り方に関する調査研究事Ҵ」と

して、∬共生社会の澯ऻ（インクルーシブ教育システムの構築）∭、∬൛潻Ԇଷのࠞ進∭、

∬障害のある生徒と障害のない生徒の学びを保障∭、∬特別支援学校のᷞンᷢー的Я૧の充

実∭、∬ओഫな学びの߈の澯充∭のՉのたᶱ、県立島尻特別支援学校高等部の分教室を県

立真和志高等学校内に設ঈし、ᶍのӝ現潆を図る取組を進ᶱてきた。 

 

この３年間をとおして、分教室では、設ঈ高等学校でのܘҴ、ך事等で設ঈ高等学校の

生徒と交流及び共同学習に取組᷃できた。ᶍのঘで、共生社会のԋ成に向けたインクルー

シブ教育システムの構築のたᶱの特別支援教育のࠞ進ᶴ、障害のある生徒と障害のない生

徒がߢᶼ合い、交流していくЯ会がࣳᵸ、共生社会のԋ成に向けたౠましいԚ՛へとつな

がった。 

 

また、設ঈ高等学校の生徒、保֖者、教職員への障害者൛潻をࠞ進することになり、ᶍ

のことは障害のある生徒がࡩҷ的に社会に参潌・ۋ立するたᶱの瀉ҙ整の一つとなって

いる。 

 

ゆい教室は障害のある生徒がࡩҷ的に社会参潌・ۋ立をするたᶱの瀉ҙ整の一つとな

っている。また、「ओഫな学びの߈」を設けることは、障害のある生徒と障害のない生

徒が共に学ぶという教育の観ਮかᶹᶯて、ऻきなʍяがあると考ᵸる。 

ᶅᶹに、設ঈ校内における分教室の生徒と高等学校の生徒との日常的な交流は、ൺ校の

生徒の人間的な成に繋がるᶲのと考ᵸている。 

教育委員会では、今後とᶲ島尻特別支援学校と真和志高等学校との連Ԓの下、ゆい教室

を継続し、引き続き課題等について研究していく。 
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【 参考資料１ 】 

（⇝⇕ 島尻特別支援学校と真和志高等学校との「交流及び共同学習」の取組 
    研究の目的をॕ成するたᶱに、島尻特別支援学校と真和志高等学校の同年हの生徒と

相ևのߢᶼ合いができ、共同学習できる活動内തをࢠࡒし、交流及び共同学習を実施し
た。 

  
【令和２年度ゆい教室設ঈに向けたݞ段澓】 

特別支援学校高等部のঘ度・重度の知的障害の生徒と高等学校生徒との交流及
び共同学習を通して 

 
᳓ 澜要 ᳔ 

県立島尻特別支援学校高等部 ⇞ 年生活ॣ՝学習 ⇯ ᷓルー᷺と ⇞ 年 ⇢ 組 ⇝⇣ 名は、
߱ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻౫ڡतٚをしながᶹ、県立真和志高等学校との交流及び共同
学習をךった。 

     高等学校の同年हの生徒との交流及び共同学習を通して、障害のഋವに関わᶹず共
に学ぶԚ՛を重ᶝることで、おևいを尊重し合うऻࡲᶅを学ぶЯ会とすることをᶝᶹ
いとして５ࢪ回実施した。 

 

ȍ त生徒について 

    今回交流及び共同学習へ参潌した生徒は、県立島尻特別支援学校高等部Ȣ潦ਈ᳜３学

習ᷓルー᷺ᴿ⇝⇟ 名とȢ潦ਈ᳜４学習ᷓルー᷺ᵀの４名、計 ⇝⇣ 名である。 

Ȣ潦ਈ᳜３、４は特別支援学校（知的障害）の学習指要ඊにРᶕき編成ᶅᶼた澭教

潓等を合わᶋた指及びۋ立活動に୮重をঈき編成した学習ԋपのᷓルー᷺で編成ᶅᶼ

ている。  

   

Ȏ 活動のᶝᶹい 

    県立島尻特別支援学校高等部では、こᶼまで年に１回交流及び共同学習をӍඕ校と実

施している。⇞⇜⇝⇥ 年に澇৺ᶅᶼた学習指要ඊでは「障害のないഢڻڻ生徒との交

流及び共同学習のЯ会を設け、共に尊重し合いながᶹ、協して生活していくप度を育

ᶰようにすること」とۈᶅᶼている。౾校でᶲ学習指要ඊにРᶕき、次のように活動

のᶝᶹいを৺ᶱ交流及び共同学習をךった。 

⇔∍⇕ 高等学校との交流及び共同学習を通して、障害のഋವに関わᶹず共に学ぶԚ՛を

重ᶝ、おևいを尊重し合うऻࡲᶅを学ぶ。 

⇔∎⇕ 同年हの生徒との相ևのߢᶼ合いを通ᶈて社会ࡅをഺうЯ会とする。 

 

ȏ 事前の取組とଅ൴  

    実施計画のݧثの段澓では、年間９～⇝⇜ 回ךうことをՉੰしていたが、ࢪ的に߱

ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻が澯ऻし、教育現߈においてᶲѧ校をജхなくᶅᶼ、ઽしい状況

になった。ᶍのようなঘでᶲൺ校で߱ԉᷖḐᷭ᷉イルス濻ޥतٚをしながᶹךᵸるܘ

Ҵ内തをՉੰし、年間の学習ᶴך事等を見通して計画ݞを進ᶱていった。 

った。高等ךᶱに交流及び共同学習実施にあたって、ൺ校の職員向けに学校ޮ潹をڑ

学校の職員に特別支援学校について知ってᶲᶹい、障害のある生徒ॕへのࡴし方等につ
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いて共通൛潻を図ᶼるようにスライᷬを活യした学校ޮ潹を５月にךった。 

次にൺ校の生徒向けに生活ॣ՝学習の事前学習のঘで学校ޮ潹をךった。取組計画を

潅лにۈしている。 

 

᳑ 取組計画 ᳒ 

実施日 ܇な活動内ത 

５月１日 県立島尻特別支援学校のޮ潹（県立真和志高等学校の職員向け） 

５月７日 県立真和志高等学校のޮ潹（県立島尻特別支援学校の職員向け） 

６月 ⇝⇣ 日 前事前学習ȍ（県立島尻特別支援学校の生徒向け） 

県立真和志高等学校へԑۈするḀスᷢー作り 

６月 ⇞⇠ 日 県立真和志高等学校見学 

７月 ⇝⇟ 日 ൺ校の職員間事前छᶑ合わᶋ 

７月 ⇞⇝ 日 前事前学習ȍ（県立真和志高等学校の生徒向け） 

７月 ⇞⇞ 日 前事前学習Ȏ（県立島尻特別支援学校の生徒向け） 

７月 ⇞⇣ 日 職員間前日छᶑ合わᶋȍ 

７月 ⇞⇤ 日 第１回交流及び共同学習（前） 

ԧᴽ 瀉ҙࣸԋ П濁 ࡔ濁 

７月 ⇞⇥ 日 第１回交流及び共同学習事後学習（前） 

８月 ⇞⇡ 日 職員間事前छᶑ合わᶋȎ 

９月７日 第２回交流及び共同学習の事前学習ȏ（前） 

９月８日 第２回交流及び共同学習（前） 

ԧᴽ 瀉ҙࣸԋ П濁 ࡔ濁 

９月９日 第２回交流及び共同学習の事後学習（前） 

⇝⇝ 月５日 学習ᷓルー᷺ᵀ事前学習Ȑ（後）ᷓランᷬᷗル᷸ 

⇝⇝ 月 ⇝⇜ 日 ൺ校職員間事前छᶑ合わᶋȎ 

⇝⇝ 月 ⇝⇝ 日 学習ᷓルー᷺ᴿ事前学習Ȑ（後） 

᷽ᷦト᷿トル᷿᷉リンᷓのᷞンᷢー᷷ン作り 

⇝⇝ 月 ⇝⇞ 日 学習ᷓルー᷺ᵀ事前学習ȑ（後） 

ᷓランᷬᷗル᷸（学習ᷓルー᷺ᵀ） 

⇝⇝ 月 ⇝⇣ 日 後県立真和志高等学校生徒向け事前学習 

⇝⇝ 月 ⇝⇤ 日 学習ᷓルー᷺ᴿ事前学習ȑ（後） 

᷽ᷦト᷿トル᷿᷉リンᷓ 

⇝⇝ 月 ⇝⇤ 日 後職員間前日छᶑ合わᶋȏ 

⇝⇝ 月 ⇝⇥ 日 学習ᷓルー᷺ᴿ事前学習Ȓ（後） 

ᷓランᷬᷗル᷸ 

⇝⇝ 月 ⇞⇠ 日 第３回交流及び共同学習   

スḀーᷧȢ（ᷓランᷬᷗル᷸）・܊話 

⇝⇝ 月 ⇞⇡ 日 第３回交流及び共同学習の事後学習 
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⇝⇞ 月１日 第４回交流及び共同学習 

スḀーᷧȢ（ᷓランᷬᷗル᷸）・܊話 

⇝⇞ 月２日 第４回交流及び共同学習事後学習 

⇝⇞ 月３日 学習ᷓルー᷺ᵀ事前学習Ȓ（後） 

᷽ᷦト᷿トル᷿᷉リンᷓ 

⇝⇞ 月７日 事後学習（രҴ）おඥの᷺ḏᷟント作り 

⇝⇞ 月８日 第５回交流及び共同学習 

スḀーᷧȢ（᷽ᷦト᷿トル᷿᷉リンᷓ） ܊話 

⇝⇞ 月９日 第５回交流及び共同学習の事後学習（動画、۬真を見ながᶹ߰り返

り） 

⇝⇞ 月 ⇝⇢ 日 ࢪ日ਈをܨᵸての事後学習（おඥの܊紙を書こう） 

⇝⇞ 月 ⇞⇟ 日 お濁しᶯ会をԽᶝた事後学習᷽ᷦト᷿トル᷿᷉リンᷓ（学習ᷓルー᷺

ᴿ） 
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 ᳑ 生徒へのଅ൴ ᳒ 

   交流及び共同学習をڑᶱるにあたって、おևいの学校を知る

ことかᶹڑᶱた。「学校見学にךこう～」という生活ॣ՝学習の

ঘでݧثに、交流及び共同学習をする県立真和志高等学校の職

員にെ校してᶲᶹい、事前学習をךった。（図１） 

ᶍして次に、学校見学にךく前に県立真和志高等学校へԑۈ

するḀスᷢー作りに取り組᷃だ。（図２）Ḁスᷢーには、見学に 

 「。きます。よᶽしくお願いしますך学校見学に」、く日時をл入しך

と書いたり、ᷳスのͺをいたり、学校見学へךくことを生徒ॕ

がイḄーᷛしながᶹ取り組᷃だ。事前学習をךうことで生徒ॕが

所でյうことなく活動を˵μに実施するたᶱのଅ൴߈ᶱてのݧ

である。 

   県立島尻特別支援学校の生徒ॕへのଅ൴だけでなく、県立真和

志高等学校の生徒ॕᶴ交流及び共同学習する職員へᶲ活動のᶝᶹ

いをೀ澵にして生徒ॕの൛潻を߶ᶱてᶲᶹうたᶱに県立真和志高

等学校でᶲ学校ޮ潹ᶴ生徒のߌ報共ഋを図った。 

参潌する生徒 ⇝⇣ 名一人一人の実पについて特に必要なこと、

Լֵ状प、ઌʍなこと、֫きなᶲの、Ә܊なこと、支援方ృ、ᶙ

のようなըളかけをしてᶫしいか等をまとᶱ事前にߌ報共ഋをך

った。 

   また、交流及び共同学習をしていくঘで、生徒のըളᶴך動のʍಣ、в持ᶑ、ᶍのଂ

Ԕ等を必要に応ᶈて担当職員がࡺೀをして、生徒同ڐが൛潻し合ᵸるようにଅ൴した。 

   ൺ校の活動のᶝᶹいをೀ澵にし、活動を通してڔᶙᶲॕのᶝᶹいがॕ成ᶅᶼたか事後

学習において一人一人߰り返りをךうようにした。 

   生徒ॕが܇体的に活動できるような事前学習を実施。まず、交流及び共同学習をする

所の۬真ᶴ活動内ത、活動の流ᶼのスライᷬを見ᶋ、一人一人が交流及び共同学習ᷱ߈

ートに目ஞをл入することで、見通しを持てるように֯した。 

   前の交流及び共同学習はԧᴽ、瀉ҙࣸԋ、ࡔ濁、П濁（指ɾԑـ）の４つのࢠ

と成潕参ڔȐ活動のഫ、ـわᶼた。（ᴅ報告書にはП濁のᶯ参考としてлךҴのঘでܘॆ

 （ޤ

生徒 ⇝⇣ 名のᷓルー᷺分けは、生徒ॕがઌʍなこと、ᶥだ᷃のܘҴの˺の学習内ത

等、日؆かᶹܘҴで関わりのある担当職員と相談をしながᶹԲ৺し、生徒ॕへ事前学習

のঘで、ᷓルー᷺ଷணをした。ᵌᵀᴿᴽᷘイクルをʍۑし、交流及び共同学習をܨᵸる

ᶄとに県立真和志高等学校と県立島尻特別支援学校の生徒、職員かᶹ事後᷅ンᷔートを

取り、澇ࢧਮを澵して次のܘҴに生かしていくようにした。回を重ᶝるঘでۋずと潦

ाが見ᵸൺ校の生徒がࢩۋにߢᶼ合ᵸるような学習のЯ会の߈を設৺できるようにݷᲹ

に澇ࢧしていった。 

 

 

 

図１ 高校職員による事前学習 

図２ ポスター作り 
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Ȑ 活動のഫڔと成潕 

    前２回（⇣ 月 ⇞⇤ 日、⇥ 月 ⇤ 日）は、県立真和志高等学校のԧᴽ、瀉ҙࣸԋ、П

濁、ࡔ濁の ⇠ つのᷓルー᷺に分かᶼて活動。生徒ॕが、ᶥだ᷃とはʛう߈所で瀉ҙのʛ

いをܕけ入ᶼ入室できるか߮ଅᶅᶼた。入室に時間がかかる生徒ᶲいたが、ࢪ員入室し、

 。Ҵに参潌することができたܘ

   ԧᴽでは、「面シーᷘー作り」に取り組᷃だ。（図３）こ

の活動のঘで、生徒のకതが見ᶹᶼた。ᶥだ᷃ܘҴのঘで܊

が̎ᶼるのがӘ܊な生徒が、ੈをߢってシーᷘー作りをして

いた。県立真和志高等学校の生徒とおևいにըളをかけ合っ

たり、観٣し合ったりするঘでࢩۋとੈをߢることができて

いた。ܘҴ後の別ᶼفには、県立真和志高等学校の生徒が「ま

た、一ݭにఝқしようᶝ。」とࡔをかけ、県立島尻特別支援

学校の生徒ᶲТしᶍうなഫڔで、２回目の交流及び共同学習に向けてʍഽ的にܘҴに参

潌するړが見ᶹᶼた。 

   瀉ҙࣸԋは、「島ᶎうり᷅ート」に取り組᷃だ。（図４）

生徒ᶍᶼᶎᶼᷪᷙインをして濵成作ரをЅし合うܘҴを

会では、おևいに作ரを見ᶋ合い、県立真った。作ரЅך

和志高等学校の生徒が「すᶄいլࡅ的で、ઔࡅࣅを濻ᶈる」

「すᶄい܊でおしᶳᶼ。ᶱᶑᶳくᶑᶳ目立ᶑᶍう」という

濻࣑をଷணしていた。ۋ分の作ரを్ᶱてᶲᶹった県立島尻

特別支援学校の生徒は、「ऻకТしい」とಠँしているഫڔ

だった。ऒの県立真和志高等学校の生徒ॕᶲᶍᶼᶎᶼのࣸԋ

をࢽৎにה৺し、交流及び共同学習できたことを「м重な体՛だ」とଷணしていた。 

౾校の生徒の濻࣑では、県立真和志高等学校の生徒の島ᶎうりを見て「潏ᶹしい」「

常に܊߁」とځし、「（作ரを）見ることができてඅかっ

た」とଷணしていた。濻࣑をݐᶩ合うことで会話ᶲ生まᶼ、

おևいの҅ൡが݊まっていくように濻ᶈた。 

П濁では、۶ʐڔの生徒がおり、真和志高等学校ᶯᶹい

の生ڔを４澓まで˕᷃でくᶼた。۶ʐڔ潓の生徒ॕが۶ʐڥ

徒とݧثにɟ٤をする時には、ঘになり、目を合わᶋて

ɟ٤をしていた。（図５）ᶯᶹいڥ潓の職員は、「澓段で

の۶ʐڔの߁ᶂ潅ᶽしはᶙうᶴってᶴる᷃だったᲩ」と生徒

へࡔをかけ、Ы習内തの澵をしながᶹ、実فに۶ʐڔを˕

᷃でいた。 

П濁のܘҴは「ߌऻൢの合同演奏」をךった。生徒ॕは

ᶍᶼᶎᶼの濁Пを濁しᶯながᶹ演奏し、ࡩҷ的にܘҴに参潌

しているഫڔが見ᶹᶼた。（図６）演奏をܨᵸた後には、᷏

ᷦᷧḀーᷝをするړが見ᶹᶼ、ॕ成濻をಣわうഫڔがうかが

ᵸた。  

 

図４環境造形：作品鑑賞の様子 

図３陶芸：シーサー作り 

図５みらい福祉科の生徒

が噺家てい

図６器楽：ギター練習 
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話܊では、おևいの学校で習っている「話ᷠンᷓ܊」濁ࡔ

ᷠンᷓを教ᵸ合ったり、ଷࡔඹ習をしたり、ᷓ ルー᷺に分かᶼ

てᷴートඹ習をךったりした。（図７）ᷴートඹ習では、「⇭

ᷴートまで澷ᵸましᶷう」と職員が指ۈするとӇしながᶹ

ᶲݷᲹに濼ᶼ、おևいに܊話ᷠンᷓを教ᵸ合い「次のᷴート

まで澷ᵸたい」というଷըがあり、܇体的に取り組᷃でいる

ഫڔが見ᶹᶼた。 

前の交流及び共同学習では、「特別支援学校の生徒ॕが

濁し᷃でいるഫڔが見ᶹᶼ、交流することのʍяが濻ᶈᶹᶼた。しかし、共同学習のࣺ

面に関しては、おևいをᶙうᶱ合いながᶹ、ܘҴを進ᶱていくかが潦ा。」というըള

がൺ校の職員かᶹҁᶂᶹᶼた。また、「ൺ校の生徒がᶲっと関わりを持てるように、次回

は職員がᶲっと見܉るࡂړがඅい」等、実فのܘҴを通して次のܘҴに関する潦ाਮᶲ

ೀᶹかになり、後のܘҴ計画に向けて澇ࢧを図った。 

後（⇝⇝ 月 ⇞⇠ 日、⇝⇞ 月 ⇝ 日、⇝⇞ 月 ⇤ 日）は、スḀーᷧȢと܊話の２つのᷓルー

᷺に分かᶼてܘҴを実施。 

 

【 参考資料 】П濁指ɾ（൨ɾ） 

    生活ॣ՝学習「県立真和志高等学校との交流及び共同学習」 

                        日 時：令和２年７月 ⇞⇤ 日（̈́） 

                        ３校時 ⇝⇝ 時 ⇝⇜ 分～⇝⇞ 時 

                            त ：高等部２年ᴿ・ᵀᷓルー᷺ 

 所：県立真和志高等学校 П濁室 ߈                             

１ ा材名 「 ߌऻൢの合同演奏 」 

 

２ ा材設৺の൛ 

      高等学校の同年हの生徒との交流及び共同学習「ߌऻൢの合同演奏」を通

して、障害のഋವに関わᶹず共に学ぶԚ՛を重ᶝることで、おևいを尊重し合

うऻࡲᶅを学ぶЯ会とする。 

 

３ ा材の目ஞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

潓目 П濁 

学習目ஞ 

（真和志） 

・ П濁に関するࢄ೧的な学習を通して、濁Ҷのண現内തを൛潻し、ண現ʍ図

をೀ澵にして、ࣸࣅ的にண現する૧උをഺう。 

学習目ஞ 

（島尻⇕ 

・ 濁Пのɯい方を知ることができる。（知ۑ・щ૧） 

・ Ҷ࣑に合わᶋて、ண現を֯することができる。（思考・ॹ・ண現） 

・ 同年हの生徒ᶴঙ間と共にண現活動に取り組ᶰことができる。（学びに向

かうඋ、人間ࡅ等） 

 
図７声楽：手話ソンググループ練習 
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４ 生徒の実प及び目ஞ、܊立て、த潊 

                               ：ॕ成できた ᳺ：ॕ成できつつある ᴁ：継続支援 

生

徒 
実प լ人目ஞ 指及び支援߁の൭ʍਮ 

த

潊 

ᴽ ・テンḀඅくഷったり、Ҷの

ʇвを濻ᶈ取って指Шの

真ڹをしたりする。 

・教ڗの合図をʍۑしなが

ᶹ、ステ᷆ᷦクをڊいᷲイ

ᷲᷦトシンᷳルを॓くこと

ができる。 

・演奏͉所を澷ᵸ、

Ҷの流ᶼに߄って

濁Пをೄᶹすこと

ができる。 

・അॕと合わᶋて濁

Пを演奏すること

ができる。 

・教ڗが濁Пの奏ృᶴリ

ᷝムの܊౾を見ᶋる。 

 

・ӵり返しඹ習をךい、

Ҷの流ᶼが૮ɦできる

ようにする。 

 

 

ᴾ ・教ڗの合図をʍۑしてފऔ

օを॓くことができる。 

・ӵり返しඹ習することでڏ

分潄ொと分潄ொの交ᶈっ

たリᷝムを॓くことができ

る 

・演奏͉所を澷ᵸ、

Ҷの流ᶼに߄って

濁Пをೄᶹすこと

ができる。 

・അॕと合わᶋて濁

Пを演奏すること

ができる。 

・教ڗが濁Пの奏ృᶴリ

ᷝムの܊౾を見ᶋる。 

 

・ӵり返しඹ習をךい、

Ҷの流ᶼが૮ɦできる

ようにする。 

 

 

ᴿ ・қ܅ᶴテンḀをʍۑしてᷢ

ンᷳリンを॓くことができ

る。 

・ൺ܊でᷧリーᷤḆイムをഃ

しくೄᶹすことができる。 

・教ڗの真ڹをしてೄᶹすこ

とができる。 

・ୟのʭを見なが

ᶹҶの流ᶼに߄っ

て濁Пをೄᶹすこ

とができる。 

・അॕと合わᶋて濁

Пを演奏すること

ができる。 

・ୟが別しᶴすいよ

うにᕚᶴシール等で

ୟにʭをけ澵す

る。 

・教ڗが܊౾を見ᶋなが

ᶹ一ݭにӵり返しඹ習

をךう。 

 

 

ᵀ ・ഃしくᷧリーᷤḆイムをೄ

ᶹすことができる。 

・瀏ॣなリᷝムに合わᶋて濁

Пをೄᶹすことができる。 

・қ܅をʍۑして濁Пをೄᶹ

すことができる。 

・അॕが濁Пをೄᶹしている

時に、ۋ分ᶲೄᶹしたくな

る。 

・教ڗの合図に合わ

ᶋて濁Пをೄᶹし

たり、ڡᶱたりす

ることができる。 

・അॕと合わᶋて濁

Пを演奏すること

ができる。 

 

・リᷝムᶴ演奏する動き

が澷ᵸᶴすいようにオ

ᷱḁト᷽をける。 

・教ڗが܊౾を見ᶋなが

ᶹ一ݭにӵり返しඹ習

をךう。 

 

 

ᵁ ・қ܅ᶴଙをʍۑしてᷢンᷳ

リンを॓くことができる。 

・合図に合わᶋてᷘ᷉ンᷬブ

Ḑᷦクをೄᶹすことができ

る。 

・֫きな濁Пをࢠび、教ڗの

真ڹをしてೄᶹすことがで

きる。 

・അॕが濁Пをೄᶹしている

時に、ۋ分ᶲೄᶹしたくな

る。 

・教ڗの合図に合わ

ᶋて濁Пをೄᶹし

たり、ڡᶱたりす

ることができる。 

・അॕと合わᶋて濁

Пを演奏すること

ができる。 

 

・リᷝムがとりᶴすくな

るように演奏する͉所

の前に܊を߰り߁ᶂる  

動作を見ᶋたり᷎᷉ン

トしたりする。 

・教ڗが܊౾を見ᶋなが

ᶹ一ݭにӵり返しඹ習

をךう。 
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 ⇕４回 ４時間ࢪ） Ҵ計画ܘ ５

 

 

 

 

 

 

Ҵの流ᶼ （第１回 ７月ܘ ６ ⇞⇤ 日） 

時間 学習活動 指߁の൭ʍਮ 考 

入 １交流及び共同学習についてࡺೀとɟ٤ 

２౾時の学習内തの澵 

目ஞ書き 

目ஞ：ۋ分の演奏濁ПをԲᶱる    

  うך澵をࡢݎ・

ਦ澒 ３合奏Ҷの澵 

 

 യ濁Пの澵ڊ４

᷑ᷢー、᷐ー᷿ーᷬ、᷼ース、छ濁П 

 

 分の担当濁ПをԲᶱるۋ５

 実فにߢって澵し濁ПをԲ৺ 

 

６澭ۋඹ習 

 

・∕∜∍∐ 潄գをڊって部分

的にীかᶋる。 

യ濁Пによる演奏ᶲڊ・

い、Ҷのঘでᶙういך

うೲ濋を潕たすかイḄ

ーᷛᶅᶋる。 

 

Ḃᷮ᷑ᷢー：ᴽ、ᴾ 

᷐ー᷿ーᷬ：ᴿ 

ᷢンᷳリン：ᵀ 

᷎᷾ン  ：ᵁ 

᷐ー᷿ー

ᷬ、Ḃᷮ᷑

ᷢー、᷎᷾

ンは真和志

高校かᶹۺ

യ 

 

ᷢンᷳリン 

シール 

まとᶱ 

５分 

７濁Пᶄとにн立ᶅᶋて澵する 

８次回かᶹ౾澱的にඹ習に入ることをഛ

告 

  

 

７ ߱ԉᷖḐᷭ᷉᷆ルス濻ഛ౫のたᶱにךうこと 

 は一৺間Ψを保持ࡢئ、ઓ、ḁスクޟ指܊、いࢎ܊

 

 

 

 

ȑ 事後の取組  

    交流及び共同学習ܨ൷後には、۬真ᶴ動画で事後学習をךった。すると、生徒ॕᶲܘ

Ҵのことを࣑нしᶴすくなり、߰り返りのଷணᶲࡩҷ的にךうようになった。また、ಊ

回事前学習で立てた目ஞがॕ成できたか一人一人߰り返りをл入し、ଷணし合い、おև

いのᷓルー᷺のഫڔをਯᵸ合った。ᶍうすることでऒのᷓルー᷺のഫڔを知ることがで

き、充実した߰り返りの時間となった。 

県立真和志高等学校では、ܘҴ後に᷅ンᷔートをಊ回実施した。᷅ンᷔートを潅лに

 。ᶋているـ

１ ７月２８日（̈́） Й合わᶋ、合わᶋるҶの澵、濁ПԲ৺、澭ۋඹ習 

２ ８月１８日（̈́） ඹ習する部分の澵、澭ۋඹ習、ࢪ体合わᶋ 

３ ９月 １日（̈́） こᶼまでの流ᶼの澵、ඹ習する部分の澵、澭ۋඹ習、ࢪ

体合わᶋ 

４ ９月 ８日（̈́） １Ҷ通して澭ۋඹ習、ࢪ体合わᶋ、まとᶱ演奏（録潄ഛ৺） 
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⇔∍⇕ 県立真和志高等学校生徒᷅ンᷔート 

  ᴅ᷅ンᷔートのʍ見については、回੨者のʍ見を尊重するʍಣで、՞のままлـしています。 

前 事前ࡺೀ会 
 
 
 
 
 
 

前 第１回・第２回 

１Ქ交流及び共同学習のࡺೀについて 

①  よく分かった（⇞⇡⇛⇞⇥ 名） ②  よく分かᶹない（⇠⇛⇞⇥ 名） ③  අくなかった（⇜⇛⇞⇥
名） 

２Ქ島尻特別支援学校の生徒との交流及び共同学習について、ᶙのように思いますか。 

・濁しᶯです。いᶽいᶽな人たᶑと交流をしたいので、とてᶲいいЯ会だと思いました。 
・とてᶲඅいと思います。ᶙᶑᶹᶲ濁しᶱる学習時間になᶼᶠඅいと思います。 
・支援学校の方にतする考ᵸをకᵸるきっかけになると思うので、すᶄくඅい学習になると思い 

ます。 
 。ਮᶴ濻ᶈ方を学ᶩるいいЯ会だと思いましたڭᲹなߡ・
・「ᶯ᷃なᶑがって、ᶯ᷃ないい」のըളのように、൛潻し合って交流学習ができたᶹいいです。 
・会話がઽしᶍう。     ・ݧᶱてだかᶹӇする。 
３Ქ島尻特別支援学校の生徒と、ᶙのようにࡴしていきたいですか。 

・ೀるくഃしくゆっくりと話をしたりしたいと思います。分かりᶴすく話ᶍうと思う。 
・濁しく交流がݎെたᶹいいなと思っています。 ・ऒの生徒とకわᶹず普通にࡴしたい。 
・思いᶴりをᶲって、いつᶲ通りにࡴしていきたいです。 
 。をかけていけるようにしたいࡔҷ的にࡩ分かᶹۋ・

１Ქ「第１回 交流及び共同学習」について 
①  අかった（⇝⇟⇛⇟⇠ 名） ②  よく分かᶹない（⇞⇝⇛⇟⇠ 名） ③  අくなかった（⇜⇛⇟⇠ 名） 

「第２回 交流及び共同学習」について 
①  අかった（⇟⇞⇛⇟⇢ 名） ②  අくなかった（⇠⇛⇟⇢ 名） 
᳢第 ⇝ 回᳣ 
・ᶯ᷃なのլࡅが൛潻できるきっかけになったと思うかᶹ。 
・ᶯ᷃なլࡅかで、一ݭにѽてすᶄく濁しかったです。 
・լࡅ的な生徒が、Иって濁しく濁Пを演奏していて、こᶑᶹᶲけずにඹ習する事ができた。 
᳢第 ⇞ 回᳣ 
・いᶽいᶽな人と交流がݎെた。 
・ᷓルー᷺で教ᵸる・教わるってԋがあって、動きᶴすかった。܊話᷊ᷛスᷤḆーなのでਯᵸᶴ

すいし、見て教わりᶴすかった。 
 。しだけᶙ話すことができ、教ᵸることᶲできたことދ・
 。Ҵを進ᶱていくঘでおևいに協උし合いながᶹすることができたܘ・
・濁しく交流ができた。 
 にᶴってくᶼݭですᶄいなーと思ったし、教ᵸᶹᶼたᶹすᶀ澷ᵸて一܊߁話が܊分たᶑよりۋ・
 たかᶹඅかった。 
・同ᶈ瀉ҙで同ᶈܘҴをܕけᶹᶼるのはいいと思う。 
・今までඹ習してきたҶのঘで１つḏ᷼ルの高いҶを共同で濁しく澷ᵸる事ができたのでඅか

った。 
・െてくᶼた生徒たᶑが濁しᶍうだった。 
・ЩがދしᷛḆḁだったかᶲ。҅ൡ、ࡔがਯわりᶕᶹかった。 
・潈をըᵸᶠいいか分かᶹなくて、教ᵸるときに潈ᶲըᵸなかった。 
・Ӈしていたかᶲしᶼないけᶙ、話しかけてᶲあまりେ応がなかった。 
・あまりᷖḂḈᷮᷔーションをとることができなかった。 
２Ქ島尻特別支援学校の生徒と一ݭにܘҴをܕけて、ᶙのように思いましたか。 

᳢第 ⇝ 回᳣ 
・濁しかったです。   ・１人１人のլࡅを生かしてܘҴをしていたと思います。 
・とてᶲいいڔたᶑでまた一ݭにܘҴしたい 
・լࡅかでにᵾᶴかな生徒たᶑだなって思いました。 
・いᶽ᷃な人がいて、一人ᶢとりのլࡅがはっきりしていた。 
・濁Пを一生Նಿඹ習していてඅいなと思った。 ・いᶽいᶽな人がいるなᵱと思いました。 
᳢第２回᳣ 
・一人ᶢとりのլࡅが᷐ᷲᷦリしているなᵱと思った。 
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後 事前ࡺೀ会 

・話した事がない人、普段会わない人との交流っていいと思ったᲪۋ分の人見知りᶅが分かった 
ので、次はᶲっとࡩҷ的に話しかけよᲪって思った。 

に潈かできたݭղޮ潹しかしなかったけᶙ、２回目で話したり一ۋᶱての時は、あいᶅつとݧ・
のでよかった。ᶲっと時間があᶼᶠなと思った。 

・ঙඅくなᶼてたのしかった。 
・一ݭに܊話ᷠンᷓをᶴって濁しかった。܊話ᷠンᷓをしているときの島尻の生徒のЙがެЙで 

濁しᶍうで、いいЙをしているなと思った。   ・とてᶲ濁しかったです。 
・特別支援学校との交流がۋ分には今までなかったので、とてᶲいい時間だと思いました。 
・ᶯ᷃な真面目にᶴってくᶼたので、ۋ分ᶲ真面目にܘҴをܕᶹけᶼたし、܊話とかᶲ教ᵸたり 
 と濁しかったです。 
・前回よりᶲ島尻の生徒と話すЯ会が設けᶹᶼていて、濁しくする事ができたと思う。 
・学校の瀉ҙがᶑがって、ᶥᶼ合う時間がދなくてᶲ、潄濁ᶴ܊話を通して会話ᶴᷖḂḈᷮᷔ  
 ーションがとᶼる᷃だと思いました。 
・いᶽいᶽなլࡅがあり、ۋ分ॕがܕけ入ᶼないといけない。 ・特に潈ᶲ思わなかった。 
３Ქ島尻特別支援学校の生徒と、今後ᶙのようにࡴしていきたいですか。 

᳢第 ⇝ 回᳣ 
・普通にいつᶲ通りにࡴしていけたᶹඅいと思います。 
・生徒にɺなв持ᶑになᶹないようにゆっくりഃしくࡴしていきたい。 
・校内で؈っていたりしたᶹ、同ᶈܘҴをとっているঙ間としてᶴᶅしくࡔをかけてあᶂたい

です。 
・濁しくᶴᶅしくࡴしていく。   ・よく分かᶹ᷃。 
᳢第２回᳣ 
・ᶲっと話をしたりして、ঙを߶ᶱていきたい。 
・相܊にۋ分のʍ見がᶑᶳ᷃とਯわるようにࡴしていきたいと思う。 
・普通の人とకわᶹず普通にࡴしていきたい。 
・一ݭにまた潈かしていきたい。ެЙでഃしくࡴしていきたい。 
・కわᶹずࡴしていきたいです。 
・できるժり、ᷖḂḈᷮᷔーションをとって、ঃずかしがᶹずに普通にࡴしていきたいです。 
・相܊がࡴしᶴすいようにしたい。   ・濁しくঙඅくࡴしてᶯたいです。 
・またЯ会があᶼᶠ共同学習をしてᶯたい。 
４Ქ交流及び共同学習についてきたいことᶴ、一ݭにᶴってᶯたいܘҴ等があᶼᶠお願いし

ます。 
・一ݭにͺをいたりして交流したい。   ・ᷓルー᷺で͂、ଷணとか。 
・͂を᷸ルで͂いたいです。   ・ᶑᶷっとしたᷕームᲩ的なのをᶴってᶯたいᲪ 
・体育ᶴ体を動かす事をᶴりたいです。 

１Ქ交流及び共同学習のࡺೀについて 

①  よく分かった（⇞⇡⇛⇟⇝ 名） ② ⇝⇟⇛⇢）し分かったދ  名） ③  分かᶹなかった（⇜⇛⇟⇝
名） 

２Ქ島尻特別支援学校の生徒との交流及び共同学習について、ᶙのように思いますか。 

・濁しᶍう。とってᶲいいԚ՛になりᶍう。ࣗく会って交流したい。 
・あまりこのようなЯ会がないので、すᶄくいいԚ՛になると思った。 
・とてᶲඅいЯ会だと思います。 
・交流会を通してঙඅくなᶼたᶹいいです。   ・ދし濁しᶯのେ面、ɺ。 
 。െるか߮ଅݎᲹな生徒がいてऻకᶍうだと思った。あと、ᶑᶳ᷃と話がߡ・
 。しɺなਮᶲあるދしʛう人との交流なのでދ分ॕとۋ・
・特別支援学校の生徒たᶑとの共同学習はしたことがないので、ދしɺなとこᶽᶲあるの

で、Ӈします。 
・支援学校の人たᶑと一ݭにఝқしたりとか、ݧᶱてのԚ՛なので、とてᶲ濁しᶍうだし、މ

െのたᶱにᶲとてᶲඅいЯ会だなと思いました。 
していけᶠඅいか分かᶹなࡴҴするので、ᶙのようにܘᶱて島尻特別支援学校の方とݧはڦ・

いけᶙ、濁しくࡩҷ的に関わりたいと思う。 
３Ქ島尻特別支援学校の生徒と、ᶙのようにࡴしていきたいですか。 
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後①・②・③  

・ഃしくࡴしていきたい。 
・障害者目問わず同ᶈ人間としてഃしくࡴしていきたい。 
・思いᶴりの߮を持って、ഃしくࡴしていきたい。 
・ঙඅくなᶼるようにしたい。ഃしくࡴする。  ・ゆっくり一ݭの᷽ースでࡴする。 
・普通にࡴしたいです。 
の考ᵸがʛって、յうときᶴᶙうしたᶹいいか分かᶹないときがあったり܊の考ᵸと相ڦ・

するけᶙ、相܊の᷽ースを考ᵸ、ڦたᶑᶯ᷃なで、濁しく、ݳけ合い、面ଜかったと思ᵸる
共同学習にしたいです。   ・Ӈᶋずに、ࡩҷ的に関わりたいです。 

１Ქ「交流及び共同学習・後①」について 
①  අかった（⇞⇠⇛⇟⇜ 名） ②  よく分かᶹない（⇢⇛⇟⇜ 名） ③  අくなかった（⇜⇛⇟⇜

名） 
 「交流及び共同学習・後②」について 
①  අかった⇔⇞⇡⇛⇞⇡ 名⇕  ②  අくなかった（⇜⇛⇞⇡ 名） 
 「交流及び共同学習・後③」について 
①  අかった⇔⇠⇜⇛⇠⇟ 名⇕  ②  අくなかった（⇟⇛⇠⇟ 名） 
᳢後①᳣ 
・交流がݎെてࡴし方ᶲあるਈ度分かった。   ・島尻の生徒のඅᶅが分かった。 
・こ᷃なЯ会はᶱったにないので、交流がݎെてඅかった。 
・おᶲしᶽい人たᶑがओくて、濁しかった。 
・な᷃か考ᵸ方がլࡅ的でおᶲしᶽかった。 
 。分かᶹ考ᵸていて、すᶄいඅいなと思ったۋ話を܊・
᳢後②᳣ 
・ᷣンスがᶑᶷーうまかった。ᷗル᷸ᶲうまかった。 
・᷽᷅で協උしてᷓランᷬᷗル᷸をできたのでよかった。濁しかったです。 
・濁しく交流できてඅかった。 
・思ったより話ᶋた。   ・おևいのв持ᶑを考ᵸながᶹך動できた。 
・普通に話ᶋて濁しかった。 
・今回ᶲᶯ᷃なで濁しく᷺ḏイすることができた。 
・前よりᶲ濁しくᷓランᷬᷗル᷸ができてよかった。 
・たくᶅ᷃おしᶳᶩりしながᶹ、ᷗル᷸ができて濁しかったです。 
・交流しながᶹ、濁しくᷓランᷬᷗル᷸をすることができたのがඅかった。 
・前回と୮ᶩたᶹ、だいぶ話ᶋるようになりました。 
・前より、ࡩҷ的に参潌していて濁しくできた。 
᳢後③᳣ 
・濁しく話がݎെた。 
・島尻の生徒と一ݭに協උして濁しくᶴᶼた。 
・ᷘḀートしながᶹ濁しくできたのがඅかった。 
・ᷖḂḈᷮᷔーションをとることができた。   ・島尻のڔとঙඅくなᶼた。 
・一ݭにܘҴをܕけた島尻特別支援学校の生徒のਯᵸたいことが分かった。 
 。けᶼたܕに話しかけ、濁しᶯながᶹڔ分かᶹ島尻特別支援学校のۋ・
・普段は関わることがݎെないようなڔたᶑと一ݭにܘҴをするのはм重な体՛になりまし

た。 
・ᷓランᷬᷗル᷸ᶯたいに同ᶈߎԹでᶴっている方が濁しᶍうだった。 
・うまく関わᶼなかった。 
２Ქ島尻特別支援学校の生徒と一ݭにܘҴをܕけて、ᶙのように思いましたか。 

᳢後①᳣ 
 。分ᶲެЙになᶼて、とてᶲ濁しかったۋ・
・֥数はދないが、うまくݎെたときにО᷃でいるのがうかがᵸたのがよかった。 
 。しているうᶑに濁しくなっていたࡴ、しؒൎしたけᶙދな人がѽて᷃ߡ・
・すなおでいっしᶷうけ᷃ᶱいだなと思いました。 
・いいڔがいっᶡいいると思いました 
・とてᶲ濁しくいつᶲとకわᶹずにできたと思います。 
は、ᶙ᷃な᷃だᶽうな、ᶙうᶴって話しをすᶼᶠいいのかなとか、いᶽいᶽ᷃だけݧث・

ᶙ、島尻の人ᶲたぶ᷃同ᶈв持ᶑだなと思い、ڦたᶑがすす᷃で話し、濁しくᶴっていった
ᶹ、相܊ᶲ話をしてきたり、とてᶲ濁しかったです。 
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 。Ჹな人がいていいなと思ったߡ・
・うまく話ᶋるか߮ଅだったけᶙ、ᷓランᷬᷗル᷸をするঘでᶙ᷃ᶙ᷃छᶑ潻けた 
・関わることになᶼていなくて会話をするのがઽしかった。 
 。だったڔ話をとってᶲ濁しᶍうにᶴってて、まー、普通の܊・
・とてᶲ濁しかったです。真̑ᶅ᷃とかは、ࡩҷ的にʍ見をݎしていて、すᶄいと思いまし

た。 
・２人とᶲۋ分かᶹ名前を書いたりしていて、Ӈしているのにすᶄいと思いました。また、

 話していて、いいなと思いました。濁しかったですᲪᲪ܊ҷ的にࡩ
・２人とᶲすてきなڔたᶑだったし、ެって濁しくできて濁しかった。 
᳢後②᳣ 
・濁しかったです。 
・こᶼかᶹᶲᶑᶷっと障害を持っている人とᶲᶑᶳ᷃と関わᶼᶼᶠいいなと思った 
・島尻のڔは、ᶯ᷃なೀるくてけっこう濁しかった。また、このḄンᷳーで潈かᶴりたい。 
・島尻のڔたᶑと一ݭにܘҴをܕけて、澎普通のڔたᶑだなと思った。 
・ᳺᳺく᷃、ᳺᳺく᷃、ᳺᳺく᷃のまた߱しい一面が見ᶼて、とてᶲうᶼしかったです。 
・相܊ᶲはずかしがᶹず話ししてきてよかったです。 
・とてᶲおしᶳᶩりが֫きな᷃だと濻ᶈて、ঙඅくなることができてよかった。 
・な᷃で一人が、ۋ分とދしᶑがうڔたᶑをѿするのか、いまいᶑ分かᶹないと思った。 
・լࡅを持っていて、ᶯ᷃なᶑがってᶯ᷃ないいなって思った。また一ݭにスḀーᷧしたいで

すᲪ 
・ᷓルー᷺のڔが濁しくᷗル᷸をしているのを見てうᶼしかった。一生ՆಿИっているړが

とってᶲかわいかった。 
・とてᶲ濁しくできました。教ᵸる立߈になって、ᶙうਯᵸᶼᶠ分かりᶴすいかとかߡᲹ考ᵸ

てできたので、ۋ分の܊話にᶲೲ立ᶑました。 
・前より話すことができたのでよかった。 
・ᶴっᶡり、指の動きがᵾこᶑないとこᶽᶲあったけᶙ、ඹ習するにつᶼ動きがなᶱᶹかにな

ったのが、すᶄくਯわってきて、ࡀいなと思った。 
᳢後③᳣ 
・特別支援学校の人たᶑは、とてᶲഃしくていいなと思いました。 
・とてᶲ濁しかったです。 
・交流をしてかᶹ知ᶹなかった࠼を見ることができてఝқになった。 
・一ݭに濁しᶰことができた。 
 。分たᶑᶲいᶽいᶽఝқになったなと思った。  ・協උし合うことはऻ事だと思ったۋ・
・ঙඅくなᶼたかᶹ、また一ݭにᶴりたいと思った。 
・とてᶲ濁しくて、ఔ見の߮をすてᶹᶼました。 
・島尻の生徒は、ೀるくおᶲしᶽいڔがओく、こっᶑまで濁しくなる。 
・人ᶍᶼᶎᶼいᶽ᷃な人がいて、ᶍの人に合わᶋて会話をしたりࡴしたり、ऻకだったけᶙ、

とてᶲ濁しかったです。 
・濻ߌをணに思いっきりݎしてО᷃だりͭしがったりしているړが、とてᶲ潍ɞく見ᵸた。 
・相܊の᷽ースに合わᶋてあᶂるのᶲऻ事だと澇ᶱて濻ᶈた。 
・特別支援学校の生徒と関わるЯ会がݎെたのがඅかった。 
・とてᶲ濁しかったし、普通の人と一ݭだなって思った。 
・ଷ࣑උᶴլࡅがあってڋԭをܕけました。 
 
３Ქ島尻特別支援学校の生徒と、今後ᶙのようにࡴしていきたいですか。 

᳢後①᳣ 
・ᶲうދししᶳᶩᶼるようにしたい。   ・ഃしくࡴしたいです。 
・今日と同ᶈようにഅだᶑのようにࡴしていきたい。 
 。していくࡴをかけていきたいと思った。   ・今とకわᶹずࡔ分かᶹۋ・
・次はお話ししながᶹ交流したい。   ・今までよりᶲたくᶅ᷃話したい。 
᳢後②᳣ 
・ঙඅくできるように、ۋ分かᶹࡩҷ的にᷖḂḈᷮᷔーションをとる。 
・今回より、ᶲっとঙඅくなりたい。 ・ᶲっとۋ分かᶹ話しかけᶼたᶹいいなと思います。 
・次の室内᷿᷉リンᷓでᶲ、ᶯ᷃なと濁しくґい合ᵸたᶹいいなと思います。 
 。をᶑᶳ᷃とかけᶼたので、こᶼを活かして᷿᷉リンᷓの時ᶲこのようにしたいࡔ・
・今日と同ᶈように、おևいにࡔをかけあう。  ・今日よりᶲ、濁しくެЙでࡴしたい。 
４Ქ交流及び共同学習についてきたいことᶴ、一ݭにᶴってᶯたいܘҴ等があᶼᶠお願いし

ます。 
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・障害者と思わず、１人の人間として考ᵸるようになりました。 
・今までとకわᶹずഃしくしようと思った。   ・ᶲとかᶹ、特にఔ見なᶙない。 
・けっこうకわったなと思ったし、普通に話ᶋるなと思いました。 
・Լ常者と同ᶈࡴし方でᶲऻ߂な᷃だと分かった。   ・ࢽৎなڔがओくてඅかった。 
・関わってᶯたᶹ、ᶯ᷃な普通の人だと思った。・障害のある人でᶲ濁しく話ᶋるということ。 
 。ҷ的にᷘḀートするというのがऻ事だと分かったࡩ・
・අい方向に考ᵸるようになった。 
・ᶍの人のլࡅをしっかりܕけ入ᶼて、人間ᶯ᷃な同ᶈ生き௮だかᶹ、おևい൛潻して、ݳけ

合ᵸていけたᶹいいと思いました。 
・障害があるかᶹᶙうのこうのᶈᶳなくて、同ᶈ人間だかᶹこᶍ、ః等にࡴし、思いᶴりの߮

を持つことがऻ事だと思った。 
・特に障害のある人にకなఔ見があるわけではないので、కわるとかはないです。 
 。別しない؝・
・普段は関わることがあまりないかᶹか、おしᶳᶩりはݎെなかったけᶙ、障害のある人にत

するࡴし方とか、こᶼかᶹ澇ᶱて考ᵸていこうと思いました。 
・特にऻきくకわったことはないけᶙ、澇ᶱて澎ᶍᶼᶎᶼլࡅがあると濻ᶈた。 
 
５Ქെ年度４月かᶹ、「ゆい教室」が設ঈᶅᶼます。「ゆい教室」の生徒と、ᶙのように関わっ

ていきたいと思いますか。また、ईҴഛ৺の生徒は、ईҴ後に障害のある人と、ᶙのように
関わっていきたいと思いますか。 

・濁しくᶴっていきたい。 
・ᷖḂḈᷮᷔーションをとっていけたᶹ、とてᶲいいなと思いました。 
 。別なᶙはしない؝・
 。ਯᵸることはする܊・
・അだᶑになりたい。 
・ഃしく、相܊の立߈を考ᵸてࡴしていきたいです。 
・同ᶈ人間としてᶯていきたい。 
 。けたいと思いましたݳっていたᶹ؈・
 。にঙඅくできたᶹいいなと思ったݭെるとこᶽはして、一ݎがᷘḀートڦ・
・ᶍの人のլࡅをしっかりܕけ入ᶼて、人間ᶯ᷃な同ᶈ生き௮だかᶹ、おևい൛潻して、ݳけ

合ᵸていけたᶹいいと思いました。 
・അだᶑと関わるのと同ᶈようにできたᶹいいかなと思います。 
・普段のܘҴでᶲ一ݭに参潌して、濁しᶯながᶹ関わりたいです。 
 。に濁しい学校生活を࣭りたいݭしていきたい。一ࡴりの人と同ᶈようにܞ・
の障害ᶈᶳない障害者と関わۊ。話をఝқしているので、今後ೲ立てたいと思っています܊・

る時ᶲ普通に人と関わるのと同ᶈようにࡴしたいです。 
・障害があるかᶹと؝別したりすることはしないで、障害がない人とᶲ同ᶈようにࡴしたり、

できるだけഃしくしながᶹ関わᶼるようにしていくことを߮がけようと思いました。 
・特に潈ᶲకᵸず、今までと同ᶈように関わっていきたいとは思うけᶙ、᷃ߡなᷢイ᷺のڔᶴ

լࡅがあることをᶥまᵸて関わっていきたいと思います。 
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ʴ 参ࣁߡྋ２ ʵ 
 

調査研ڂ実ࢬにܐる生徒・教৮員へのΠンίート調査結Վ 
  ˠ 回者の意ݡを尊重する意ັで、ݬ文のまま記ࡎしています。 
 
 
ʽ生徒へのΠンίートʾ 

１ɿゆい教室の生徒と一緒に授業をणけての感暐をおซかせくͫさい。（� 月実ࢬ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ̩３ ̩４ ̩５ 
① ྒྷいとࢧう   �� 人  ����ˍ ��� 人 ����ˍ ��� 人 ����ˍ 
�  になるـ ② 人   ���ˍ �� 人 ���ˍ �� 人 ���ˍ 
③ そのଠ   �� 人  ����ˍ  �� 人 ����ˍ  �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  ��� 人  ��� 人  

感暐 
① ྒྷいとࢧう 

・共同学習を通してިླྀできるとࢧうから。     ・ଡ様昄をणけ入れているから。 
・一緒にणけることで、ࢴたͬが理մしやすい。 
・さほどـにならないし、通の生徒とรわりはないとࢧう。 
・いつもـݫなところと、この教室が明るくなるから。  ・なごやかになる。 
・色々หکになるとࢧうから晩晨ྒྷいとࢧう。ࢴのも同じような感じͫから、その఼もめ、 
 बりの人にも理մがଁえたらいいなとࢧうから。 
・一緒に授業をणけた๏がいいݩܨになるとࢧう。 
・一緒にやって楽しいし、和やかになるから。 
・社会に出たらいろんな人と接するから、いいとࢧう。 
・学びは昀ݸされる΄きではないから。     ・同じ人間。 

 になるـ ②
 ・どんな感じで接していいのかわからなくてঙしـになります。 
③ そのଠ 
 ・みんな通の人ͫとࢧっているから、なんともࢧわない。 
 。えないݶう఼もあるので、どっͬともࢧになる఼もྒྷいとـ・ 
 ・友ୣにいたからـにならない。 

 
 

① 良いと思う
② 気になる
③ その他

0

0.5

1

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

① 良いと思う ② 気になる ③ その他
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２ɿあなたは、ゆい教室のことを入学晥からஎっていましたか。（� 月実１：ࢬ年生対ে） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ̩４ ̩５ 
① எっていた   �� 人  ����ˍ �� 人 ����ˍ 
② எらなかった �� 人  ����ˍ �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  �� 人  

 
３ɿ記で、「①எっていた」とえた人はՁでஎったのかを教えてԾさい。�旭回あり� 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ̩４ ̩５ 
① 昿生・友ୣ・எ人   �� 人  ����ˍ � 人 ����ˍ 
② 家ଔ �� 人  ����ˍ � 人 ����ˍ 
③ テレϑ・新ซ等   � 人  ����ˍ � 人 ����ˍ 
④ そのଠ � 人  ����ˍ � 人 ����ˍ 
�� ܯ        人  �� 人  

 
４ɿゆい教室の生徒と、ޛࠕどのように接していきたいですか。 

・一緒に授業を楽しくणけたい。    ・もっと一緒にできる授業をやったりしたい。 
・ঁけ合いながら、接していきたい。  ・ྒྷくしたい。  ・༑しく接していきたい。 
・ଠの人とรわらͥに接していきたい。 ・ࠕまでとรわらͥࢧいやりを࣍って接したい。 
・クラスの間としてޛࠕもྒྷくしていきたい。     ・昻対にࠫพとかしない。 

   ・昨ۅ的にިླྀしたい。         ・同じクラスϟイトの一員として平等に接する。 
 ・ԗくからݡगる。          ・ほどよいړ感で接する。 

 
 

① 知っていた
② 知らなかった

0

0.2

0.4

0.6

0.8

Ｒ４ Ｒ５

① 知っていた ② 知らなかった

Ｒ４
Ｒ５

0

0.2

0.4

0.6

Ｒ４ Ｒ５
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５ɿゆい教室の生徒とやってみたい事や、ր晦してཋしいところがあれͻ書いてくͫさい 
・レクとか、通におしΎ΄りとかをしてみたい。  ・一緒にスポーツをたくさんしたいです。 
・ゆい教室の子も一緒にևで１つのࡠͰくりをやってみたい。   ・ިླྀお楽しみ会。                     
・みんなであそんͫり、実ݩやήルーϕ活動など、ྙڢしてやることをやりたい。 
・ͬょっとしたިླྀ学習をして、一緒にゲームしたりして楽しみたいし、を深めたい。 
・ྒྷくなりたい。     ・一緒にご൩をৱ΄たい。  
・たまに大きな音や大易を出す事をր晦してཋしい。 ・できれͻもうঙし昜かにしてཋしい。 

 
６ɿゆい教室の生徒と一緒に授業をणけての感暐をおซかせくͫさい。（̗月実ࢬ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ̩４ ̩５ 
① ྒྷいとࢧう ��� 人 ����ˍ ��� 人 ����ˍ 
� になるـ ② 人 ���ˍ � 人 ���ˍ 
③ そのଠ  �� 人 ����ˍ  �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  ��� 人  

 
感暐 
① ྒྷいとࢧう 

・楽しくできるし、ஊؖわれないからؖわれてうれしいから。     ・ـݫ出る。 
・ـ にならないし、ଠの生徒とรわらないのでྒྷいとࢧいます。     ・ྒྷくなれるから。 
・ゆい教室の生徒とިླྀすることは、お互いによいܻ࢙になるとࢧうから。 
・いろんな人とؖわることが出པて、গཔに役ཱིつとࢧうから。 
・互いに同じことに取組、楽しさを分け合えるから。 
・一緒にणけることで、コϝϣニίーションがとれるから。 
・ྒྷくできるし、ࢧいやりの心を࣍てるようになる。 
・楽しく一生ໍݔ頑張っているࢡをݡるͫけで、اになるから。 
・一緒にできるڧがあって߀せ。いいݩܨでしかない。 

 になるـ ②
・易とかがـになる。 ・たまにうるさくなる。  
・ิき回ったり、常にしΎ΄ったりしてـがͬる。 

 
 
 

① 良いと思う
② 気になる
③ その他

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

Ｒ４ Ｒ５

① 良いと思う ② 気になる ③ その他
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７ɿそのଠ、ـがついたことがあれͻ、どんな事でもかまわないので書いてԾさい。 
・ゆい教室の子としていると楽しいし、とても晼ͫから接しやすいです。 
・ゆい教室の๏々はとても活発でـݫになります。ありがとう！  
・共同学習っていいなと感じてきた。 
 。りこんでしまうときがあるけれど、その時にしかけてもいいのかஎりたい࠴・
・会をするタイϝンήが分からない。   ・ևの理մがঙない。  

 
 

̖ɿゆい教室の生徒と一緒に授業をणけての感暐をおซかせくͫさい。（２月実ࢬ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ̩３ ̩４ ̩５ 
① ྒྷいとࢧう   �� 人 ����ˍ ��� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
�  になるـ ② 人   ���ˍ �� 人 ���ˍ � 人 �ˍ 
③ そのଠ �� 人 ����ˍ  �� 人 ����ˍ   � 人 ����ˍ 
�� ܯ        人  ��� 人  �� 人  

感暐 
① ྒྷいとࢧう。    

・ゆい教室の子ともިླྀできるし、色々理մが߁がっていいんじΎないかなʃってࢧいます。 
・自分から参加して、すごいとࢧったから。        ・通の授業となんらรわりない。 
・社会に出る時にଡ様な人とؖわれるようになれるから。  ・楽しいし、ྒྷくなれるから。 
 。ったからࢧの授業をしているので、とてもؖわることがྒྷいとܐؖࢳはෳୣࢴ・
・一緒に学΄て、クラスのฉҕـも明るくなっているとࢧうから。 

 。になるـ ②
・うなり易やときどき大きな易を出すのがঙしـになる。    ・ͬょっとあぶなっかしい。 
・一緒に授業をणけること自体はಝにՁともࢧわないけど、昿生のをซいている時とかはͬょ

っとͫけ昜かにしていてཋしいかなとࢧった。 
③ そのଠ 

 。にしていないـ・         。にならないـれたらそこまで・
・時々易がـになるが、ـにするほどでもないから。  
・あまりؖわりがないから、よく分からない。 

 
 
 
 

① 良いと思う
③ その他

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

① 良いと思う ② 気になる ③ その他
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̗ɿゆい教室の生徒と、ޛࠕどのように接していきたいですか。 
 。まで通り。   ・通に接する。   ・༑しく。   ・楽しくࠕ・
・ྒྷくしたい。  ・友ͫͬとして。   ・ଠの生徒と同じように。 
 
 

��ɿゆい教室の生徒とやってみたい事や、ր晦してཋしいところがあれͻ書いてくͫさい。 
・もっとިླྀしてみても楽しいんじΎないかなってࢧいました。  
・一緒に発表とか。 ・かくれん·。 
・Ձかのスポーツ大会をやってみたい。 ・球技をやってみたい。  
・一緒にダンスや手をしたい。    
・サッカーのࢾ合やそのଠのࢾ合にಧっࠒまないでཋしい。めっͬΎけがさせそう。 
・ঙし易が大きいのがـになる。 

 
 

��ɿあなたはゆい教室の生徒と一緒に活動�授業、行事など�をしたことがありますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・体育の授業を୯よりも一生ໍݔ行っていて尊ܡ。    ・一緒に体育をして楽しかった。 
・めったにݩܨすることはないから、こーゆーؽ会に参加できて、一緒にՁかをやるのはうれし

い。 
・一緒に授業をणけることはできたけど、コϝϣニίーションを取ることがあまりできなかった。 
・一緒にいてࢧったことは、ಝになんもҩ和感があまりなかった。   ・頑張っていた。 
・めͬΎくͬΎいい子で、授業に自分から発ݶをしていてすごい。 
 
 
 
 
 
 
 

 ̩３ ̩４ ̩５ 
① ある   �� 人 ����ˍ ��� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
② ない ��� 人  ����ˍ ��� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  ��� 人  �� 人  

① ある0

0.2

0.4

0.6

0.8

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

① ある ② ない
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��ɿあなたはゆい教室が昶されたことで、障がいに対する意ࣟがҐ晥とർ΄รԿしましたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ̩３ ̩４ ̩５ 
① รԿした   �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
② ঙしรԿした �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
③ あまりรԿしていない ��� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
ᶈ รԿしていない �� 人  ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  ��� 人  �� 人  

ʽ①または②とえた人ʾ 
・障害の有ໃにؖܐなく、և同じなんͫなと感じた。触れ合ってみると意外と楽しい。 
・障害を࣍っていても同じ人間ͫから、࠹ॵにؖわるときはఏ߇があったけど、楽しく接してく

れたので、ఏ߇がなくなりました。      ・障害の๏がෑかったけど、ෑくなくなった。 
・障がいがある人にঙしఏ߇があったが、通の人とあまりรわらないと分かった。 

ʽ③または④とえた人ʾ 
・ยݡとかはໃかったのでรわらない。    
・障害についてหکしているから、รԿしなかった。 
・学の時にもۛくに障害を࣍っている๏がいて、ঙしͫけど対応の仕๏をஎっていたから。 
・ಝにـにしていないから。     ・ؖわりがないから分からない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 変化した② 少し変化した③ あまり変化していない④ 変化していない

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

① 変化した ② 少し変化した
③ あまり変化していない ④ 変化していない
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��ɿあなたはゆい教室が昶されて、どうࢧいますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ̩３ ̩４ ̩５ 
① ྒྷい  ��� 人 ����ˍ ��� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
② あるఖ度ྒྷい �� 人  ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
③ あまりྒྷくない � 人 ���ˍ � 人 ���ˍ � 人 ���ˍ 
ᶈ ྒྷくない   � 人 ���ˍ � 人 ���ˍ  � 人 �ˍ 
ᶉ どͬらでもない  �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ �� 人 ����ˍ 
��� ܯ        人  ��� 人  �� 人  

・ྒྷいݩܨができるから。     ・ࠫพとかする人とかがঙしでもݰるͫろうから。 
・ஊ、障害を࣍っている人とؖわることがあまりなくて、どういう接し๏をしたらいいのか分

からなかったけど、していて楽しいし、ゆい教室があるのはྒྷいことͫとࢧいました。 
・ෳࢳを学んでいるけどۛくでؖわることがないから、学校の授業などでؖわることができて、

障害を࣍った人に対しても通の人ͫなとࢧうことができる。あるとないとでは学校のฉҕـ
もҩうとࢧう。 

・学びあえるڧがあるからྒྷいとࢧう。     ・みんなと一緒に学΄てྒྷいとࢧったから。 
・障がいの有ໃにؖわらͥ、一緒にިླྀができたり、学΄たりできるから。 
・時代に合ったシステム。  ・ଡ様昄がٽめられているから。  ・障害を理մできるから。 
・ঙしでも理մのある人がଁえたらྒྷいとࢧうので、すͻらしいとࢧいます。 
・まͫよく分からない。   ・ؖわりがない。   ・昿生の易がซこえͥらい。 

 
 

��ɿゆい教室の生徒と、ޛࠕどのようなؖわりをしたいとࢧっていますか。 
・通に一人の人としてのؖりをକけたい。     ・बりの生徒とรわりなくؖわる。 
・ྒྷくしたい。   ・ಝにรわらͥ接していきたい。 
・ෳࢳの授業でިླྀの場を昶けてިླྀ会をしてみたいとࢧっている。 
 。っています。   ・友ୣでいたいࢧまで通りؖわっていけたらいいなとࠕ・
・つかͥれͥのన切なړで。 
 
 

① 良い② ある程度良い③ あまり良くない④ 良くない⑤ どちらでもない
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0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

① 良い ② ある程度良い ③ あまり良くない
④ 良くない ⑤ どちらでもない
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ʽ৮員へのΠンίートʾ 
１ɿゆい教室の生徒の活動及び共同学習にؖしてどのように感じていますか。４月ॵと現ࡑ�̗

月�のそれͩれについて、Ծ記のから１つͥつ晟んでくͫさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ˠ 回旭がঙなく、༑Ғなࠫとして記ήラϓに表れていません。 

 ̩３ ̩４ ̩５ 
� 月 � 月 � 月 � 月 � 月 � 月 

① ྒྷい   � 人   � 人  � 人   � 人  � 人   � 人 
② あるఖ度ྒྷい � 人 � 人 � 人 �� 人 � 人 � 人 
③ どͬらでもない  � 人  � 人  � 人  � 人  � 人  � 人 
ᶈ あまりྒྷくない   � 人   � 人   � 人   � 人   � 人   � 人 
ᶉ ྒྷくない � 人 � 人 � 人 � 人 � 人 � 人 
ᶊ そのଠ  � 人  � 人  � 人   � 人  � 人   � 人 

�� ܯ 人 �� 人 �� 人 
感暐 

・昿生๏が常にଈにいておられるので、大きなトラブルもなく過ごしていたようにࢧいます。 
・一緒に学ぶことが習Կされている。あたりまえになりつつある。 
年同じクラスͫった生徒もおり、ゆい教室の生徒とも易かけのタイϝンήや共同学習のସ昁ڊ・

があるఖ度できているয়ସであったから。    
・ゆい教室の生徒ができるҕで一緒に活動している。 
・ゆい教室の生徒も通の生徒と一緒になり授業に参加することができている。 
・真和志高校の生徒が、ゆい教室の生徒をサポートする様子がݡられてきたから。 
・൶らの学校生活が充実しているようにݡえます。 
・生徒のόーマライκーションの意ࣟがࠞいている感じがする。 
・意ཋ的に取り組んでいてଠの生徒によいӪڻを༫えています。 
・ゆい教室の生徒が入ることによって、生徒もฉҕـがྒྷい。 

 
 

２ɿこれまでのゆい教室の生徒と一緒に授業をणけている真和志高校の生徒へのΠンίートの結Վ
をごལになっての感暐をおبいします。（̩３） 

・ଡくの生徒はୌなく共同学習をणけ入れているようにࢧいます。 
・ঘ・学校よりインクルーシブ教育のݩܨがあるからか、生徒はゆい教室をたり晥のように

णけ止めている様子がݡて取れました。ಝพࢻすることなく接しているয়ڱはྒྷいとࢧいます。 

Ｒ３ 4月
Ｒ４ 4月
Ｒ５ 4月

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

Ｒ３ 4月 Ｒ３ 9月 Ｒ４ 4月 Ｒ４ 9月 Ｒ５ 4月 Ｒ５ 9月
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３ɿ共同学習の様子をݡてـͰいたことや感じたことをお書きくͫさい。 
・ިླྀを通じクラスの生徒の様々な一面をݡすؽ会ともなっている。またゆい教室の生徒のࢡ

をݡ、集が切れていた生徒も易をֽけながら一緒に活動に取り組ࢡもݡられた。 
・障害を࣍っている生徒のの߁がりや、真和志の生徒が障害を࣍っている人と共生していく

で、接し๏やコϝϣニίーションの取り๏を学ぶ入りとしては共同学習はྒྷいとࢧう 
・ゆい教室の生徒は、昿生๏の手いサポートのもと楽しみながら授業に参加しているように感

じた。真和志高校生はどう接してྒྷいか分からないのか、ؖわり合いを࣍っていない生徒も一
定旭いるように感じた。      

・もっとゆいの生徒たͬが参加できる授業がଁえるといいなとࢧいました。 
・生徒同࢞が一緒に՟ୌに取り組もうとするࢡ昁や、それを通して生徒の新たな面をݡることが

できる。 
・日頃授業等でؖわっている生徒の意外な一面をみることができた。ஊはཱིͬิきやおしΎ΄

りをする生徒も、し合いのときに昨ۅ的にήルーϕに入れたり、コϝϣニίーションを取る
 。Ͱかされたـえていない自分にݡがみられ、一部分しかࢡ

 
 

４ɿ日頃の活動からـがついた఼や真和志高校の生徒からのๅ等があれͻお書きくͫさい。 
・一人に対して、Ձ໌もの৮員がついていて手す͙る。（共同学習やインクルーシブ教育もわか
るが、どうしても、そう感じてしまう。） 

・୴の昿生๏の昻ຽなྙڢ・サポート体昀がหکになります。 
・お互いܲـにѭࡲできるとྒྷいなとࢧいます。生徒同࢞がϓレンドリーになれるとྒྷいかな、
ଇしていきたい。 

・ゆい教室の生徒が明るく行動している様子を通の生徒にもよいӪڻを༫えることができれͻ
よい。 

・学年のをえてもっとؖわりあうことのできるؽ会がଁえてཋしい。 
・生徒は༑しく接してくれていると感じる。ଠにѳいᷜはซいたことがない。ͬΎんと理մしण
け入れている。 

 
 

５ɿそのଠ、Ձかありましたらお書きくͫさい。 
・චགྷなところにචགྷな人員を֮保することが、指導するଈとされるଈのどͬらにも҈晩と和（な
ごみ）を୴保するのͫと実感しています。 

・通の生徒も授業にゆい教室の生徒に易かけする場面もݡられ、よいฉҕـをつくることも
ある。 

・࿕Ծなどで、生徒に易をかけられて、ゆい教室の生徒がذしそうに返事をしたり、表が明る
いところなどをݡると和みます。 

 
 

６ɿ真和志高校の生徒の様子について（授業୴者より） 
ᶅ よいӪڻとࢧわれる఼ 

・ゆい教室の生徒のサポートをすることで、自分に自信がついてきたように感じる。 
・ปをࡠることなくިླྀしている生徒がଁえてきた఼。 
・ゆい教室の生徒の晼なところに、बҕも心が和。通クラスの生徒も、ଡくの৮員にサポ
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ートされている఼。 
・ଡ様な生徒とިわることで、生徒の共生ྙがわれている。ゆい教室の生徒や৮員が入ること
によって生徒も活発になり、ܻ࢙をणけている。 

・いくつかの場面でゆい教室の生徒のことをߡえた行動をしている。 
 になる఼やୌ఼ـ ②

・実技教科なので、҈晩面やίΪの心ഓのݔ念がある。できれͻ一緒にゲームにも入った๏がよ
いが体ྙ面のݔ念もあり、教科としてさらなるもߡえなけれͻならない。 

・真和志高校の生徒が、どう接してよいのかわからͥ、ި ླྀしている様子がݡられない時もある。 
・ؖわりを࣍たせる授業のがೋしい。     ・接触によるίΪ。 

 
 

７ɿ共同学習について、意ݡや感暐、གྷ望等をおبいします。 
・ިླྀを通して、社会に対してࢻが߁がるのはྒྷいとࢧいます。 
・共同学習について、色々としながら授業ఴするචགྷがあり日々ࢾ行ޣࡪである。 
・日頃ভۅ的な真和志高校の生徒ୣが、ゆい教室の生徒にはֶてなく自晨に接している様子が新
晤にうつります。ゆい教室の生徒も和やかなฉҕـで一緒に取り組様子をみてذしくࢧって
います。 

・ؖ われるয়ڱであるのであれͻ、生徒同࢞教えあっている授業も組みࠒみたいとࢧっています。 
・大切なؽ会ͫとࢧいます。 
・ಝに意ࣟすることなく、同じ空間で活動できていることがたり晥の෫ܢとなっているのはඏ
ましい。 

・一緒の教室での学習を通して、お互いにՁかـͰきがあるとࢧいます。ޛ期は、校外学習も入
れながら、学習やިླྀが深まれͻいいなとࢧいます。学習のでـͰいたことがあれͻ、教えて
いたͫきたいです。よろしくおبいします。 

・共同でできることのΠイデΠがないのがೲみです。どのようなことができるのか、Πドώイス
をいたͫけるとঁかります。 

 
 

̖ɿゆい教室の生徒の活動及び共同学習にؖしてどのように感じていますか。 
・ゆい教室の生徒とިླྀするためにຌ校の生徒がࢾ行ޣࡪしながらިླྀ内༲をߡえたり、|相手
のために|というͬ࣍ـをͬ࣍ながら取り組んͫࢡ昁は生徒の成ௗにܪがったとࢧいます。 

・一緒に活動することで、真和志高校の生徒にはྒྷいӪڻしかないのかなと感じます。たͫ、ゆ
い教室の生徒が共同学習を行うでどう感じているのか、楽しんでいるのかは心ഓです。 

・一緒に学ぶ場があることで、お互いの理մが旃と感じる。たͫし、࠴学での学習では、ゆい
教室の生徒にとってྒྷいӪڻがあるとはݶえないとも感じる。Ձかお互い共通の学びができる
うが、事晥にͬ合わせをしたり६ඍする時間が取れない。校外学習はどͬらࢧがචགྷͫと
にもྒྷい学びができたと感じる。 

 
 

̗ɿこれまでのゆい教室の生徒のรԿと、真和志高校の生徒のรԿについてـがついた事をお書き
くͫさい。また、真和志高校の生徒からのๅ等があれͻお書きくͫさい。（৮員） 
・ゆいの生徒は入学ॵ、大きな易やکいଏಁみをしたりと緊張した様子がݡられたが、ۛごろ
はݡれた昿生や生徒をݡるとཱིͬ止まったり、ѭࡲを返してくれるなど、れた様子がݡられ

49



ている。 
・共同学習を行ったり、学校生活でؖわりがある生徒のଡくは、ゆい教室の生徒に༑しく接する
います。一部ഓྂのない、意地ѳな対応をする生徒たͬࢧが芽生えてきているとͬ࣍ـいやるࢧ
の心の成ௗをଇすことがචགྷͫとࢧいます。 

・真和志高校の生徒が、ゆい教室の生徒へのഓྂをする行動がみられた。|ଶってあ͝る|や|ゆͥ
ってあ͝る|など。生徒のには、ゆい教室の生徒をからかう（ͬょっかいを出す）生徒もいて、
 。になったـ

 
 

��ɿそのଠ、意ݡや感暐・གྷ望等、Ձでもかまいませんのでお書きくͫさい。 
・生徒の成ௗはからݡても目をݡ張るものであるが、Վたして共同学習の成Վなのかどうかは
う。次年度もӀきକき通コースがިླྀ学級や共同学習の授ࢧ的・科学的な検証がචགྷͫと؏ٮ
業となっているが、ෳࢳ科・クリエイティブもめ晩体で取り組んではどうか。ࠕ年度はコロナ
のӪڻでౣ৴とのިླྀ学習がほ·実ࢬされなかったが、5� 年度のように旭回ިླྀ学習も行う
となると、֚教科୴のෝ୴は大きいとࢧう。 

年度連携クラスを୴させてきました。/+5ࠕ・ や学級レクなど、୴の昿生๏には大รお旻
になりました。連携クラスの生徒のことについても۬ஔをซいていたり、Πドώイスをい
たり、昑方的にも大รྯまされました。Ձ人も୴がいるようで心کかったです。ゆい教室の昿
生๏には感ः感ःです。もͬろんゆい生徒も、おとなしい生徒のଡいでいや༌やしをڛし
てくれるムードϟーカー的ଚࡑでした。そういう意ັでは間ҩいなく、ゆい教室は真和志にとっ
て大きな役ׄをՎたしているとࢧいます。色々と手の回らないこともଡく、斶し༃ありませんで
した。１年間ຌにありがとうご͡いました。心からおླを斶し͝ます。 

・ゆい教室の生徒とޛࠕもっとިླྀができる仕組みが旝旃されれͻいいなとࢧいます。 
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【 参考資料３ 】 

 

 インクルーシブ教育システムの構築を目指した教育実践の取組 

 

 

令和３年４月号～令和６年２月号までの３年分を集録 

 

「ゆい教室通信」 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和３年４月３０日 第１号 

発行者

★マスク着用 

感染を防ぐために学校でもマスク着用の
練習を日々頑張っています。 

★こまめな手洗い 

手を常に清潔に保つことでウィルスの体
内への侵入を防ぐことができます。教師と
一緒にこまめな手洗い取り組んでいます。 

★３密を避ける 

密閉空間、密集場所、密接場面を避け、
有意義なゴールデンウイークを過ごしま
しょう。      

                        

 

令和３年度４月よりゆい教室がスタートしました。７日には第１号となる生徒が希望に
胸膨らませ、目を輝かせて入学式に参加しました。真和志高等学校の掲示板の「挑戦」とい
う文字の書かれた門をくぐり、毎日登校し、もうすぐ一カ月になろうとしています。ゆい教
室では、「共生社会の形成及びインクルーシブ教育システムの構築に向け、障害のある生徒
と障害のない生徒が共に学ぶ仕組みと、一人一人の教育的ニーズに応じた学習指導の充実
に努める。」という教育目標のもと、「あいさつや返事ができる生徒」「自分自身や相手を大
切にできる生徒」「社会生活に対し、主体的に活動できる生徒」「真和志高等学校の生徒と共
に学び、お互いを尊重し、共に支え合う生徒」を目指して、日々の活動に取り組んでいます。 

 

 

 

コロナ感染症防止対策をしながら、２３日（金） 

那覇市民体育館で新入生歓迎球技大会が行われま 

した。連携学級６組はピンクのクラス T シャツで 

一致団結して、頑張りました。お互いの親睦も深 

まり実りある球技大会でした。 

 

 

５月の行事予定 

３日（月） 憲法記念日 

４日（火） みどりの日 

５日（水） 子どもの日 

７日（金） 胸部レントゲン・心電図検査（５、６校時） 

16 日（日）  PTA 総会（水の１～４校時の授業） 

17 日（月）  代休 

19 日（水）  月の１～６校時の授業 

26 日（水）  木の１～６校時の授業 

27 日（木）  水の１～４の授業、歯科検診（５、６校時） 

 

楽しかった新入生歓迎球技大会 

GWコロナ禍を乗り切る行動 

ブロック！！ 
ナイスサーブ！ 

授業の様子 

理科：光と色について 級友と教室清掃 

音楽：ギターに触れる 

自立活動でパガ

ク着用練習中。 

５秒できました。 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和３年５月３１日 第２号 

号

発行者

                        

 

ゆい教室がスタートしてあっという間に２ヶ月が過ぎました。４月当初は、朝８時５０分
SHR から１６時１０分下校の学校生活に慣れるまで、体力的にも大変でしたが、少しずつ
生活リズムも整ってきたように見えます。 

最近では、廊下をすれ違う時に「おはよう」と挨拶したり、声をかけてきたりする生徒が
増えてきました。 

ゆい教室では、「できることは自分で」という学級目標を立て、自分のことは自分ででき
るように日々取り組んでいます。５月は、連携学級のみんなと「自分の良いところ、直した
いところ」と題し、グループ学習をしました。また、作業学習では野菜を植え、日々観察を
しています。また、新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用練習、手洗い、手指消
毒を継続して頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６月の行事予定 

６／１（火）～６／18（金）まで 

時差登校および分散登校 

９：20開始（１～６校時 45分授業） 

21日（月） 生徒総会（L、月２３４５６） 

23 日（水） 慰霊の日（休日） 

24日（木）  校内研修のため早下校 

木の１２５６の授業 

25日（金）  校内研修のため早下校 

        金の１２５６の授業 

※行事予定は、新型コロナウイルスの感染防止のため

変更する場合があります。ご了承ください。 

 

５月の授業の様子 

コロナ感染症対策パガクゴブミユカ② 

机の消毒中 理科：みんなと動画視聴中 

友達と休み時間のひととき 

「蝶々捕まえたから
どうぞ」 

野菜の苗植え 

一緒に移動しよう～ 

マ
ス
ク
を
し
て

買
い
物
学
習
中 

入
室
時 

マ
ス
ク
着
用 

で
き
ま
し
た
！ 

プール学習 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和３年７月１2 日 第３号 

号

発行者

                        

 

太陽が照りつけ、沖縄に本格的な夏が到来し、朝からセミの大合唱が聞こえてきます。 

７月 12日からゆい教室は通常登校になり、８時 50分 SHRスタートです。朝の登校時間
の変更で生活リズムも変わり、慣れるまで少しかかると思いますが、早寝、早起き、朝ごは
んで、夏バテ防止をし、感染症対策をしながら体調を整えていきましょう。 

さて、ゆい教室では７月５日（月）～７月 16日（金）まで晥期校内実習を行っています。
キャリア教育の観点から、個に応じた課題や役割を果たすことで意欲や生きる力を旁につ
け、社会参加と自立及び豊かに生活する力を育むことをねらいとし取り組んでいます。実習
は、感染症対策を行い、校内昍暒や地域昍暒、体力作り、生産活動、交流及び共同学習を計
画して順調に 1週目を終えることができました。 

９日（金）には、みらい福祉科の生徒の皆さんと交流及び共同学習をしました。みらい福
祉科の皆さんが企画立案した３つの学習（ベットメイキング、車椅子の移乗、衣服の着脱）
を一緒に行いました。お互いコミュニケーションをとるうちに、徐々に緊張もほぐれ、授業
の終わりには、みんな笑顔でした。みらい福祉科の皆さんとゆい教室の共同学習は、とても
充実した有意義な体験活動になりました。 

実習２週目も熱中症対策をして、コロナウイルス感染防止に努め、マスク着用練習、手洗
い、手指消毒も継続して取り組み、一回り昅長した姿で夏休みに突入できるよう頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

７月・８月の行事予定 

７／１２（月）より通常登校８時 50分 SHR 

★７／５（月）～７／16（金）晥期校内実習  

12 日 (月)  50分授業 16時 10分下校 

13日（火） 50分授業 16時 10分下校 

14日（水） 45分授業５校時 14時 45分下校 

15日（木） 45分授業５校時 14時 45分下校 

       ★保護者面談 

16日（金） 45分授業６校時 15時 40分下校 

            生徒会長晟挙（５校時） 

21日（水） 交通安晩講話（４校時） 

      夏季休業晥晩体集会（５校時） 

７／22（木）～８／24(火)夏季休業日 

★８／25（水）（LHR、水の２３４） 

前期校内実習の様子 

 

菜園整備 地域昍暒 

衣服の着脱 介護用電動ベッドの暕作 

国語表現：自己アピールをスライドで発表 

スライドで発表発表

リサイクル活動 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策 

マ
ス
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
③ 

手
洗
い 

チ
ェ
ッ
カ
ー 

手洗い後、汚れが残っていないか確認中 

スライドで発表発表
マスクをして弁当購入へ 

スライドで発表発表

 

車
椅
子
の
広
げ
方
を 

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和３年１０月１日 第４号 

号

発行者

                        

 

秋分の日を過ぎ、暦の上では１０月になりました。朝夕の暑さも少しずつ和らぎ過ごしや 

すい季節がやってきました。 

今日は前期終業式です。夏休み明けは、コロナ禍で時差登校や分散登校となり、日程変更
やリモートでの SHRや授業実施と初めてのことをいろいろ経験しました。 

１０月４日（月）は秋休みです。５日（火）から後期が始まります。前期で頑張ったこと
をご家庭でも振り返り、後期へ向けて激励の言葉をかけていただけると、やる気もアップす
ると思います。秋休み明けには後期の目標を立て、一緒に取り組んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

１０月の行事予定 

1日 （金） 前期終業式 12時 35分下校  

4日 （月）  秋休み 

5日 （火） 後期始業式 

6日 （水）  月曜日の時間割 

14日 （木）  ５・６校時 LHR前日準備 

15日 （金）  真和志フェス 

19日  (火）  オープンスクール３校時まで 

       12時 20分下校 

28日（木）   性・人権講話（１校時） 

       新人大会等激励会  

８月・９月の授業の様子 

・の様子  

リモート学習：子ども文化 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策 

マ
ス
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
④ 

 前期よく頑張りました！！４月は場所や人、授業に慣れる

ことで忙しい時期でしたが、今は連携学級の友達や同じ授業

の友達と挨拶を交わしたり、同じグループに誘われたりとお

互いに気持ちが打ち解け合っているように感じます。 

 オンライン授業でも画面から顔を見せたり、返事をしたり

と、今まで経験できなかったことを真和志高校のみんなと経

験しましたね。 

 後期もたくさんの経験をたくさんの人達と積み重ねてい

きましょう！！              担任より 

先生の手本を見ながら、 

マスクのゴムを耳にかけています。 

野菜の水やり・観察 

体育：卓球 LHR：真和志フェスについてテーマ決め 総合探究：ライフキャリアすごろく 

じゃんけん 

ポン！！ 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和３年１２月７日 第５号 

号

発行者

                        

 

師暫を迎え、2021年も残すところわずかとなりました。ゆい教室では、後期が 10月５日 

からスタートし、真和志フェス、環境学習、芸術鑑賞会、マナー講座といろいろな行事にも
参加し、充実した学校生活を過ごすことができました。 

また、11月 8日～11月 19日までの２週間は、後期就業体験をしました。就業体験中は、
「挨拶をする」「時間を守る」という２つの目標を立ててがんばりました。前期就業体験よ
り活動する時間が長くなりました。周りの先生方や友達からの易かけに挨拶もたくさんし
ました。就業体験を通して、働くことについて考える良い機会となりました。 

12月は今年 1年を振り返り、自分自旁や友達の良かったところをお互いに褒め合い、2022

年の目標を立てていきましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

１２の行事予定 

1日 （水） マナー講座  

２日 （木）  歯科検旀 

７日 （火） クリエイティブ卒業記念展 

～12日（日） 

８日（水）  顔写真撮影 

21日（火） 交通安全講話 

22日（水） クラス写真撮影 

24日（金） 冬季休業前全体集会 

25日（土） ～１／５（水）冬季休業 

授業の様子 

 入学式から 9 ヶ月！4 月から色々なことにチャレ
ンジしてきましたね。昅長を感じる場面がたくさん
あります。級友との関わりも増え、お互いの笑顔も
多く見られるようになりました。 

これからも、楽しい学校生活を暬りましょう。 

                  副担任より 

真和志フェス 

スタンプラリー 

コロナ感晎症対策マスクチャレンジ⑤ 

環境学習 後期就業体験：校内昍掃 

収
穫
し
た
ニ
ラ
で 

ヒ
ラ
ヤ
ー
チ
ー
作
り 

仮装コンテスト 

みらい福祉科とボッチャに挑戦 

首里城および周辺の史昮巡り 

旃路学習：カフェ体験 

一口飲んで

「苦い…」 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年２月８日 第６号 

号

発行者

                        

 

暦の上では立春を迎え、残すところ 2か月となりました。今週から通常登校になり、 

生徒はコロナ感染症対策をしながら、これまで学習してきたことのまとめに入っています。  

後期の後半は、進路決定者による進路講話、体育の授業でダンス発表会、予餞会（動

画視聴）、ワックス作業、卒業式、修了式などの行事があります。さまざまな行事を終

えるたびに、ゆい教室の生徒も少しずつ変化している姿が見られます。残り少ない日々、

手洗い、うがい、マスク着用を心がけ、たくさん笑って免疫力アップに取り組んでいき

ます。そして、今年度の目標は達成できたかを振り返り、２年次に向けての準備をして

いきます。 

１年次の登校日数は、あと２４日。光陰矢の如しです。一日一日大切に過ごしていき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

２の行事予定 

７日 （月） 水の授業・予餞会 

11日（金） 公休日（建国記念の日） 

14日（月） 月の３４５６の授業 

13時 20分下校  

16日（水）  環境について・ワックス作業 

23日（水） 公休日（天皇誕生日） 

24日（木） ５校時まで 15時 10分下校 

       保護者面談 

25日（金） ４校時まで 13時 20分下校 

28日（月） １～４校時まで 

卒業式会場昶営・予行演習 

授業等の様子 

スバーシⅡ校外学習（バポンィ）に参加 

子ども文化：オンライン学習 

校外学習で郵便局を利用 

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策 

マ
ス
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
⑥ 

休み時間に腕相撲 

教室清掃 

体育：コンス発表会 

みらい福祉科と島尻特別支援学校の 

交流及び共同学習にゆい教室も参加 

 （ゴビくぐりにゴブレンカ） 

不織布マスアの着用が

少しずつできるように 

なってきました。 
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卒業式会場設営及び全体清掃 

県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年３月２３日 第７号 

号

発行者

                        

 

心地よい風が吹き、春の訪れを感じるようになりました。本日は今年度の修了式です。
令和３年度が終わり、次の学年へ進級、新しい出発が待っています。コロナ禍で、これま
での生活が一変し、我慢しなければいけないことも多くありました。その中でも、いろい
ろな工夫をし、高校生活を過ごすことができました。この１年間よく頑張りました。 

保護者の皆様からのご支援・ご協力に心より感謝申し上げます。また、４月に元気な顔 

で会える日を楽しみにしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

※３／２４（木）～４／６（水）春休み 

４の行事予定 

７日 （木）前期始業式・就任式（式服）  

11日 （月）尿検査（～13日） 

14日 （木）校医検診・身体測定 

15日 （金）HR役員認証式、対面式 

20日 （水）新入生歓迎球技会 

25日 （月）家庭訪問 

26日 （火）家庭訪問 

28日 （木）１・２年校外学習 

授業の様子 

一年次修了おめでとうございます。４月と
比べ、心も体も大きく成長したように見えま
す。連携学級や各教科の授業では、笑顔で過
ごしている姿を見て、頼もしく感じます。二
年次でも自分のできることを増やすととも
に、やってみたいことに挑戦していきましょ
う！ 

担任より 

国語表現基礎（中身はなに？） 

コロナ感染症対策 

マスクチャレンジ⑦ 

ワックス作業 

子ども文化（フェルトで小皿作り） 

器楽（バイオリン） 地域清掃 地域マップ作り（識名園）

不織布マスクで 

即席みそ汁作り 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年５月号 

号

発行者

                        

 

ゴールデンウィークが明け、新年度スタートから早１ヶ月、HR 役員認証式、対面式、新
入生歓迎球技大会と行事を通してお互い緊張もほぐれ、高校生としての自覚も芽生えつつ
あるようです。そろそろ新学期の疲れが出てくる頃です。新型コロナウイルス感染症対策を
しながら、体調を整えて活動していきましょう。 

 これから、ゆい教室通信を通して１、２年次の共同学習の様子をお伝えしていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

５月の行事予定 

２日（月）胸部レントゲン・心電図検査（1 年） 

３日（火）憲法記念日 

4 日（水）みどりの日 

５日（木）こどもの日 

９日（月）木の授業 

22 日（日）水の１２３４校時  PTA 総会 

23 日（月）代休 

24 日（火）高校総体等激励会（６校時） 

25 日（水）木の授業 

26 日（木）水の授業、歯科検診 

器楽：オリエンテーション国語表現基礎：自己紹介 

共同学習の様子 

・の様子

真和志スタンダード（1 年） 

HR 役員認証式、対面式 

１年校外研修：平和祈念公園 

２年校外研修：平和祈念公園・沖縄ワールド 

新入生歓迎球技大会 １回戦 １・2 年連携学級対決 

地域のパン屋さんへ校外学習
学習 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年６月号 

号

発行者

５月 22 日（日）、授業参観・PTA 総会が行われまし

た。生徒達も授業参観を心待ちにしていて、保護者の皆

さんが教室にいらしたときには、とても喜んでいました。

コロナ禍で限られた時間の実施でしたが、共同学習の

様子を見ていただくことができ良かったです。 

 ６月に入り、雨の日が続いています。気温が上昇し、湿

度も高く、体温調節が難しい時期です。ご家庭でも体調

管理のご協力をよろしくお願いします。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

６月の行事予定 

1日(水)慰霊の日統一 LHR(１，２校時) 

2日(木)45分授業１５時４０分下校  

1０日(金)人権の日 

1５日(水)職業体験授業（５，６校時） 

１６日(木)野球部激励会 

１７日（金）生徒総会（１，２校時） 

         防災訓練（６校時） 

2３日（木）慰霊の日 

２７日(月)校内研修１３時２０分下校 

２８日(火)校内研修１３時２０分下校 

３０日(木)校医検診・身体測定（５，６校時） 共同学習の様子 

・の様子

数学基礎：指名された問題の解答中 

国語表現基礎：一緒に音読 

体育：卓球練習 

歯 科 検 診 

高校総体等激励会 

ゆい教室：家庭（ご飯の炊き方） 

おにぎり作り 

見
て
～
上
手
に
で
き
た
よ 

国語表現基礎：ペアワーク 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年 7 月号 

号

発行者

                        

 

沖縄に本格的な夏が到来し、暑い日が続いています。ゆい教室では、熱中症対策、コロナ
感染症対策をしながら、7月４日（月）～７月 15日（金）まで前期就業体験を行いました。
就業体験は、キャリア教育の観点から、個に応じた課題や役割を果たすことで、社会参加と
自立および豊かに生活する力を育むことをねらいとし取り晽んでいます。1年生にとっては
初めての就業体験、２年生にとっては 3回目の就業体験でした。 

農園芸では、ニラやゴーヤーの観察、水やり、収穫、バジルの種取り、販売等の体験をし
ました。トータルクリーニングでは、玄関前通路の清掃や教室清掃を行い、技能検定メンテ
ナンス部門テーブルふきの練習をしました。座学では、場面ごとのいろいろな挨拶について
学習しました。ご家庭でのご協力のおかげで、無事に 2 週間最後までやり旤げることがで
きました。ありがとうございました。 

また、７月 11日（月）、12日（火）には、地域のふれあいデイサービス利用者の方々と
の交流学習に行ってきました。最初に自己紹介をし、高齢者の方々と健康体暕をしながら、
コミュニケーションを取り、生徒達にとって楽しく、充実した体験的活動になりました。こ
の交流体験を通して、地域の旆々との関わりに関心をもつ機会になったと思います。 

前期の前半が終わり、いよいよ夏休みです。暖寝暖起き、朝ごはんで、夏バテ防止をし、
感染症対策をしながら有意義な夏休みにしていきましょう。 

                             ７月・８月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期就業体験終了！いよいよ夏休み 

７／４（月）～7/15（金）前期就業体験 

7/15（金）生徒会長選挙 

７／１８（月）海の日 

7/19（火）１．２校時 性教育講話 

保護者面談① 

7/20（水）保護者面談② 

7/21（木）夏季休業前全体集会 

7/22（金）～8/29（月）★夏季休業日 

8/30（火）１校時：夏季休業明け全体集会 

２校時：真和志トェスティッル 

の取り組み、火の３４５６校時 

8/31（水）月曜日の授業 

時）

７／ （木）～８／ 火 夏季休業日

★８／ （水）（ 、水の２３４）

前期就業体験の様子 

協力しながら鉢洗い ナランゲー運び 

玄関前通路清掃 

ゴーヤー収穫 

地域のふれあいズイサーテス利用者の方々と健康体操 

※夏季休業前、夏季休業明け

全体集会は、式服着用です。 

準備よろしくお願いします。 
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歩
き
に
く
い
よ
～ 

事前学習：高齢者の疑似体験中 地域のふれあいズイサーテス利用者の方々とゲオル体操 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

地域のふれあいズイサーテスの方からお土産をいただきました（古波蔵むつみ会館にて） 

 朝の SHRの様子（連携学級４組） 清掃時間のひとコマ（連携学級12組） 

掃除しよう～ 

日頃の感謝の気持ちを込めて、大切に育て収穫したゴーヤーやゾラをナレゼンセしました💛次回から職業の時
間に販売学習も行っていく予定です。その際には、ご協力よろしくお願いします。 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年９月号 

号

発行者

                        

 

朝夕の暑さも少しずつ和らぎ過ごしやすい季節がやってきました。前期も残すところ３ 

週間となりました。夏休み明け全体集会は、コロナ禍で各ＨＲ教室にて校内放送でおこなわ
れました。生徒達は「夏休み楽しかった～。」と夏休みの出来事を報告してくれました。 

９月 30日は前期終業式となっています。今月は前期の振り返りを行い、後期に向けての
目標や計画を立てて行く予定です。後期には、真和志フェスティバルという大きな行事があ
ります。生徒達は真和志フェスティバルに向けた取り組みを学級でおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

１０月の行事予定 

３日 （月） 秋休み①  

４日 （火）  秋休み② 

5日 （水） 後期始業式 

12日 （水）  真和志フェスティバルの取り組み 

19日 （水）  真和志フェスティバルの取り組み 

21日  (金）  真和志フェスティバル 

22日  (土）  真和志フェスティバル・後夜祭 

24 日  (月)   代休 

25日 （火）  月の授業 

27日 （木）  人権講話  

 

８月・９月の授業の様子 

・の様子

 

９月の行事予定 

２日 （金） 野球部激励会（昼ＳＨＲ）  

８日 （木） 英語力テスト（６校時） 

22日（木）  ゆい教室説明会・真和志高校オープ

ンスクール（45分授業１～３校時） 

12時 10分下校 

26日 （月） 木の授業 15時 10分下校 

28日 （水） ＬＨＲ：真和志フェスティバルの取り組み 

29日  (木） 月の授業 真和志高校前期卒業式（午後） 

13時 25分下校 

30日（金） 前期終業式 

 

時 分下校

日（木） 性・人権講話（１校時）

新人大会等激励会

体育：サッカー ろく 

陶芸：素焼きに上薬を塗っている様子 

ウチナーカルタ 沖縄の音楽： 三線（海の声） 

国表：一文ずつ音読する様子 

63



   

 

県立真和志高等学校ゆい教室 

令和４年１１月号 

号

発行者

                        

 

 

 

ゆい教室では、10月５日より後期が始まりました。今年は真和志フェスティバルが 2日 

間開催され、入場昀限はありましたが、保護者も来場することができ、舞台、展示、出店と
大昐況でした。１年次は、『オズの魔法使い』の映像昀作、2 年次は「プラネタリウム」展
示に向けて連携学級のみんなと共に協力し、最後までやり旤げることができました。 

 11月９日から 22日までは後期就業体験です。生徒達は、自分に合った旃路について考え
たり、健康管理や旁だしなみ、マナーについて気をつけたりしながら、一人ひとり目標を立
てて取り組んでいます。ご家庭でも体調管理へのご協力や激励等よろしくお願いします。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

あ～ 

ブルース・リーだ

だ♬

１1月の行事予定 

３日 （木） 文化の日  

９日（水）～22日（火） 後期就業体験 

11日（金） 45分授業  15時 40分下校 

14日（月）～18日（金）グリーンデー募金 

23日 (水)   勤労感謝の日 

24日（木）  校外学習（環境学習） 

       ～体力向上を兼ねて～ 

25日（金）  校外学習 （買い物学習） 

～

10月・11月の授業の様子 

・の様子

後期就業体験（校内） 

後期就業体験（校外）：あやかりの杜 

2年展示（プラネタリウム）受付係 

国語表現基晸：晅柳 子ども文化：昵り紙 

全校生徒で環境学習 

真和志フェスティバル １年オズの魔法使い（映像）舞台挨拶 

令和４年度「家庭の日」 

絵画・ポスターコンクール 

宮里日和さん 

おめでとうございます。

「
考
え
る
な
！
感
じ
ろ
！

」 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年２月号 

号

発行者

                        

暦の上では立春を迎え、残すところ２ヶ月となりました。後期の後半は、進路決定

者による進路講話、体育の授業でダンス発表会、スポレク大会、予餞会、ワックス作

業、卒業式、修了式と行事が盛りだくさんです。ゆい教室の生徒達も行事への参加を

通して、それぞれ少しずつ変化している姿が見られます。残り少ない日々、インフル

エンザやコロナに負けないように体調を整え、手洗い、うがい、マスク着用を心がけ、

たくさん笑って免疫力アップに取り組んでいきます。 

授業では、これまでの学習の振り返りを行い、年度の最終月である３月へとつない

でいく準備をしていきます。ご家庭でも引き続き、ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陶
芸 

２の行事予定 

6日 （月） スポレク・予餞会 

7日 （火）  水の授業 

2年県内外企業職業講話 

8日 （水）  火の授業 

15日 （水）  環境について・ワックス作業 

23日 （木） 公休日（天皇誕生日） 

24日 （金） 金の１～５校時まで 

       15時 10分下校 

27日 （月） 月の１～４校時まで 

13時 25分下校 

28日 （火）   火５・６校時、卒業式会

場設営、予行演習 

授業等の様子 

首里金城の大ゕゞァ 

家庭科：゛プムン作り 子ども文化：プボ板作り 

首里城周辺史跡散策 金城町石畳道 

令和４年度 家庭の日 

絵画ポスターコンクール 

最優秀賞 宮里日和さん 

優秀賞  上原拓巳さん 

優良賞  仲村伊織さん 

受賞おめでとうございます！ 

 

恋する 

フ゜ーチヘンアザ゠ー 

体育：コンス発表会 

゛エー 

コソヒザア琉球 本番に向けて練習中 

手
び
ね
り
の
器
を
作
り
ま
し
た
♪ 
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校外学習：道の駅かでな見学 

県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年３月号 

号

発行者

                        

ネクストステージへ！ 

WBC日本代表「侍ジャパン」が旻界一に輝き、歓喜に満ちあふれる中、本日、修了式を
むかえました。皆さんには、次の学年へ進級、新しい出発が待っています。１年前と比べて、
努力することや我慢すること、挑戦すること、だれかを思いやること、いろいろなことがで
きるようになりました。高校生活の中で、今しかできない貴重な時間を過ごすことができま
した。春休みも一日一日を大昱に過ごし、また、４月に元気な顔で会える日を楽しみにして
います。 

保護者の皆様、１年間ゆい教室へのご理解ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。次年
度も引き続き、ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

※３／２５（土）～４／６（木）春休み 

４の行事予定 

７日 （金）前期始業式・就任式（式服） 

入学式（午後）  

1０日（月）学級開き 

11日（火）尿検査（～13日） 

14日（金）HR役員認証式、対面式 

20日（木）校医検診・身体測定 

21日（金）新入生歓迎球技大会 

2４日（月）～２６日（水）家庭訪問 

2７日（木）１年宿泊学習（１日目） 

28日（金） １年宿泊学習（２日目） 

２・３年校外学習 

２・３月の授業等の様子 

 

真和志高校 儀間校長先生より 

伊織さん、拓巳さん、日和さん、進級おめでと
うざいます。この一年、新しい仲間との関わりや
昿生方のご指導、授業や行事等を通じて大きく成
長することができましたね。よく頑張りました。 

４月には、また新しい出会いがあります。仲間と
の関わりの中で、皆さんの“晦き個昄”をもっと輝
かせていってほしいと思います。 

  

理科：空気の流れの実験 連携学級：ワックス作業 校外学習：識名園見学 

校外学習：郷土の自晨環境観察 卒業生のために卒業式会場設営 

日教弘の支援事業助成金を頂

き本や教材が届きました。 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年５月号 

号

発行者

                        

新しい学年がスタートしてもうすぐ２か月！！ 

ゆい教室では新入生を迎え、３学年そろっての活動や共同学習と、日々活気にあふれています。

４月には対面式、新入生歓迎球技大会、１年生の宿泊学習、２・３年生は校外学習とさまざまな行

事がありました。行事を通して、だんだん緊張もほぐれ、楽しそうに会話したり、お互い協力したり

する姿も見られるようになりました。そろそろ新学期の疲れが出てくる頃です。早寝、早起き、朝ご

飯を心がけ、体調を整えて活動していけるようにご家庭でも引き続きご協力よろしくお願いします。 

これからゆい教室通信を通して共同学習の様子をお伝えしていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

  

国語表現：ペアで電子辞書を活用し漢字調べ中 

４月・５月行事や授業の様子 

・の様子

始業式・就任式 

新入生歓迎球技大会 １年と３年連携学級対決 

職業：大昱に育てて収穫したニラを計量・販売学習中 

ＬＨＲ：学級目標をみんなで話し合い中 入学式 

 

１
年
宿
泊
学
習 

糸
満
昛
少
年
の
家 

 

ア
タ
ッ
ク
～
！ 
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(3)ゆい教室における取組「ゆい教室通信」



   

 

 

 

 

 

 

２年校外学習：平和祈念公園 

６月の行事予定 

１ 日（木）15：50下校 

７ 日（水）３年総探「進路フェスタ」 

８ 日（木）薬物講話（５・６校時） 

14日（水）１年総探職業体験授業  

３年個人撮影、「進路フェスタ」振り返り   

16日（金）生徒総会（１・２校時）野球部激励会 

          防災訓練（６校時） 

21日（水）平和学習（１・２校時）／金の５６１２ 

23日（金）慰霊の日 

26日（月）～７／７（金）前期就業体験 

28日（水）３年総探スーツ着こなし講座 

日（月）代休

日（火）高校総体等激励会（６校時）

日（水）木の授業

日（木）水の授業、歯科検診

３年校外学習：昕原きらきらビーチ 

校外学習：名護博物館 
仏壇を見るとウートート沖縄はどこかな？ 

「友の会」の方から昔の玩具作りを 

教えてもらいました。 
見て～そうめんチャンプルー♪ 

授業参観・ＰＴＡ総会へのご参

加ありがとうございました。 

ご多忙の中、出席していた

だき、ありがとうございました。 

授業参観では、生徒達が、

保護者の方に少しでも良い姿

を見てもらおうと頑張っている

様子をご覧になることができ

たかと思います。さらに、生徒

達が成長していけるように職

員一同取り組んでいきたいと

思います。今後ともご協力よろ

しくお願いします。 

友達や昿生と語り合い中 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年 ６月号 

号

発行者

 

                        

 

 

梅雨が明け、沖縄に本格的な夏が到来しました。 

ゆい教室では６月 26 日（月）～７月７日（金）まで前期就業体験が行われます。就業体験中

は、将来の進路や働くことについていろいろな学習をします。また、体験的活動を通して自分自

身を見つめ、自分に必要な力について考え、卒業後はどんな生活を送りたいか考える機会にす

ることをねらいとし取り組んでいきます。 

2 週間、熱中症対策をして体調に考慮しながら実習を行っていきます。ご家庭でも登校前、

帰宅後の健康観察のご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

７月の行事予定 

 

★6／26（月）～7/7（金）前期就業体験  

 

６日(木)     校外学習 

７日（金）    校外学習 

10日（月）  月の 1246校時 

13時 25分下校 

11日（火）  火の１２３４校時 

13時 25分下校 

17日（月）  海の日 

18日 （火 ）     火の１２５６交 通安全講話 （５校 時 ） 

      15時 10分下校  

保護者面談①  

19日（水） 生徒会長選挙 

      15時 10分下校 

 保護者面談② 

20日（木） 性教育講話（１・２校時） 

保護者面談③ 

21日（金） 金の１２５６行Ｌ 

夏季休業前全体集会 

※7/22日（土）～8/31(木)夏休み  

生徒会長晟挙（５校時）

日（水） 交通安全講話（４校時）

夏季休業前全体集会（５校時）

７／ （木）～８／ 火 夏季休業日

★８／ （水）（ 、水の２３４）

授業や行事の様子 

生徒総会 平和教育講演会（ワークショップ） 

道徳：いのちの大切さについて考える 

国語表現：文のつなぎ方 

スライドで発表発表

前期就業体験はじまる 

お腹の赤ちゃんへやさしく歌いかける

く

 

就
業
体
験
１
日
目 

英語会話：発表 Kahoot!でゆい教室紹介 

 
器
楽 

 

沖
縄
の
音
楽 

 

ゆ
い
教
室
を
代
表
し
て
発
表 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年 7 月号

号

発行者

                        

 

2週間の前期就業体験が終わりました。ご家庭でのご協力のおかげで、生徒達は最後まで
やり旤げることができました。ありがとうございました。 

いよいよ夏休みです。41日間の夏休みは、長いようであっという間に過ぎてしまいます。
計画を立てて有意義な夏休みにしていきましょう。 

 

                             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

前期就業体験を終えて いよいよ夏休み！ 

 

 

7/22（土）～８/31（木）★夏季休業日 

９/１（金） １校時：夏季休業明け全体集会 

               新生徒会役員認証式 

     LHR：真和志トェススィバルの取り組み 

9/13（水）  総：（１･２年）アボカルセガイダンス 

9/15（金）  15時 10分下校 

9/18（月）  敬老の日 

9/19（火）  月の授業 

9/22（金）  金の１２３（45分授業） 

           オープンスクール 

9/27（水）   LHR：真和志トェススィバルの取り組み 

9/28（木）   木の１２３４ 

前期卒業式（午後） 

9/29（金）   金１２５６行事 LHR   

            前期終業式 

 

前期就業体験の様子 

生徒会長選挙 交通安全講話（Zoom） 

9月の行事予定

定 

道徳：みらい福祉科のみんなとウミヘゾイーオペンモーク 

共同学習や行事の様子 

沖縄の音楽：三線のススセ 

窓ガボスの清掃 

腐葉土作り 

ゾボの収穫・販売学習 

買い物学習 

数学活用：パザゴ棒パズル 

公共交通機関の利用の仕方 

ブロザク運び 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年９月号発行 

号

発行者

                        

～前期終了～ 

朝夕の暑さも少しずつ和らぎ過ごしやすい季節がやってきました。今日で前期が終わり 

ます。学校での活動は、コロナ禍前の活動が少しずつ戻ってきて、体育館で全体集会や総合
的な探究の時間にアラカルトガイダンスが行われました。後期には、真和志フェスティバル
という大きな行事があります。生徒達は真和志フェスティバルに向けた取り組みを各学級
でおこなっています。また、11月には後期就業体験が予定されています。1年生は、2回目
の校内実習、２年生は初めての校外実習へ、３年生は卒業後の進路に向けた取り組みをして
いきます。２日間の秋休みは、ご家庭でも、前期の様子を是非聞いてみてください。実りの
秋、生徒達の心も身体もぐんぐん成長してくれることだと思います。後期に元気な顔でお会
いできることを、ゆい教室職員一同楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

１０月の行事予定 

２日 （月） 秋休み①  

３日 （火） 秋休み② 

４日 （水） 後期始業式、後期 HR役員認証式 

19日（木） 真和志トェススィバルの取り組み 

            リヂーエル 

２０日（金）  真和志トェススィバル（校内） 

21日(土）  真和志トェススィバル・後夜祭 

23日(月)   振替休日 

24日（火）  月の授業 

27日（金）  真和志高校創立記念日、 

新人大会等激励会  

 

1年 LHR：席替え 

三線（島人ぬ宝） 

夏季休業明け全体集会 

２年 LHR：真和志ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ準備 ３年 LHR：みんなで談笑中 

 

９
月
の
授
業
の
様
子 

１・２年ｱﾗｶﾙﾄｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

英語会話 」 

数学活用 
保育基礎：家庭の日ポスター作り 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年１１月号 

号

発行者

                        

 

 

 

ゆい教室では、10月５日より後期が始まりました。今年は入場制限なしで真和志フェス 

ティバルが 2日間開催されました。１年次は、舞台の部で『M―ステ』と題し、クラスのみ
んなで練習を重ねダンスを披露しました。2年次は、SDGsを意識した「キーホルダー・ア
クセサリー」製作をしました。大好評でお客さんが次から次に入場され、生徒からは「忙し
かったのですが、頑張りました。」という声が聞かれました。３年次は、かき氷とぜんざい
の出店をし、テント設営、ポスター作り、販売までやり遂げることができました。真和志フ
ェスティバル後には、後夜祭もあり、みんなで一つになって行事を作り上げたことで、絆も
深まり喜びに満ちあふれた表情をしていました。 

 11 月９日からは後期就業体験が始まります。生徒達は、前期就業体験を生かし、卒業後
の進路について考えたり、健康管理や身だしなみ、マナーについて気をつけたりしながら、
目標を立てて取り組んでいきます。ご家庭でも体調管理へのご協力や激励等よろしくお願
いします。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

   

１1月の行事予定 

３日 （金）文化の日  

９日（木）～22日（水） 後期就業体験 

1３日（月）～1７日（金）グリーンデー募金 

2３日 (木)   勤労感謝の日 

24日（金） 45分授業 15：30下校 

29日（水） 芸術鑑賞 

真和志フェスティバルの様子 

・の様子

３年かき氷・ぜんざい販売 

1年「M―ステ」みんなでピーマン体操 

２年 キーホルダー・アクセサリー製作 レジン固めるライト係 

キーホルダー・アクセサリー作り

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
～ 

真和志フェスティバル 心に響け！「島人ぬ宝」（器楽合奏） 

 

授
業
で
取
り
組
ん
だ
曲

を
約
90

名
で
心
を
ひ

と
つ
に
演
奏
を
披
露
♫ 

タイムス第 71回全琉小・中・高校 

図画・作文・書道コンクール 

【図画の部】 

最優秀賞：宮里 日和さん 

優良賞：上原 拓巳さん 

ご入賞おめでとうございます。 
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保護者の皆さまへ 

お忙しい中、進路面談へ足を運んでくだ
さり、ありがとうございました。引き続
き、子ども達の更なる成長に尽力してい
きますので、ご協力よろしくお願いします。 

県立真和志高等学校ゆい教室 

令和５年１2 月号 

号

発行者

保 

                        

 

 

 

師走を迎え、2023 年も残りわずかとなりました。ゆい教室では、後期が 10 月４日 か
ら始まり、真和志フェスティバル、芸術鑑賞会（津軽三味線あべや）、マナー講座、人権
講話、献血講話、M3 チャンピオンと全体での行事や学年行事に参加し、2023 年充実し
た学校生活を過ごすことができました。 また、11 月９ 日～11 月 22 日までの２週間
は、後期就業体験をしました。就業体験中は、それぞれ目標を立ててがんばりました。周
りの先生方や友達からの声かけに挨拶も上手になりました。就業体験を通して、卒業後の
ことや働くとはどういうことか考えることができました。後期就業体験後には、頑張った
こと、これから自分に必要なことを発表し合い、振り返りました。2024 年も、一人ひと
りが精一杯自分の力を出し、輝いてくれることを願っています。 

  

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

１月の行事予定 

12/26（火）～1/８（月）冬季休業  

1/9（火）冬季休業明け集会（式服） 

1/17（水）水 12345授業 15：10下校 

1/18（木）木 234授業 12：25下校 

1/19（金）金 12346授業 15：10下校 

1/23（火）火 12345 15：10下校 

1/24（水）1.2年進路内定者講話   

3年金融講話 

校外実習の振り返り作成中 

後期就業体験の様子 

・の様子

共同学習や行事の様子 

・の様子

人権講話：「夢をあきらめない」 

校内実習：ニラ販売学習 校外実習：パン販売 校内実習：水やり 

芸術鑑賞会：津軽三味線あべや 

総探：マナー講座 

３年：献血講話 

ダ
ン
ス
発
表
会 
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県立真和志高等学校ゆい教室 

令和６年２月号 

号

発行者

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「1月は行く、２月は逃げる、３月は去る」といわれるよ

うにあっという間に１月が終わり、暦の上では立春を迎え

ました。後期の後半は、進路決定者による進路講話、金融講

話、スポレク、予餞会、卒業式、修了式と行事が盛りだくさ

んです。授業では、これまでの学習の振り返りをしながら、

一日一日を大切に過ごしていきたいと思います。ご家庭で

も引き続きご協力よろしくお願いします。 

 

２の行事予定 

6日 （火）スポレク・予餞会 

7日 （水）水１２総総水３４ 

１年職業を知る 

２年県内外企業職業講話 

３年環境について・ワックス作業 

９日 （金）45 分授業 15：30下校 

11日 （日）公休日（建国記念の日） 

12日 （月）振替休日 

14日 （水）環境について・ワックス作業 

15日 （木）月の授業 

21日 （水）金の授業 

22日 （木）12563校時 15：10下校 

23日 （金）公休日（天皇誕生日） 

26日 （月）１～４校時まで 

      13時 25分下校 

29日 （木）１・２校時、卒業式会場設営、

予行演習 

行事や授業等の様子 

スポレク：集計係 スポレク：バレーボール 

冬季休業明け全体集会 ２年総探：進路ガイダンス 

１年体育：持久走 環境学習（公園の自然観察） 

令和５年度 家庭の日 

絵画ポスターコンクール 

優秀賞  上原拓巳さん 

受賞おめでとうございます！ 

一日一日を大切に 

試合の合間にみんなで談笑中 
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沖縄┴❧㧗➼学ᰯࡿࡅ࠾沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊ศ教室

㸦ࡺい教室㸧設⨨ಀࡿㄪᰝ◊✲ᐇ施せ⥘

௧㸱ᖺ㸱᭶��᪥ 教育㛗Ỵ

第㸯 ㊃᪨

ඹ生社会のᙧᡂࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥࠊࡅྥ教育࣒ࢸࢫࢩのᵓ⠏をᅗࠊࡵࡓࡿ沖縄┴❧㧗

➼学ᰯ㸦௨ୗࠕ㧗➼学ᰯ 㸧ࡿࡅ࠾㞀ᐖのࡿ࠶生ᚐ㞀ᐖの࡞い生ᚐࡀඹ学ࡪ組ࠖࡳ

┴沖縄ࠊࡵࡓ࠺⾜のㄪᰝ◊✲をࡵࡓࡿࡍを保㞀ࡧ学ࡓࡌᛂࢬ࣮ࢽ一人一人の教育ⓗࠊ

❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊ศ教室㸦௨ୗࡺࠕい教室ࠖい࠺ 㸧を設⨨ࠊࡋㄪᰝ◊✲をᐇ施ࠋࡍ

ࠋࡿࡼࢁࡇࡿࡵᮏせ⥘のᐃࠊࡣい࡚ࡘ➼ෆᐜࡧ設⨨の┠ⓗཬࠊࡾࡓ࠶ᐇ施ࠋࡿ

第㸰 ㄪᰝ◊✲の┠ⓗ

方ࡾศ教室のᅾ࡞ຠᯝⓗࡾࡼࠊࡾい᳨࡚ドをᅗࡘ௨ୗの㡯ࡿࡅ࠾⨨い教室設ࡺ

ࠋࡿࡍを┠ⓗࡇࡿࡍ✲◊い࡚ㄪᰝࡘ

㸯 ඹ生のᣑ のᵓ⠏࣒ࢸࢫࢩ教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡࣥ

ࡇࡿࢀࡉඹ᭷ࡀሙᡤࡪ学ඹࡀ生ᚐࡿࡍᅾ⡠㧗➼学ᰯ生ᚐࡿࡍᅾ⡠い教室ࡺ

ࠋࡿ࡞࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ῝ࡾࡼをࡾࡀ࡞ࡘのᖺ㱋の生ᚐྠࠊ࡛

㸰 理ゎၨⓎの᥎㐍

生ᚐࡸ⫋ဨのព㆑ࠊࡾࡼࡇࡿࡲ῝ࡀ㧗➼学ᰯ࡛の理ゎࡸᨭࠊࡃࡍࡸࡅཷࡀ㞀ᐖ

ࠋࡿ࡞࠺ࡼࡴ㐍ࡀ理ゎࡿࡍᑐ

㸱 㞀ᐖのࡿ࠶生ᚐ㞀ᐖの࡞い生ᚐの学ࡧを保㞀

≉ูᨭ学ᰯ学⩦ᣦᑟせ㡿基࡙ࠊࡁ㧗➼学ᰯの教育ㄢ⛬㛵㐃ࠊࡽࡀ࡞ࡏࡉᰂ㌾࡞

教育ㄢ⛬の⦅ᡂを⾜࠾ࠊࡾࡼࡇ࠺いの学ࡧを保㞀ࡿࡍᣦᑟ体ไのᅾࡾ方を◊✲ࡍ

ࠋࡿ

４ ≉ูᨭ学ᰯの࣮ࢱࣥࢭⓗᶵ⬟のᐇ

ᨭู≉ࠊ࡚ࡗの࿘㎶地ᇦࡑࡧ設⨨㧗➼学ᰯཬࠊࡾࡼࡇࡿࡍ⨨い教室を設ࡺ

教育㛵ࡿࡍ┦ㄯ࣭ᨭࡀ㌟㏆ࡶ࡞のࠊࡾ࡞地ᇦの≉ูᨭ教育の࣮ࢱࣥࢭⓗᙺを

ᯝࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍ

５ ከᵝ࡞学ࡧのሙのᣑ

ᨭのᚲせ࡞生ᚐの学ࡧのሙの㐃⥆ᛶのᥦ౪ࠋࡿ࡞

現ᅾࠊ㧗➼学ᰯᅾ⡠のᨭのᚲせ࡞生ᚐࠊࡣ㏻ᖖ学⣭࡛のᣦᑟࡸ≉ูᨭ教育ᨭဨ

のᨭを࡚ࡅ࠺いࠋࡿ≉ูᨭ学ᰯのศ教室を設⨨ྠࠊ࡛ࡇࡿࡍ環境ෆ࡛㞀ᐖの≧ែ

ࠋࡿࡁᨭを☜保࡛ࡸᣦᑟ方ἲ࡞ከᵝࡓࡌᛂ

第㸱 ㄪᰝ◊✲ᐇ施ᮇ間

ᐇ施ᮇ間ࠊࡣ௧㸱ᖺ４᭶㸯᪥ࡽ௧㸴ᖺ㸱᭶��᪥ࠋࡿࡍ࡛ࡲ

ࠋࡿࡍ⬟をྍ⥆⥅ࠊࡋドᮇ間を༢ᖺᗘ᳨ࠊ㊶ᙜヱᐇࠊࡋࡔࡓ

第４ ◊✲のෆᐜ

ḟの◊✲ෆᐜࡑࠊ࡚ࡗࡑのᡂᯝࡸㄢ㢟➼を᫂ࡾࡼࠊࡋࡽຠᯝⓗࡺ࡞い教室のᅾ

ࠋࡿࡍ✲◊い࡚ㄪᰝࡘ方ࡾ

㸯 学ࡧのሙのከᵝᛶࡘい࡚ࠊ㛵ಀ⪅の⥅⥆ⓗព㆑ㄪᰝ

㸰 ⟶理⪅の␗ࡿ࡞学ᰯ間の᮲௳ᩚഛのࡾ࠶方

㸱 活用方ἲ࡞施設の᭷ຠࡧ施設ᩚഛཬ࡞㐺ṇ教育ㄢ⛬の⦅ᡂࡿࡅ࠾い教室ࡺ

【参考資料４】
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４ ≉ูᨭ学ᰯ㸦ᮏᰯ࣭ࡺい教室㸧㧗➼学ᰯの㐃ᦠを㏻ࡓࡋὶཬࡧඹྠ学⩦の᥎

㐍ಀࡿ◊✲

５ のᨭ➼㸧のᐇⓗᶵ⬟㸦㧗➼学ᰯ࣮ࢱࣥࢭࡿࡅ࠾い教室ࡺ

㸴 ᐇ㊶のㄢ㢟ᩚ理ࡸศᯒࠊᑐᛂ᳨ウ

㸵 ㄪᰝ◊✲ࣔ࠾ᰯࣝࢹい࡚◊✲ࡀᚲせᤊ࡚࠼いࡿ㡯の◊✲

第５ ㄪᰝ◊✲の㐠Ⴀ

㸯 ㄪᰝ◊✲ࣔࠊࡣᰯࣝࢹ┴教育ጤဨ会ᐦ᥋࡞㐃ᦠをᅗ᳨ࠊࡾドጤဨ会➼࠾い࡚ࠊጤ

ဨ➼のᣦᑟຓゝのࡶㄪᰝ◊✲を⾜ࡶ࠺の᳨ࠊࡓࡲࠋࡿࡍドጤဨ会設⨨せ㡯ูࡣ

ᐃࠋࡿࡵ

㸰 ㄪᰝ◊✲ᑐ㇟⪅ࠊࡣ▱ⓗ㞀ᐖの≧ែࡀ୰ᗘ࣭㔜ᗘ࡛ࠊࡾ࠶ᮏ人ࡸ保ㆤ⪅ࡀᕼᮃࡶࡿࡍ

のࠋࡿࡍ

㸱 ㄪᰝ◊✲ࣔࠊࡣᰯࣝࢹ設⨨㧗➼学ᰯࡿࡅ࠾◊✲体ไをᩚഛࠊࡋィ⏬ⓗ࣭⥅⥆ⓗ◊

✲ᐇ㊶を㐍ࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ

４ ◊✲ᐇ㊶ࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶学ᰯ⤒Ⴀの୰⨨࡙࡚ࡅ考ࠊ࠼学ᰯࡸ地ᇦのᐇែ༶࡚ࡋ

◊✲を᥎㐍ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

第㸴 ㄪᰝ◊✲のሗ࿌

ㄪᰝ◊✲の୰間ཬࡧ⤊ࡑࠊのᡂᯝㄢ㢟➼ࡘい࡚ሗ࿌᭩をసᡂࠋࡿࡍ

第㸵 㞧๎

い教室㸧のㄪᰝࡺ沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊ศ教室㸦ࠊののࡶࡿࡵᐃ⥘のせࡇ

ࠋࡿࡵᐃูࠊࡣ㡯࡞ᚲせ࡚ࡋ㛵ᐇ施ࡿಀᰯࣝࢹࣔ✲◊

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜施ࡽ௧㸱ᖺ４᭶㸯᪥ࠊࡣ⥘のせࡇ
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沖縄┴❧㧗➼学ᰯࡿࡅ࠾沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊ศ教室㸦ࡺい教室㸧 

設⨨ಀࡿㄪᰝ◊✲ᐇ施せ㡿 

 

௧㸱ᖺ㸱᭶ �� ᪥ 

教育ᗇ┴❧学ᰯ教育ㄢ㛗 Ỵ  

 

 

㸯 ㊃᪨ 

ࡿಀ⨨い教室㸧設ࡺ沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊ศ教室㸦ࡿࡅ࠾沖縄┴❧㧗➼学ᰯࠊࡣのせ㡿ࡇ

ㄪᰝ◊✲ᐇ施せ⥘第４◊✲のෆᐜのつᐃ基࡙ࠊࡁ沖縄┴❧㧗➼学ᰯࡿࡅ࠾沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗

➼㒊ศ教室㸦ࡺい教室㸧設⨨ಀࡿㄪᰝ◊✲のᐇ施㛵࡚ࡋᚲせ࡞㡯をᐃࡶࡿࡵのࠋࡿࡍ 

 

㸰 㸱⪅㐃⤡会㆟の設⨨࣭㐠Ⴀ 

 㸦1㸧┴教育ᗇ┴❧学ᰯ教育ㄢࠊࡣᙜヱᴗを㐙⾜ࠊࡵࡓࡿࡍ⟶ㄢࠊࡾ࡞┴❧┿ᚿ㧗➼学

 ࠋࡿࡍ⨨㸧を設ࠋ࠺い㸱⪅㐃⤡会㆟ࠖࠕ㐃⤡会㆟㸦௨ୗࡿࡼ⪅ᓥᑼ≉ูᨭ学ᰯの㸱❧┴ࠊᰯ

 

㸦2㸧㸱⪅㐃⤡会㆟ࠊࡣ┴❧┿ᚿ㧗➼学ᰯ┴❧ᓥᑼ≉ูᨭ学ᰯのᰯ㛗ࠊ教㢌㸦ᰯ㛗㸧➼をࡗࡶ

࡚ᵓᡂࠋࡿࡍ 

 

㸦3㸧㸱⪅㐃⤡会㆟のᙺࠊࡣḟのࠋࡿ࠶࡛ࡾ࠾ 

  ① ┴❧ᓥᑼ≉ูᨭ学ᰯ┿ᚿ㧗➼学ᰯศ教室㸦௨ୗࡺࠕい教室ࠖいࠋ࠺㸧をከᵝ࡞学ࡧのሙ

ᚿ㧗➼学┿❧┴生ᚐࡿࡍᅾ⡠い教室ࡺࠊࡋ⨨設ᚿ㧗➼学ᰯෆの施設┿❧┴ࠊ࡚ࡋ

をࡾࡀ࡞ࡘの学ᖺの生ᚐ␗ࡸᖺ㱋ྠࠊ࡛ࡇࡿࢀࡉඹ᭷ࡀሙᡤࡪ学ඹࡀ生ᚐࡿࡍᅾ⡠ᰯ

い教室ࡺࠊ࡚ࡏేࠋࡇࡿࡍド᳨ࡾඹྠ学⩦のᐇ㊶をᅗࡧὶཬ࡞のල体ⓗࡵࡓࡿࡵ῝ࡾࡼ

┴❧ᓥᑼ≉ูᨭ学ᰯᮏᰯのὶཬࡧඹྠ学⩦ࡘい࡚ࡶᐇ㊶をᅗ᳨ࠊࡾドを⾜ࠋ࠺ 

⾜い᳨࡚ドをࡘ方ࡾ施設設ഛ➼の᮲௳ᩚഛのᅾࡸ方ࡾのᅾࡁ⥆ㅖ手ࡿಀ⨨い教室の設ࡺ ②

 ࠋ࠺

 ࠋࡿࡍ方ἲを᳨ドࡿࡍ活用施設設ഛを᭷ຠ教育ㄢ⛬の⦅ᡂࡿࡅ࠾い教室ࡺ ③

  ④ 沖縄┴❧㧗➼学ᰯ設⨨ࡓࢀࡉ沖縄┴❧≉ูᨭ学ᰯ㧗➼㒊のศ教室の設⨨ࠊࡀᚋのࣥ

方ࡾᚋのᅾࠊࡋを᳨ドࡇࡿ࠶࡛ࡘの一ࡧ学࡞ከᵝࡓࡅྥのᵓ⠏࣒ࢸࢫࢩ教育ࣈࢩ࣮ࣝࢡ

をᥦゝࠋࡿࡍ 

 

 㸦4㸧㸱⪅㐃⤡会㆟ࠊࡣཎ๎࡚ࡋ㸰ࣨ᭶㸯ᅇのᐃᮇ࡛会㆟を⾜ࠋ࠺ 

 

 㸦5㸧㸱⪅㐃⤡会㆟ಀࡿ᪑㈝➼ࠊࡣ┴教育ᗇ┴❧学ᰯ教育ㄢࡀᨭᘚࠋࡿࡍ 

 

㸱 ㄪᰝ◊✲の᳨ドᮇ間 

 ᐇ㊶᳨ࠊドᮇ間を༢ᖺᗘࠊࡋ⥅⥆をྍ⬟ࠋࡿࡍ 

【参考資料５】
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４ 㛵ಀ㸱⪅のᙺ 

 (1) ┴教育ᗇ┴❧学ᰯ教育ㄢ 

  ① ᴗᒎ㛤ࡿ⥲ᣓ 

 ࠋ࠺⾜ᴗの㐙⾜を࡚ࡋࡘ教育ጤဨ会の教育施⟇の一┴ࠊࡋ♧ᙜヱᴗの方㔪を᫂ 

ࠊࡽࡀ࡞ࡾ㐃ᦠをᅗ㛵ಀ学ᰯࠊᗢົをᢸいࡿಀᐇ施ࠊ⏬ᴗのィࠊ࡚ࡋ⟶ᙜヱᴗの    

ᴗの㐙⾜を⾜ࠋ࠺ 

をࡵࡲࡾሗ࿌᭩のࠊ⏬බ㛤ᤵᴗのࡸᴗの広ሗࠊࡵࡲホ౯をࡸ⦼ᙜヱᴗのྲྀ組ᐇ ࢘   

 ࠋ࠺⾜

ࠊࡣい࡚ࡘࡇࡿࡍ㛵⨨ศ教室設ࠊ≉ࠋࡿᴗᒎ㛤をᅗ࡞ࠊࡋ㐃ᦠ教育ᗇྛㄢ┴ ࢚   

⥲ົㄢㄪᩚをᅗࠋࡿ 

 のᣦᑟຓゝ理࣭㐠Ⴀ⟶ࡿಀい教室ࡺ ②  

 ࡇࡿࡍ㛵➼⛬教育ㄢ 

 ࠋࡿᇳ⾜をᅗண⟬のㄪᩚࡿಀ➼施設設ഛࠊࡋ㐃ᦠ教育ᗇ教育ᨭㄢ┴ 

 

 (2) ┴❧ᓥᑼ≉ูᨭ学ᰯ㸦ᮏᰯࡺࠊい教室㸧 

 ᣦᑟのᐇࡓࡌᛂい教室ᅾ⡠生ᚐのಶࡺ ①  

ಶࡧಶูの教育ᨭィ⏬ཬ࡚࠼ࡲࡩをࢬ࣮ࢽ教育ⓗ生ᚐの≉ᛶࡿࡍᅾ⡠ࠊい࡚࠾い教室ࡺ࣭

ูのᣦᑟィ⏬をసᡂࠊࡋ保ㆤ⪅の㐃ᦠのࠊࡶ生ᚐのᣦᑟ࣭ᨭのᐇをᅗࠋࡿ 

 ✲◊ࡿಀい教室の教育ㄢ⛬の⦅ᡂࡺ ②  

⦆教育ㄢ⛬のࠊඹྠ学⩦のᐇをᛕ㢌ࡧのὶཬᮏᰯࡧᚿ㧗➼学ᰯཬ┿❧┴ࡀい教室ࡺ࣭

ᡂのᕤኵをᅗࡾࡼࠊࡾⰋい教育ㄢ⛬のᅾࡾ方ࡘい࡚◊✲を⾜ࠋ࠺ 

 ඹྠ学⩦のᐇࡧὶཬࡿࡅ࠾い教室ࡺ ③  

ࡿࡁ生ඹࠊࡧ学ඹࠕࠊ㧗➼学ᰯの教育環境の୰࡛❧┴ࠊࡣい教室ࡺ࣭ ࠊࡋのල現を┠ᣦࡇࠖ

ᤵᴗࡸ⾜➼の学ᰯ教育活ື体を࡚ࡋ࠾ල体ⓗྲྀ࡞組を⾜いࠊᤵᴗᨵၿをྵࡾࡼࠊࡵⰋい教

育活ືのᐇをᅗࠊࡽࡀ࡞ࡾල体ⓗ࡞ὶཬࡧඹྠ学⩦ಀࡿᡂᯝㄢ㢟を᫂☜ࠊࡋᐇ㊶の

ᐇດࠊ࡚ࡏేࠋࡿࡵබ㛤ᤵᴗ➼ࡿࡼၨⓎ活ືを⾜ࠋ࠺ 

  ④ ᴗಀࡿᡂᯝㄢ㢟のሗᩚ理ሗ࿌ 

࣭ᙜヱᴗಀࡿᡂᯝㄢ㢟をᩚ理ࠊࡶࡿࡍ生ᚐࡸ保ㆤ⪅のព㆑のኚᐜ➼をㄪᰝࠊࡋᚓࡽ

 ࠋ࠺⾜ᥦ౪を࡚ࡅྥሗをሗ࿌᭩సᡂࡓࢀ

  յ ᮏᰯࡿࡅ࠾ศ教室の人ⓗ⟶理ࠊ物ⓗ⟶理ಀྲྀࡿ組を㐍ࠊࡵᡂᯝㄢ㢟を᫂☜᳨࡚ࡋドを

 ࠋ࠺⾜
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 (3) ┴❧┿ᚿ㧗➼学ᰯ 

 組のᐇྲྀࡿಀ⩦ඹྠ学ࡧのὶཬい教室ࡺ ①  

࣭᪥ᖖのᤵᴗࡸ⾜➼࡛࡞⬟ྍࠊ㝈ࡺࡾい教室ᅾ⡠ࡿࡍ生ᚐࡽのὶཬࡧඹྠ学⩦を✚ᴟⓗ

 ࠋࡿࡍㄢ㢟をᩚ理ᡂᯝࠊい⾜

  ② ᴗಀࡿᡂᯝㄢ㢟のሗᩚ理ሗ࿌ 

࣭ᙜヱᴗಀࡿᡂᯝㄢ㢟をᩚ理ࠊࡶࡿࡍ生ᚐࡸ保ㆤ⪅のព㆑のኚᐜ➼をㄪᰝࠊࡋᚓࡽ

 ࠋ࠺⾜ᥦ౪を࡚ࡅྥሗをሗ࿌᭩సᡂࡓࢀ

  

５ ᴗの⥲ᣓ㡯 

 ᴗを㐙⾜ࡿࡍ୰࡛ࠊ௨ୗのほⅬࡘい࡚ሗを㞟ࠊࡋ教育ⓗഃ㠃ࠊ⟶理ⓗഃ㠃ࡘい࡚ᡂᯝㄢ

㢟をᩚ理ࠊࡋᚋのᴗᒎ㛤ࡘい࡚ᩚ理をᅗࠋࡿ 

 

 (1) 教育ⓗഃ㠃 

① ┴❧┿ᚿ㧗➼学ᰯࡺい教室の教育活ືの㐃ᦠࡘい࡚ 

② 保ㆤ⪅のࢬ࣮ࢽ教育活ືのᆒ⾮ࡘい࡚ 

③ ᣦᑟᙧែ(」ᘧ学⣭➼)のᨵၿᕤኵࡘい࡚ 

 

 (2) ⟶理ⓗഃ㠃 

 い࡚ࡘい教室生ᚐ࣭⫋ဨの⟶理体ไࡺ ①

② 教⫋ဨ㓄⨨の㐺ṇࡘい࡚ 

③ ึᮇ㈝用࣭⥔ᣢ⤒㈝➼の㈈ᨻ㈇ᢸ 

④ 沖縄┴教育ጤဨ会のົ手⥆ࡁの㐺ṇࡘい࡚ 

 

 

 

 ࠋࡿࡍ⾜施ࡽ௧㸱ᖺ４᭶㸯ࠊࡣのせ㡿ࡇ    
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